
平成27年度専門家派遣事例

平成28年3月



目次

都道府県 ページ

企業名 支援テーマ

北海道 1

株式会社プリモオーリオジャパン バルサミコ酢導入に係る海外取引の支援

青森県 2

株式会社グリーンライフ総合企画 経理事務のIT化による作業の効率化支援

岩手県 3

株式会社シオン 自然油性塗料ユーオイルのWEBマーケティング強化の支援

宮城県 4

株式会社ちゃんこ萩乃井 東松島市の特産品、「のりうどん」の販売戦略策定支援

宮城県 5

コミィ株式会社 新たなＩＴサービス業の取組に向け中期経営計画策定を支援

秋田県 6

ツルガヤ農機商会 農機販売店の売掛金回収に向けた事業計画書作成を支援

山形県 7

有限会社南陽家具センターやまみず 家具販売の収益改善による事業再生支援

山形県 8

有限会社エムジー不動産 魅力ある物件情報を掲載した不動産HPの作成支援

福島県 9

會ベーグル（アイベーグル） ベーグル専門店の販売戦略を構築するためのHP作成支援

茨城県 10

月岡農園 梅を使った名産品のラベルデザイン及び販売促進の支援

茨城県 11

海鷹庵 エスニック料理教室におけるアピール方法と集客の支援

栃木県 12

有限会社赤札堂印刷所 印刷会社の5Ｓを活用した経営力向上のための継続的支援
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茂木食品工業株式会社 こんにゃくを使った新商品開発の事業計画策定を支援

群馬県 14

Patisserie Cochonnet 洋生菓子等の製造販売店における販売促進方法を支援

群馬県 15

株式会社工裕精工 航空機産業分野の品質規格保証認証・取得に向けた支援

埼玉県 16

株式会社アライ 麦味噌を使用した新商品開発と魅力的なＰＲ支援

千葉県 17

有限会社ＪＡＭ’ｓ 「地下のワイン食堂」の店舗改装を伴う経営改善の支援
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株式会社かけはし 介護事業者の成長戦略支援と内部管理体制の強化支援
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株式会社 ワイ・ケー電子 コスト意識や顧客への満足度向上に繋がる５Ｓ活動を支援
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株式会社ミマツオイル 輸入代理店の創業に向けた資金調達に係る計画策定支援

新潟県 23

やなぎやサイクル 地域に密着したサイクルショップの広告宣伝を支援
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三條金物株式会社 金物屋の経営再建を経営改善計画策定により支援

山梨県 25

株式会社　桑郷 イベントブース活用を通じた製茶販売業者の商品差別化PR支援
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多摩産業支援コンソーシアム／多摩信用金庫

東京ビジネス応援ネット／巣鴨信用金庫

東京ビジネス応援ネット／としまビジネスサポートセンター

かながわ中小企業支援プラットフォーム／公益財団法人神奈川産業振興センター

神奈川県よろず支援拠点

新潟県中小企業支援プラットフォーム／公益財団法人にいがた産業創造機構

新潟県央中小企業支援プラットフォーム／三条信用金庫

山梨県商工会プラットフォーム／山梨県商工会連合会

彩の国中小企業応援ネットワーク会議／公益財団法人埼玉県産業振興公社

みやぎ地域産業支援プラットフォーム／宮城県中小企業診断協会

秋田県よろず支援拠点

やまがた中小企業支援プラットフォーム／山形第一信用組合

山形大学学金連携プラットフォーム／山形大学工学部米沢街中サテライト

しんくみ会津地域プラットフォーム／会津商工信用組合

いばらき中小企業サポートネットワーク／公益財団法人茨城県中小企業振興公社

いばらき中小企業サポートネットワーク／公益財団法人茨城県中小企業振興公社

とちぎ産業振興ネットワーク／栃木県商工会連合会

群馬県よろず支援拠点

シルクカントリープラットフォーム／しののめ信用金庫

群馬県よろず支援拠点

みやぎ地域産業支援プラットフォーム／宮城県商工会連合会
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北海道中小企業総合支援プラットフォーム／公益財団法人北海道中小企業総合支援センター

青森県よろず支援拠点

いわて中小企業支援プラットフォーム／公益財団法人いわて産業振興センター
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長野県 26

信州わんにゃん食工房 「ペット用ドライサラダ」商品のパッケージと企業ロゴデザイン支援

長野県 27

山岸園 農と連携した子育て支援施設の立ち上げを支援

長野県 28

伊東産業株式会社（長野支社） 水門扉の電動開閉装置「お助け門」の販路拡大・販促支援

静岡県 29

有限会社 石川商店 経営向上に向けた業務負担軽減のためのIT化支援

富山県 30

株式会社ウイングフーズ 病院向け食料卸売及び配食サービスの売上向上の支援

富山県 31

かなや麺業 飲食店開業に伴う、開業支援・従業員育成（接客マナー等）支援

富山県 32

紅コーポレーション 事務所移転に必要な資金調達に向け事業計画策定を支援

石川県 33

株式会社サン技研 ３年間の時間を要する事業承継の計画作成の支援

石川県 34

宗玄酒造株式会社 自社製品のブランド化と飲食店等への営業体制強化支援

岐阜県 35

ママ・ベビーサポートおくむら 産前・産後女性のケアサポート事業のPR強化支援

岐阜県 36

京屋家具店 オリジナルオーダー家具のブランド化とPR力強化支援

愛知県 37

有限会社長谷川急送 ＨＰ作成のための効果的な写真撮影方法支援

三重県 38

有限会社三鈴印刷 プライバシーマーク取得による企業価値の向上を支援

三重県 39

有限会社ナックスフーズ ビジネスマッチングでの新規出店による業績回復支援

福井県 40

有限会社ゆうらくざまえがわ 新たな顧客獲得のためのHP構築支援

滋賀県 41

ジェイスタッフ 訪日外国人向け日本文化体験型観光宿泊事業立ち上げ支援

京都府 42

山城萱葺株式会社 「取り付け型茅葺き屋根」製造販売事業計画策定支援

京都府 43

アルモニーア 創業間もない店舗のHP作成によるPRで集客力向上を支援

大阪府 44

株式会社　ミサキ 開発した特殊ねじ接続方式のストレーナー管の生産体制の支援

大阪府 45

株式会社アサイコンピュータサービス 新事業のセミナーをPRするための広報チラシ作成支援

兵庫県 46

池本醤油合名会社 若年層向け商品開発のビジネスマッチング支援

兵庫県 47

竜本 史江 創業店舗のビジネスモデル作成支援及び事業計画策定支援

奈良県 48

紀玄 少人数で運営できる店舗レイアウトと売れる店舗つくり支援

奈良県 49

革遊び　ＨＡＲＵＨＩＮＯ 「売りやすく・買いやすい」店舗にするための陳列方法改善支援

和歌山県 50

Ｖ　ＣＯＦＦＥＥ 地域資源をいかした商品ＰＲ・販促プロモーションの立案支援

和歌山県 51

Ｃｏｃｏｒｏｋｉｄｓ（個人事業） ECサイト、及びSNSのブラッシュアップとサイトへの集客方法支援

和歌山県よろず支援拠点

阪神地域プラットフォーム／尼崎商工会議所

奈良県よろず支援拠点

奈良県中小企業・小規模事業者支援センター／奈良県商工会連合会

わかやま中小企業支援プラットフォーム／田辺商工会議所

滋賀県商工会等支援ネットワーク／滋賀県商工会連合会

京都府よろず支援拠点

京都府商工会地域中小企業支援プラットフォーム／福知山市商工会

大阪府商工会・中央会・大阪弁護士会中小企業支援プラットフォーム／大阪府商工会連合会

大阪市域支援専門家プラットフォーム／大阪商工会議所

近畿中小企業専門家相談センター／株式会社エフアンドエム

ふくい嶺北地域プラットフォーム／福井商工会議所

静岡県よろず支援拠点

とやま応援プラットフォーム／株式会社富山第一銀行

かが能登かなざわ中小企業支援プラットフォーム／株式会社北國銀行

富山県よろず支援拠点

石川県よろず支援拠点

中小企業応援センター　いしかわ／公益財団法人石川県産業創出支援機構

岐阜県よろず支援拠点

がんばる企業応援ネットワークぎふ／東濃ブロック広域支援室

愛知県よろず支援拠点

三重県中小企業支援プラットフォーム／公益財団法人三重県産業支援センター

三重県中小企業支援プラットフォーム／株式会社百五銀行

長野県よろず支援拠点

長野県よろず支援拠点

信州ビジネスサポートプラットフォーム／長野県商工会連合会北信事務所
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鳥取県 52

株式会社　アグリネット琴浦 ホームページの改訂による新たな販売チャネルの開拓支援

鳥取県 53

旬菜　お好み焼　鉄板焼　かどわき 若年層の集客を図るためSNSを活用したPR支援

島根県 54

株式会社　至誠 ＩＴ活用による仕入管理システム構築とＨＰの開設支援

岡山県 55

有限会社三和砿油 既存事業の見直しとコークス活用新事業展開計画策定支援

岡山県 56

THE BACK WATER（小田至孝） 釣りのための撥水加工の高機能ジーンズの創業支援

広島県 57

有限会社カクマル堂 販促活動についての助言と事業計画策定支援

山口県 58

山五青写真工業株式会社 既存事業の課題の明確化と新規販路開拓等支援

山口県 59

株式会社華月堂（エスパリエカゲツ） ITを活用した情報発信とSEO対策支援

徳島県 60

株式会社はいむらや 自社ブランド強化・ネットショップの売上向上支援

香川県 61

株式会社キョーワ 新事業（業務用冷凍食品販売）における社内体制構築の支援

愛媛県 62

弁当屋　だいこん 飲食店の新規顧客拡大に向けた、販売戦略の支援

愛媛県 63

有限会社媛の華 新人職員の人材育成ステップアッププログラムの策定支援

高知県 64

有限会社しももとクリーニング 電子カルテ・受注システムの一元管理化支援

福岡県 65

株式会社マイプレジャー 事業計画の作成及び事業資金の融資申請支援

佐賀県 66

体快調からだ快.佐賀 IT等を活用した新たな顧客開拓戦略の策定支援

長崎県 67

Ｌapis Nail（ラピス　ネイル） 就業規則及び諸規則策定による雇用管理体制の構築支援

熊本県 68

株式会社　花味亭 唐芋と米粉で焼き上げた新感覚・新食感ラスクの企画・開発支援

熊本県 69

ピュアローズ 白きくらげ加工品のブランディングで販路開拓支援

大分県 70

株式会社リトルソルト 企業ブランディングと広報広告の戦略立案支援

宮崎県 71

原田建設株式会社 小型コージェネレーションシステムの開発及び販売の支援

鹿児島県 72

有限会社　肥後商会 インターネットショップのＨＰ強化による販路拡大支援

鹿児島県 73

ラーメンセンターほんや 店舗の改装による売り上げ拡大支援

沖縄県 74

湖城写真館 管理会計の導入～継続支援

沖縄県 75

ヘアーメイクブリリアント 経営戦略におけるお客様作りについての支援

宮崎県中小企業等支援プラットフォーム／宮崎商工会議所

中小企業地域プラットフォームかごしま／鹿児島県商工会連合会

鹿児島県よろず支援拠点

おきなわ中小企業支援プラットフォーム／久米島商工会

おきなわ中小企業支援プラットフォーム／宜野湾市商工会

さがん中小企業支援プラットフォーム／公益財団法人佐賀県地域産業支援センター

ながさき経営支援プラットフォーム／長崎商工会議所

熊本県よろず支援拠点

熊本県よろず支援拠点

大分県産業創造支援ネットワーク／公益財団法人大分県産業創造機構

中小企業支援プラットフォームかがわ／公益財団法人かがわ産業支援財団

愛媛県よろず支援拠点

えひめビジネスサポートネットワーク（チームえびす）／公益財団法人えひめ産業振興財団

高知県地域プラットフォーム「チームよさこい」／公益財団法人高知県産業振興センター

DSS福岡プラットフォーム／株式会社ディーエスエス

岡山県中小企業支援プラットフォーム／吉備信用金庫　本部

広島県内商工会議所・広島県中小企業団体中央会連携支援プラットフォーム／広島商工会議所

さいきょう「元気」中小企業支援プラットフォーム／株式会社西京銀行

山口県よろず支援拠点

徳島県よろず支援拠点

鳥取県中小企業支援プラットフォーム／鳥取県中部商工会産業支援センター

鳥取県よろず支援拠点

島根県よろず支援拠点

岡山県中小企業支援プラットフォーム／公益財団法人岡山県産業振興財団

支援元機関名



公益財団法人
北海道中小企業総合支援センター

北海道中小企業総合支援プラットフォーム

バルサミコ酢導入に係る海外取引の支援北海道

支援体制

佐藤 美憲 氏
専
門
家

株式会社プリモオーリオジャパン

■業 種 ： 卸売業・小売業
■従業員： 2人
■資本金： 40万円
■創業： 平成22年
■住所：札幌市中央区南4条西25丁目1番8-401
■企業概要：イタリアのオリーブオイル等を現地
農家から直接輸入し販売を行っている

■支援の経緯
本企業は、オリーブオイルを輸入販売していたが、それだけでは売上が低迷していた。また、販売先の飲食店から
バルサミコ酢も入れてほしいと要望があり、バルサミコ酢を商品として追加することによって、売上増加を期待できると
考えていた。しかし、オリーブオイルとは輸入に関る取引条件等に違いがあるのかわからず、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
事業者にヒアリングを行った結果、バルサミコ酢の輸入に関する知識が不足していたことが判明した。オリーブオイ
ルとバルサミコ酢の輸入では、検疫関係の手続きや関税、通関、輸入コストなどが異なるため、専門的な知見からバ
ルサミコ酢の輸入に係る実務上の手続きについて指導する必要があった。そのため海外取引について実務経験の豊
富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
今後新たな取引を行うにあたり、関税書類、輸入時の保険、包装資材などの取引時の注意点や実務手続きについ
て指導する必要があると考えたため、専門家が過去に実際行っていた交渉事例をあげてアドバイスをした。輸送コス
トについては、イタリア各地から新千歳空港までの効率、コスト、時間等あらゆる側面からベストな海外運送業者を経
験を基に何社かピックアップし、料金の比較などを行うための情報の提供を行った。
検疫所へ提出する成分表や生産工程表などの作成、税関での輸入申告などについても使用すべき専門英語を含
め、わかりやすく指導し、必要となる関連手続きについても申請の時期や提出先等具体的にアドバイスし、申請書の
内容確認等も行った。

支援概要

成果

事業者の声専門家プロフィール

構
成

機
関

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxiv7AAB

支援

企
業

■氏名：佐藤 美憲
■保有資格：外資系企業で20年に亘
り世界主要国との交渉、物流経験有
■専門分野：海外展開/経営革新/販
路拡大・販促支援/輸出管理
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：海外貿易と交渉のノウ
ハウ、製造から食品に至るまであらゆ
る業界に対応、公的機関による海外
市場調査の受託など経験豊富です！

弊社の課題一つずつに丁寧で的確なアドバイスを頂き、非
常に実践力がついたと感じております。その後は、弊社独自
の仕入れルートを着実に開拓することに成功し、新たにイタリ
アのトップクオリティーのバルサミコ酢生産者とパートナー契
約を結べるまでになりました。
現在では希少価値の高い商品ラインナップと生産者との強
い繋がり、最新の現地オリーブ・バルサミコ業界の情報収集
の強さなど競合他社が真似しづらい独自の専門性を持つ事
が出来るようになり、日本全国から注文を頂けて、業績も上
がってきております。

現在、バルサミコ酢について1社から、5種類の商品を輸入できるようになり、店頭に並んでいる。これまでの専門家
派遣による指導を通じて、現在は6軒の農家と契約出来るまでになった。また、札幌市円山地区にある店舗だけでな
く、ネットや口コミなどを通じて全国から注文が来るようになり業績も上がっており、バルサミコ酢の売上も順調に推移
している。

地
域

Ｐ
Ｆ

平成27年度専門家派遣事例1

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxiv7AAB


経理事務のIT化による作業の効率化支援青森県

支援体制

長谷川 直宏 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は創業時より食料品の卸販売と商品企画を行っている。平成27年5月に事業拡大のため生花販売業を開始
し、新たに従業員も2名増員した。しかし、新たな事業開始に伴う事務作業量が想定以上に多く、毎日残業が続いてい
た。従業員の更なる増員は経営上困難であり、限られた人数で事務処理を行うための体制を整える必要があると考
えていた。チラシにてよろず支援拠点のことを知り当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
事務作業の過程でＩＴを活用した事務処理を行っていない業務があり、それが事務処理作業を増加させていることが
判明した。経理事務の簡素化を図り、事務作業量を減らすことで現在の人数で事務処理を行える体制を整えることが
できると考え、そのために業務をIT化することが必要であると判断した。そこで、小規模事業者経営のIT化支援による
実績が多い本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
実際にどのように事務処理を行っているかを確認した結果、生花部門は手書き伝票にて仕入・納品を行っていた。
このため、取引先のコード/商品名/価格などは、過去の伝票をいちいち参照して転記する必要があり、作成に時間が
かかっていた。その為、各種コードや商品名などの基準データを一元管理できるようにし、その一元管理されたデータ
をWEBシステムで繋げることで社員全員が利用できる環境を整備するようアドバイスした。また、データの一元管理に
は、特別な情報システムを導入することなくエクセルで、データを管理する手法をアドバイスした。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

青森県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

株式会社グリーンライフ総合企画

■業 種 ：卸売業小売業
■資本金：300万円
■創業：（設立年月日）：2008年8月1日
■従業員：13人
■住所：青森県青森市本町四丁目３－６

丸昭センタービル B室
■企業概要：飲食料品卸売業、生花販売業

企
業

成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjCcAAJ

■氏名：長谷川 直宏
■保有資格：情報処理技術者

■専門分野：ITを活用した経営力強
化

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：個人経営店のＩＴ化を地
域密着できめ細やかにサポート

作業効率が格段に向上し、売上から管理業務まで全て
の面で効果的でした。従来の手書き伝票からパソコン
での伝票作成に切り替わったことで、短時間での受発
注対応、一連の伝票作成、売上状況等のデータ集計
につながりました。現在では、売上高増加や新規雇用
までに至っています。専門家の長谷川様には感謝の気
持ちで一杯です。

一元管理された最新データを事務所内のすべてのパソコン（4台）から利用できるようになった。さらに、納品書や請
求書を作成する際には、必要なデータを抽出する操作方法を習得し、事務作業を大幅に効率化できた。また、取引
先売上高や商品別売上高のデータ集計も短時間でできるようになり、経営状況を随時把握できるようになった。その
結果、事務社員を追加採用することなく、現在の社員だけで現状の事務作業を処理できる見通しを得た。

平成27年度専門家派遣事例2
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自然油性塗料ユーオイルのWEBマーケティング強化の支援岩手県

支援体制

植木 利衣 氏

いわて中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人いわて産業振興センター

専
門
家

株式会社シオン
■業 種 ：製造業
■資本金：3,100万円
■創業（設立年月日）：平成15年9月22日
■従業員：4人
■住所：岩手県紫波郡矢巾町流通センター南

3-8-1
■企業概要：自然素材を活用した塗料・接着

剤・ワックス等の製造及び販売

■支援の経緯
本企業は、平成15年の創業当初は建替え需要等で売上を伸ばしていたものの、近年ではその需要も去り、売上が
低迷していた。そのため、新規需要開拓について相談するところを探していた。ミラサポにて検索したところ、岩手県
内で最初に表示された当機関に経営状況改善について相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業のユーザーである小規模の工務店や家具店等は全国的に点在しているが、1ユーザーの年間購入金額は、
平均5～20万円程度であるため、これらを全て回って、新規需要を開拓することは、費用対効果の面で現実的ではな
かった。しかし一方では、本企業が「自然塗料」関連のネット検索をすると、常に上位に表示される強みがあったため、
WEB面の強化もしつつ、販売や営業といったマーケティング全般について見直す事が必要であると判断した。
よって、WEB制作、コンサルティング、プランニングなど全般的な課題解決が出来る本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
製品は石油系溶剤、乾燥剤を一切使用せず、植物油、天然鉱物系顔料等の自然素材のみで作られている信頼の
足り得るものでる。よって、商品とサービスのリブランディングおよび営業・販売といったマーケティング戦略全般につ
いての見直しを提案した。具体的には、会社のロゴを新たに作成、営業資料等のツールやセールストークの見直し、
商品ラインナップの見直し、売り先の現状把握・見直し・選定といった洗い出しをした上でのアプローチ方法について
アドバイスをした。また、集客の要であるWEBサイトについては、リニューアルを提案した。具体的には客層別に整理
し、アプローチしたものを掲載することによっての訴求効果が狙えることをアドバイスした。現時点では、インテリア
ショップ、卸売会社、不動産会社等とのマッチングによる新規販路開拓支援を行い、直販による利益率改善に取組ん
でいる。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関
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専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000aEhP0AAK

支援

企
業

■氏名：植木 利衣

■専門分野：その他の経営課題/創
業/地域資源活用/新連携/海外展開
/経営革新/販路拡大・販促支援/農
商工連携/ITを活用した経営力強化

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：WEB・人・企業を経営者
の方と共に育てます。

経営・マーケティング等の理論を踏まえた上で、理論にとらわ
れず、常に実務に重きを置いて課題解決に向き合ってくれまし
た。主力製品である自然塗料は市場では強くニッチという特性
があり、その中で岩手という地の利では不利な場所から事業
展開しております。それをきちんと把握し、その上でベストな方
向性、課題解決は、植木氏が目指す“中小企業セカンドブレイ
ン”とういう役割を担っていると思います。また、社内目線で考
えるときもあれば、完全に顧客目線で取組みがどのように見え
ているか指摘してくださるときもあり、しかも女性ならではの視
点からアドバイスを頂ける点はとても参考になりました。

直近の売上高は8月以降3ヶ月連続で前年比120～150%の伸びで推移している。来
年度は前年比150%をクリアできるよう取組み中である。また、ターゲット別にユー
ザーを想定して訴求することは、短期的に即売上アップにつながる事が理解でき
た。

平成27年度専門家派遣事例 3
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東松島市の特産品、「のりうどん」の販売戦略策定支援宮城県

支援体制

松田 恭子 氏

みやぎ地域産業支援プラットフォーム

宮城県商工会連合会

専
門
家

株式会社ちゃんこ萩乃井

■業 種 ：飲食サービス業
■資本金： 1,000万円
■創業（設立年月日）：昭和44年
■従業員：3人
■住所：宮城県東松島市矢本字河戸29-2
■企業概要：元力士の社長が作る、本格
ちゃんこ料理店

■支援の経緯
本企業は東松島市の特産品の「のりうどん」の製造販売をしている。麺は生麺で現地に来訪しなければ賞味できな
いため、消費者より自宅でも食べられる商品が欲しいという声を受けていた。そこで、持ち帰りの出来る商品を模索し
ていた結果、乾麺にて製品化することが出来たが、どこでどのように売るか悩みを抱えていたため、本機関に相談が
あった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業が開発した乾麺の「のりうどん」は、生麺より保存性があり、特産品としての価値がある商品であるが、生産
コストが大きいことが問題であった。そのため、高価格を補う為の販売チャネルの戦略やパッケージ・販売戦略が必
要であると判断した。そこで、地域資源を活用した商品化について経験があり、商品価値や価格等を踏まえた、販売
戦略について支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
生産コストが高いことから、販売初期は大量の製造ロットで大消費地に販売するのではなく、製造ロットを小さくして、
地域での販売を繰り返すことで、地域評価を高めることを販売戦略として策定した。本企業は、小売店のみの販売を
考えていたが、地域での評価を高める為には地元でのイベント販売や旅館、飲食店での販売も必要なことを説明した。
また、パッケージについては高級感を出すために、黒を基調とした和のテイストをコンセプトに作成することをアドバイ
スし、商品品質に合う麺つゆセットを訴求することも提案した。

支援概要

成果

事業者の声
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専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000VIlKTAA1

支援

企
業

■氏名：松田 恭子
■保有資格：日本政策金融公庫農業経営
アドバイザー、農林水産省6次産業化プラ
ンナー、食農連携コーディネーター(FACO)
■専門分野：その他経営課題、地域支援
活動、新連携、販路拡大、販促支援、農商
工等連携
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：地方の農水産品を活用した
商品開発、販売戦略、販路開拓や事業開
発をサポートします！

自分一人では、従前のままの素材を転用するしか思
いつきませんでした。専門家、商工会の支援を受けて
商品の完成度を上げる事が出来ました。当商品以外に
も市場が求めていることを検討しながら商品化を進め
ていくことが重要であることを理解出来きました。

高級感のあるパッケージとなったことと、商品品質に合う麺つゆを
付けることをアピールした結果、販売量が予定の2倍に伸長した。ま
た、提案した販売先は勿論のこと、仙台駅構内の店舗など、想定し
ていなかった販売箇所からも取引を求められた。

平成27年度専門家派遣事例4
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新たなＩＴサービス業の取組に向け中期経営計画策定を支援

支援体制

細野 哲平 氏

みやぎ地域産業支援プラットフォーム

宮城県中小企業診断協会

専
門
家

コミィ株式会社

■業種：業者通信業
■従業員：2人
■資本金：200万円
■創業：2010年4月28日
■住所：仙台市青葉区中央4-8-15
■企業概要：WEBサービス開発・運営

■支援の経緯
本企業は創業当時、WEBサービスの開発・運用のみをしていたが、思っていたような収益が上がらず、売上を獲得す
るためにソフトウェア開発、ＨＰ制作、グラフィックデザイン等の受託業務も開始した。その上で、さらなる事業拡大に意
欲を持っているが、その方法を模索しており、どのような方向へ進めばよいのか、それを判断する基準は何なのか、戦
略を具体的な行動に結びつけるためにはどうしたらよいのかがわからず、また適切な相談相手がおらず困っていた。そ
のような中、民間団体の交流会にて当機関の担当者と知り合い、相談に至った。
■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
これまでの経緯、代表者の考え方、目指したい方向性、強み、弱み、事業の外部環境の認識などについてヒアリング
を実施した結果、「現状の売上を維持、拡大させつつ、飛躍的に企業を成長させるため、戦略・戦術を計数面も含めた
具体的な行動に落とし込んだ中期経営計画を作成すること」が課題であると捉えた。
そこで、代表者と同じIT関連業界で類似事業を営んでいた経験があり、事業を急成長させた経験と廃業の経験を両方
持ち経営者目線での事業計画作成に実践を伴った支援として役立つと判断したため、本専門家に依頼した。
■専門家による具体的な支援内容
まず、企業の進みたい方向や経歴、得意分野、現時点での経営状況等についてヒアリングしたところ、「仙台から世界
へ展開できる事業をつくりたい」とう意欲があることや、大手IT企業の営業職であったこと、コミュニケーション力が高い
こと、既に仙台及び首都圏への積極的な営業活動によって多くの案件を獲得している実績があること等が分かり、本企
業は営業力が高い方であると判断した。その上で、事業規模拡大に向けて、強みである営業力を強化する中期経営計
画を策定した。具体的には、代表自身がしていたデザインやプログラミングといった制作作業を外部へ委託し、営業を
中心に活動するようシフトすることや、主に首都圏の見込み客へ訪問営業を行うことを盛り込んだ内容とし、更に直近
一年間について、具体的なスケジュールや売上目標を盛り込んだ営業計画とするようアドバイスを行った。
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■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SQwXsAAL

支援

企
業

■氏名：細野 哲平
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営革新
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：「会社の将来をとことん
一緒に考える身近な経営パートナー」
として、徹底的に社長の立場に立った
経営コンサルティングを行っておりま
す。

自分が考えていることに対して、専門家の方の過去の経験
だけでなく、客観的な視点から意見をもらえるのでありがたい
です。何度か相談に乗ってもらいながら事業計画を作ること
ができました。これにより会社の方向性が明確になり、数字
で会社の目標を追えるようになったのでとてもよかったです。

・中期経営計画の策定に成功し、今期売上目標を達成するために以下のような具体的な行動を実施している。
・営業の行動計画と受注金額、件数目標と照らし合わせながらの営業活動を実施。具体的には、新規営業先および
既存客に対してアポイント獲得、訪問商談、見積り、受注契約獲得
・受注案件を制作するために、仙台近辺の同業者企業やフリーランスエンジニア・デザイナーを中心に関係を構築し
て人材を確保・月別の売上目標達成状況の確認とフィードバックを実施している。

宮城県

平成27年度専門家派遣事例5
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農機販売店の売掛金回収に向けた事業計画書作成を支援秋田県

支援体制

稲葉 順一 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は従前より農業機械の販売や修理を行っていた。その代金回収は年2回で、仕入債務と売掛債権の決済期
間にギャップがあり過ぎ、それが資金繰りを悪化させる大きな要因となって赤字経営が続いていた。このため、事務補
助をしていた代表の妻が、赤字からの脱却と資金の流れを可視化したいと相談先を探していたところ、インターネット
でよろず支援拠点の存在を知り当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は、売上高の大半を入金日が定まっていない掛売りで行っていたため、資金繰りに支障をきたし、メーカー販
社への仕入代金を計画通りに支払えない状況であった。更にヒアリングを行った結果、下記の6つの課題が判明し、
具体的な資金管理表の作成が必須と考えたため、経営改善を支援課題とし小規模事業者の経営改善の指導実績が
豊富な本専門家に依頼した。 ①借入金の返済が滞っているにも関らず、中長期的な損益計画書が作成されていない。
②売掛金の回収日が特定されていないため、正確な資金の流れが見えない。③買掛金(延滞先)の一覧表がなく、支
払状況が見えない。④月別損益計画表がない。⑤月別資金繰表がない。⑥現金売りと計画的な資金回収への移行。

■専門家による具体的な支援内容
売上高と仕入高の把握は、単に金額を明確にするだけでなく、現金売りを増やし売掛金を如何に計画的に回収する
かが重要な点であるため、原価を含んだ移行状況が読み取れる下記の5つの表を作成するようにアドバイスするとと
もに、①中期的な収支計画②売上と仕入状況の明確化のため売上高と仕入高に分けた月別一覧表③未納分を含め
た仕入先別買掛金一覧表④月別損益計画表及び資金計画表⑤月別資金繰り表及び計画表、これらの管理表作成
方法、および各管理表のデータの意味についてアドバイスした。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

秋田県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjLpAAJ

■氏名：稲葉 順一
■保有資格：経営コンサルタント
■専門分野：事業再生及び再チャレ
ンジ/販路拡大・販促支援/資金繰り/
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：中小企業の要望に応
え、全力でサポートします。あらゆる
業種、従業員20人未満の企業を中心
に支援しております。

これまで、経理的な事務処理や管理は会社勤めで行ってき
ましたが、企業経営に生かすための管理ができていなかった
ことに気づかされました。赤字経営を脱却するために、適正
な技術料や売掛債権の管理、過大な仕入債務の蓄積で事業
を継続できるのか疑問を感じておりました。今回の支援で、
収支計画から月別損益計画表と実績表、月別資金繰り表(実
績)と計画表を作成することで、当社の年間資金の流れであ
るキャッシュフローがハッキリと見えました。

損益や資金繰り計画が数値で管理出来るようになった。また、目標数値を掲げることで夫婦での情報共有ができる
ようになった。農機具等の修理や保守メンテナンスの需要は、田植えの始まる4月と稲刈りシーズンの10月に集中し
ているため、特に計画的な資金計画を実施する必要がある事が分かった。

ツルガヤ農機商会

■業 種 ： 卸売業、小売業
■従業員： 1人
■資本金：
■創業： 平成7年
■住所：秋田県秋田市四ツ小屋末戸松本字坂
の上55

■企業概要：農機具販売及び修理

企
業
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山形県

支援体制

田牧 大祐 氏

やまがた中小企業支援プラットフォーム

山形第一信用組合

専
門
家

有限会社南陽家具センターやまみず

■業 種 ：卸売業、小売業
■従業員： 3人
■資本金：1,000万円
■創業：1967年12月01日
■住所：山形県南陽市宮内３１８１
■企業概要：家具の販売

■支援の経緯
本企業は近年、顧客数減少、取引数減少が原因で売上が低迷し、業績も悪化していた。経営者は業務内容を見直
すことによって、現状を打開し事業再生の道筋をつけたいとの考えがあった。しかし、具体的にどこをどの様に改善し
たらよいか分からない状態であったため、取引金融機関である当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業の経営状況は、営業損失、営業キャッシュフローのマイナス、借入金が売上高以上という、返済困難な状況
となっていた。現状を改善するためには、利益確保を阻害している原因をより深く探り出し、改善策を打ち立てること
が課題であった。そこで、専門家の選定について、プラットフォーム代表機関であるあさひ会計へ相談したところ、事
業再生や利益管理を得意とし、経営改善計画の作成や再生支援協議会での支援経験がある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
本企業は、本社、ネット販売、石巻の3部門を持っているが、部門別の粗利が不明であったため、部門別に損益会計
を分け、各部門の改善策を洗い出すことからアドバイスした。ネット販売はある程度の利益が確保されていたが、ネッ
ト上では競合が多数あり、将来的に一定の利益を確保し続けるのは困難であると考えた。一方で、石巻部門は現在
赤字であるが、被災者への住宅販売、住宅建築が進んでおり、潜在的需要が顕在化している状況がある。今後は石
巻部門の営業を強化し、ネット部門縮小と廃止等の検討をアドバイスした。また石巻部門は、販売戦略として安易な
値引販売の中止徹底と、チラシ配布をアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiiiAAB

支援

企
業

■氏名：田牧 大祐
■保有資格：公認会計士 / 税理士
■専門分野：事業再生及び再チャレ
ンジ / 事業承継 / 創業 / 海外
展開 / 経営革新 / 資金繰り /
農商工等連携

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：社長様の「参謀」を目指
しています。

アドバイスを受け、業績改善のために部門別に事業損益を
管理する重要性や、商品1点ごとの価格の重要性がよくわか
りました。以前と比べ、粗利へのこだわりをもって販売する意
識がとても高まりました。何度も親身に相談に乗っていただき、
大変たすかりました。また会社の方向性も見えてきたので、
引き続きがんばりたいと思います。

石巻部門の粗利益は、主力商品強化での売上増加と、値引販売中止を徹底したことで、上半期の粗利が296千円
→1,464千円となった。安易な値引に応じないことの効果が出ている。
また、石巻の営業に注力するため、石巻の社員を一名増員し、継続販売先への営業や被災者住宅へのチラシの
配布等、今まで実施していなかった取組みを実施した。

家具販売の収益改善による事業再生支援
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魅力ある物件情報を掲載した不動産HPの作成支援山形県

支援体制

髙橋 剛 氏

山形大学学金連携プラットフォーム

山形大学工学部米沢街中サテライト

専
門
家

有限会社エムジー不動産

■業 種 ：不動産業、物品賃貸業
■従業員： 2人
■資本金： 500万円
■創業： 平成10年
■住所：山形県米沢市本町2-7-13
■企業概要：不動産取引業

■支援の経緯
本企業は平成10年から主に不動産業を営んでいる企業だが、昨今のITの広がりについていけず、ITをうまく活用し
た他社にお客が流れたため、お店を訪れる顧客が減り、売上が落ち込んでいた。そこで、HPを使って顧客獲得をした
いと考えていたが、現在あるHPはアクセス数が殆どなく、HPからの誘因客はほとんど無い状況であった。そのため、
新たに顧客獲得に繋がるHPを作成するにはどうしたら良いかと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
HPを確認すると、形式的な企業概要が掲載されている程度で、物件情報や企業の特徴が見えない状況であった。
そのため魅力のある賃貸物件や土地売却などの情報発信ができるHPに改修する支援が必要であると判断した。そこ
で、不動産のHP作成やIT活用の支援について実績のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
HPのアクセス数を増やすために、まずは物件情報を掲載することが必要であった。そのために、物件を一元管理で
きる、コンテンツマネージメントシステムと呼ばれる更新しやすいシステムの導入をアドバイスした。また、多くの作業
がアナログ業務であったため、①物件ごとの画像をフォルダーで管理すること②間取り図作成ソフトから間取り図画像
を生成する方法③物件情報一覧画面への外観写真掲載方法④物件詳細画面の間取り図、室内写真掲載方法⑤物
件情報・地図の設定方法等の業務を、ＰＣでHPに掲載できるよう業務手順をアドバイスした。また、アクセスしたユー
ザーから親近感や安心感をもって問い合わせをしてもらうため、トップ画面に代表取締役の笑顔の写真を掲載するこ
とをアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxih2AAB

支援

企
業

■氏名：髙橋 剛

■保有資格：情報処理技術者

■専門分野：ＩＴを活用した経営力強
化／広報戦略／販路開拓・販促支援

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：ＩＴを活用して有効な情
報発信のお手伝いをいたします！

当社の課題であったHPの充実を図る事が出来て、具体的
にHPからの問い合わせがあり成約まで整ったことが非常に
ありがたかった。
専門家の髙橋先生の対応も非常に分かり易く理解する事
が容易だった事や山形大学工学部米沢街中サテライトに相
談に行き、適切なアドバイスを頂き、専門家の先生と同行訪
問を受けるなどで、安心して改善に向け指導してもらう事が
出来た。

HPで物件検索をするユーザーからのアクセス数が0から週
平均20件程度に増加した。また、閲覧しての問い合わせ数が
7～10月で16件あり、その中の成約件数は4件あった。更なる
物件の充実策として、成約件数を上げるために近隣大学の

新入生を対象にした物件の掲載を予定している。
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ベーグル専門店の販売戦略を構築するためのHP作成支援福島県

支援体制

山口 康雄 氏

しんくみ会津地域プラットフォーム

会津商工信用組合

専
門
家

會ベーグル（アイベーグル）

■業 種 ：宿泊、飲食サービス業
■従業員：3人
■資本金： - 万円
■創業：平成27年9月3日
■住所：福島県会津若松市大町一丁目8番13号
■企業概要：ベーグルの製造、販売

■支援の経緯
本企業は創業の準備段階において、商品であるベーグルについて、ITを使って積極的に情報発信して告知活動をし
ていきたいと考えていた。しかし、ITを活用した情報発信において専門的な知識が不足しており、どのように行えばいい
のかわからないでいた。そこで、以前参加した「あいづしんくみ創業塾」をきっかけに当機関と付き合いがあったため、
今回の相談についても当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングをしていくと、福島県では初となるベーグル専門店であることが判明した。そこでまずはベーグルの食文化
をよく知ってもらう必要があると考えた。そして、お客様にベーグルとはどのような食べ物なのか、どのようなお店なのか
等を広く知っていただくために、HPの制作とHPを活用した販売戦略の構築及びターゲット層に対応した販売戦略に関
する支援を行う必要があると判断した。以上の判断から、HPの制作や、インターネットツール活用による販売力の強化
を図るため、ITを活用した経営力強化を専門分野とする本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
現状分析をした上で、販売戦略の立案、HP制作、ソーシャルツールによる販売促進の整理等のアドバイスを行った。
具体的には、学生層には、朝の通学時の購入を狙って、朝7時30分からオープンにし、当初販売とイートインのみを考
えていたため、女性客向けにカフェもする販売戦略案のアドバイス、WEBの掲載内容と目的の整理、クラウドサービス
「Jimdo」によるWEB制作に関するアドバイスを行った。またFacebook、Twitter、YOUTUBE、ピンタレスト等の機能と特徴
を整理し、地図情報検索のGoogleプレイスへの登録についても助言した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiqrAAB

支援

企
業

■氏名：山口 康雄
■保有資格：経営士、ITコーディネー
ター
■専門分野：経営革新/販路拡大・販
促支援/ＩＴを活用した経営力強化
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：WEB活用型経営革新で
は実績豊富。ＩＴに強い経営コンサル
タント！

今回の創業に際しては、会津商工信用組合の「各種補助金
活用相談会」「あいづしんくみ創業塾」及び「専門家派遣事
業」の支援メニューを通して、事業計画の策定及び創業補助
金申請のアドバイスから専門家派遣による経営課題の解決
に至るまでワンストップでサポートを頂き、9月3日にオープン
することが出来ました。
今後も事業を行っていくうえで経営課題に直面した時は、会
津商工信用組合に相談して課題解決を図り、常にお客様に
最高の商品を提供して喜んで頂けるお店づくりを目指して参
ります。

HPとFacebookの開設を行った結果、オープン以降、連日閉店前に完売になっており、販促効果が期待以上にあっ
た。また、その評判からイベント出店4件、テレビ出演1件、メディア取材2件の依頼があった。その他にも、Facebook
開設初日で200件を超える「いいね」をいただき、その数は現在はでは578件となっている。アクセス数も順調に伸び
ており、新商品を発売すると多くのお客様が来店する状況となっている。
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梅を使った名産品のラベルデザイン及び販売促進の支援茨城県

支援体制

宮部 浩司 氏
専
門
家

月岡農園

■業 種 ：農業、林業
■従業員：3人
■資本金： -万円
■創業：1685年
■住所：茨城県石岡市月岡851
■企業概要：梅をはじめとした果実・野菜の

生産・販売

■支援の経緯
本企業は、石岡市が主催する6次産業研究会に所属しており、研究成果として完熟梅を活用した梅シロップ及び梅の
実ジャムの開発を行った。しかし、開発した商品を上手くアピールする為のラベルデザインや販路促進について悩んで
いた。そこで開発商品のラベルデザイン及び販路促進のためのアドバイスについて、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングを実施した結果、石岡市八郷は有機野菜のブランドイメージが強いことに加え、茨城県は梅の名産地であ
ることから、それらブランドイメージが伝わるようなラベルデザイン及び販路促進の設定が最適であると判断した。今回
の商品は、生産者・後継者の地元への愛着と長年の梅への想いが詰まった商品であり，そのような想いを汲み取り、
商品デザインにすることが重要であると判断した。そのため、数々の商品デザインを手がけてきた実績と豊富な経験の
ある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、月岡農園の背景をヒアリングし、梅シロップ及び梅の実ジャムのラベルデザインについて、梅の実を前面に出す
といった内容にして、イメージしたデザインを共有した。次に、共有したデザインイメージでの商品ラベル作成についてア
ドバイスし，梅の実シロップについては青梅の商品と完熟梅の商品の2種類に分けて販売していくという商品モデルに
ついてもアドバイスし制作してもらった。また、今後の商品ブランディングの方向性についても事業者と一緒に検討し
て、背景には地元の森林を写し、石岡市八郷のやわらかく懐かしい自然をイメージできるものでいくことにした。最後に
出来上がった商品を用いてパンフレットおよびポスターなどの撮影についてもアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000dtceAAAQ

支援

企
業

■氏名：宮部 浩司
■保有資格：教員免許
■専門分野：販路拡大・販促支援
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：あなたの強みを見える
化します！！

自分が商品イメージに抱いていた漠然とした想いを，的確
な提案と綿密なやりとりにより，見事にイメージどおりに制作
いただけてうれしく思っています。
茨城県の地域資源の「梅」を広く周知して，地域活性化に貢
献していきたいと考えています。

商品の梅シロップ及び梅の実ジャムラベルデザインリニューアルと梅の実
ジャムや2種類の梅の実シロップの商品が完成した。また、販売促進ツール
として、ブランドイメージを訴求するタグデザインが出来上がった。パンフ
レットやポスターについてもナチュラルなイメージ撮影が実現し、さらに商品
の使用シーンを連想させるイメージ写真、説明写真を加えた制作ができた。
その結果、地域観光資源の筑波山の売店のお土産として販売を開始した。

いばらき中小企業サポートネットワーク

公益財団法人茨城県中小企業振興公社

地
域

Ｐ
Ｆ

構
成

機
関
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エスニック料理教室におけるアピール方法と集客の支援

支援体制

山内 昭廣 氏

いばらき中小企業サポートネットワーク

公益財団法人茨城県中小企業振興公社

専
門
家

海鷹庵

■業種：生活関連サービス業、娯楽業
■従業員：1人
■資本金： - 万円
■創業：平成27年4月
■住所：茨城県つくば市島名4488
■企業概要：韓国料理をはじめとしたエスニック

料理教室の運営

■支援の経緯
本企業の代表は、昨年4月に自宅で行う少人数制のエスニック料理教室をオープンさせたが、周知の方法がわからず、
集客に苦戦していた。もともと代表は当機関の職員と茨城県の主催する創業スクールを通して面識があったこともあり、
集客方法について困っているとの相談が当機関にあった。
■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業では、1回のレッスンを3～4人と少人数で行うことで講師（代表）と生徒がコミュニケーションを図れる空間を提
供し、生徒の要望に柔軟に対応していた。また、代表が中国遼寧省の韓国系家庭の出身であるため、中国と韓国の文
化などにも精通しており、レッスンでは調理方法や、食べ方、中国や韓国の食材や文化についても学ぶことができた。
以上により、他の料理教室との差別化ポイントが明確になっており、当教室の商品サービス力は高いものと評価できた。
しかし、それらの強みを集客に上手く繋げることができておらず、今後、生徒数を増やすためには、教室の周知が必要
不可欠であると判断したため、支援課題を販路拡大・販促支援に設定した。そこで、営業方法やマーケティング方法だ
けではなく、経営理念や事業コンセプトなど、経営の根幹に関わる部分についての重要性を理解させ、さらに効果的に
周知活動を支援できるよう、地域における人脈の広さも考慮し、当該専門家を派遣することで支援を行うこととした。
■専門家による具体的な支援内容
先ずは、経営理念、差別化ポイント等を把握した結果、韓国語・中国語を学べる料理教室、コミュニケーションに重点
を置いた少人数制できめ細やかな料理情報の提供、1回で学べる圧倒的な料理数等を差別化要因に出来ることが判
明した。次に周知活動の支援として、それらを全面的にアピールしたチラシの作成及び配布を行うようアドバイスし、チ
ラシの配布方法は新聞折込とし、教室を中心に数千枚配布した。また、今までは名字の表札のみで分かりにくいため、
看板の設置も提案した。看板に掲載する内容は、チラシ同様当教室の強みをアピールするものになるようアドバイスし
た。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000TGEONAA5

支援

企
業

■氏名：山内 昭廣
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：販路拡大・販促支援
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：経営者の想いを形にす
る現代版黒田官兵衛を目指す。

まずは経営理念や起業への想いを明確化してもらったこと
で、教室のコンセプトのコアとなる部分がはっきりし、当教室
の差別化ポイントはどこで、何をアピールすべきかがわかり
ました。これをもとに、自分の思いを的確に表現したチラシと
看板を作ることができ、集客に繋げることができました。ま
た、つくば市国際交流協会をご紹介頂いたことで、新たな顧
客開拓もでき、大変うれしく思っています。

チラシ配布を行うことで教室の特徴を上手く伝えられたことと、看板の設置に
よって料理教室の存在が周知できたことの効果により、開業当初4～5人しかい
なかった生徒数が、50人余りに増えた。

茨城県
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印刷会社の5Ｓを活用した経営力向上のための継続的支援栃木県

支援体制

福田 隆 氏

とちぎ産業振興ネットワーク

栃木県商工会連合会

専
門
家

有限会社赤札堂印刷所

■業 種 ：製造業
■従業員：12人
■資本金：1,800万円
■創業：大正13年
■住所：栃木県さくら市草川3-68
■企業概要：印刷物全般の受注・製造 チラシ、

封筒、パンフレット、デザイン等

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxic7AAB

支援

企
業

■氏名：福田 隆
■保有資格：品質管理推進責任者
■専門分野：ものづくり
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：5Ｓ（整理・清掃・整頓・
清潔・しつけ）は、 すべての基本 支
援企業は50社以上！！
豊富な経験で貴社の5Ｓをお手伝い
します。

当社では、5Ｓを実践する中で、社内の作業スペースが確保
され、製品ごとの最適な工程の流れを組むことが可能になっ
た。また、材料や工具類についても、必要なものを必要なだ
け必要な時に取り出せるよう従業員自身が考え工夫する気
運が生まれてきている。一定期間ごとに指導を受けることで５
Ｓについてのノウハウや他社の取り組みを学べるだけでな
く、モチベーションの維持に役立った。本年度も増収増益を継

続し、5Ｓが生産性アップに大いに寄与していると思う。

5Sの徹底を継続してきたことで、事務所、製作現場、製造現場のそれぞれの場所
で整理整頓が進み、必要な作業スペースが確保された。その結果作業効率が上が
るとともに、社員間でこれまで議論されてこなかった進捗管理についても、議論がさ
れるようになり、結果として経営方針に掲げた短納期につながっている。

■支援の経緯
本企業は、デザイン・企画や校正など印刷物を作る前後のキメ細かなサービスの提供で顧客満足、総合的なお役立
ちを重視し、お客様の要望に応える姿勢を大切にしていた。今後はより多品種・少量・短納期高品質の要望に応えるこ
とができるようなオーダーメイド印刷の面を充実させたいと考え、今後の経営方針にしていた。しかし、上記の経営方針
を実現するためには、どのような取組が必要であるか分からず悩んでいた。そのため、近隣支援拠点である当機関に
相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングを行うと、本企業は従業員が管理する「工程」と「もの」が多く、作業工程やものの煩雑さで作業効率に支障
をきたしている状況であることがわかった。そのため、作業工程の社内プロセスを整理・強化することが、作業効率の向
上につながり、多品種・短納期といった経営方針に基づく経営を実現するために必要であると判断した。そこで、作業効
率向上につながる５Ｓ指導で豊富な経験と実績のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まずは現場確認を行い、事務所、製作現場、製造現場に分けて改善事項の特定と今後の進め方をアドバイスした。
事務所は受付右側に大きな書棚（裏側）があり視界を塞いでいる為、書棚の裏側に掲示板を設置する事で掲示するス
ペースを確保するようアドバイスした。制作現場は掃除をしながら、不要なモノ、必要なモノを仕分けて、それぞれの置
き場を決めることをアドバイスした。製造現場は壁の掃除・コード束ね・置き場表示・交換部品用架台作成などを指導
し、交換部品置き場の設置、ハンドリフト購入、通路確保（田の字ライン）等をアドバイスした。

支援概要
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こんにゃくを使った新商品開発の事業計画策定を支援群馬県

支援体制

小野寺 正博 氏
専
門
家

■支援の経緯
群馬県は、こんにゃく生産量日本一であるが、こんにゃくの消費は減少傾向にあった。そのような状況で本企業は、こ
んにゃくを生かし、切り口の違う商品づくりをしていきたいとの思いがあった。しかし、どのような新商品を開発するか、
その新商品の製造体制や販路確保はどうするか等の事業計画を立てることについて知識・経験が不足していた。そこ
で、こんにゃくの新商品開発に関する事業計画作成についての相談が当拠点にあった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングした結果、新商品の必要性、ターゲットの設定、想定する販路、製造体制、導入する設備等について整理を
行い、新商品開発におけるタイムスケジュールを明確にした。また、群馬県の地域産業資源に認定されている「こん
にゃく」を活用した商品開発・販路開拓であるため、国の施策である地域産業支援活用事業計画の認定も視野に入れ
ることにした。その上で、地域産業資源を活用した事業計画策定に経験豊富な本専門家に依頼し、上記整理事項に対
する検証を行って、事業計画を策定することとなった。

■専門家による具体的な支援内容
まず、商品開発を予定している「柔らかこんにゃく」について、ネーミング、ターゲット、価格設定などのマーケティング
項目を検討し、事業計画の方向性についてアドバイスした。具体的には、ネーミングは、より柔らかいイメージの「口ど
けこんにゃく」とし、ターゲットとしている高齢者層にも安心して食べて貰える効果を狙った。価格設定についても従来の
こんにゃく製品と同等レベルの価格帯に抑え、主婦層にも手にとって貰いやすいものとした。次に想定される連携事業
者候補の抽出を行い、商品バリエーションの可能性についても検討させた。そして、開発コストや製造コストを視野に入
れ、想定される販路をベースに５年間の売り上げ計画を策定し、直近決算書を基準に収支計画を策定して目標設定を
行うようアドバイスした。最後に、事業計画の全体的な整合性を確認し、事業計画を策定するようアドバイスした。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

群馬県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj4QAAR

■氏名：小野寺 正博
■保有資格：経営コンサルタント
■専門分野：地域資源活用
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：夢をかたちに・・・中小
企業様の“こんなことをやりたい”を具
現化します！

社内で事業計画を策定しているだけでは気づくことができな
い視点でのアドバイスにより、実行可能な事業計画を策定で
きたと感じている。特に、ターゲット顧客に響くネーミングとし
て「口どけこんにゃく」という開発商品をイメージしやすい名前
を考えていただいたことや、新たな販路へのアプローチ方法
を提案いただいたことが大きい。また、群馬県の地域資源で
ある「こんにゃく」の普及効果を高めるために、国の施策であ
る地域産業資源活用事業に採択いただいたことは有益で、
資金調達面でも余裕ができたことが力強い。

新商品開発についてマーケティング視点からのネーミング、ターゲット層、
価格帯等について深堀したものができた。また、5年先を見据えた売上げ
や収益も計画することができ、本格的な事業化に向けた地域支援活用事
業の事業計画書が完成した。

茂木食品工業株式会社

■業 種 ：製造業
■従業員：20人
■資本金：1,200万円
■創業：昭和35年9月
■住所：群馬県甘楽郡下仁田町東野牧229-1
■企業概要：こんにゃく製造卸販売、ギフトセット

観光地みやげ品、業務用食材品等

企
業
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成果

事業者の声専門家プロフィール

■氏名：沼澤 啓吾
■保有資格：
マーケティングコンサルタント
■専門分野：
販路拡大・販促支援
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
中小企業・商店の売上増、顧客増を
実現する実践型のマーケティング
支援を行います。

地域での認知度等の問題点から始まり、商品の内容
に至るまでの具体的なアドバイスが受けられ、非常に
有効な機会でありました。

群馬県

支援体制

沼澤 啓吾 氏

シルクカントリープラットフォーム

しののめ信用金庫

専
門
家

■支援の経緯
平成26年10月オープンの起業間もない洋生菓子、焼き菓子の製造販売店である。オープン当初から誕生日などイベ
ント等の要因により売上げの増減が大きく、集客も安定していない状況であった。そのため、今後の安定した売上げ及
び集客の確保と更なる新規顧客獲得のためには何かしらの手を打つ必要があった。そこで、販売促進方法について、
近隣支援機関である当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は、誕生日ケーキ需要が主力で来客層は30～40代のファミリー層が主体である。誕生日ケーキは主力として
の売上げが見込めるものの、月によって変動があり、それ以外の商品については、売上げが足りず売れ残りの廃棄ロ
スが生じてしまうという課題が生じていることから、今後の販促方法等について再検討する必要性があった。
そこで、マーケティングコンサルタントの資格を有し、多くの経営コンサルティング経験が有ることから、最適な販促方
法の支援を実施できると判断し本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、本企業に対して現状確認をヒアリングした結果、資金的な問題から大々的な広告を打てない状況であったた
め、経費をかけない広告宣伝方法についてアドバイスを行った。具体的な支援としては、割引を中心とした折込チラシ
を配布するのではなく、来店客にポイントカードを発行し、ポイントカード作成客の情報を整理活用した誕生日DM発送
やセールス品、新商品の案内等の発送をしていくことをアドバイスした。
また、実施している「親子お菓子づくり教室」が売上げに直接貢献していないことから、方向性の見直し（ターゲットを
主婦や女性向けのお菓子作りに変更）を実施する方向で計画を立てた。加えて、SNSから顧客の生の声を拾い、その
声を反映した新商品についても開発していくことにした。

支援概要

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

洋生菓子等の製造販売店における販売促進方法を支援

専門家のアドバイスにより、ポイントカードを発行するようになっ
た。また、クリスマス対策として来店顧客にチラシの手渡しを行うと
ともに、手作り看板についても設置を予定した。さらに、顧客意見を
反映した新商品である「栗のオリジナルケーキ」や「かき氷」を作成
し、これら新商品についても、今後案内を発送する予定である。

Patisserie Cochonnet

■業 種 ：卸売業・小売業
■従業員：8人
■資本金：250万円
■創業：平成26年10月1日
■住所：群馬県前橋市東片貝町417-1
■企業概要：洋菓子、焼き菓子の製造販売

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxioeAAB

企
業
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航空機産業分野の品質規格保証認証・取得に向けた支援群馬県

支援体制

平岡 康一 氏
専
門
家

株式会社工裕精工

■業種：製造業
■従業員：50人
■資本金：1,000万円
■創業：平成6年9月
■住所：群馬県高崎市白岩町425-2
■企業概要：金属部品精密加工

■支援の経緯
本企業は、航空機部品、精密機械部品、医療体育器械部品、ベアリング部品等の金属部品の精密加工を得意として
いる。2006年から脱自動車産業を掲げ、現在は航空機分野が取引先の50％を占めている。 今後航空機分野の業務拡
大に伴い、取引先から航空機分野の品質保証規格「JＩＳ Q 9100」の取得要求を受けることが予想されることから、その
取得準備について当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は、品質保証の取り組みで10年前にISO9001/2008を取得・更新して運用している。まず、現場にてヒアリング
を実施し、企業診断を行った結果、JISQ9100認証取得により自社の強みをさらに強固にし、一歩先を見据えた経営が
目指せると考えられた。そこで、品質規格保証認証取得までのタイムスケジュールを明確にすることを第一課題とし、そ
のための社内体制等について確認をおこない、航空機産業分野で経験豊富な本専門家を選定し、解決にあたった。ま
た支援後、関係機関主催の航空機産業参入セミナーに参加してもらうなど、フォローを行った。

■専門家による具体的な支援内容
1回目の支援では、航空機産業参入についてのトレンド情報、JISQ9100認証取得にむけての資料を提供し、それぞれ
のテーマについて概説してJISQ9100取得の方向性を固めた。2回目、3回目では、既に保有されているISO9000品質マ
ネジメントマニュアルにJIS Q 9100が要求する項目を追加した改訂原案をもとに、規格の要求をどのように満足させる
かを明確にするようアドバイスした。また、認証機関の候補選定、認証までのスケジュールを作成し、最後に、ＪＩＳＱ９１
００認証取得の全体の整合性を確認して支援を完了した。

支援概要

成果

事業者の声専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SOpvPAAT

支援

企
業

■氏名：平岡 康一
■保有資格：技術士
■専門分野：ものづくり
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：ロジックを重視する航空
宇宙技術を応用して技術課題を解決
します。

正直なところ、こんなに効果的な行政のサービスがあったと
いうことに驚くとともに本当に感謝しております。この専門家派
遣と云うアクションが優れていることに加え担当窓口の方々の
細やかなサービスと指導にあたられた平岡康一先生の熱心な
指導にも恵まれたこと、それらすべてが弊社にとっての幸運
だったと感じています。3回の専門家派遣が終了した後も平岡
先生とはメールのやり取りをさせて頂き、大手航空機メーカー
様へ向けた営業活動のアドバイス等を頂いたりしております。
この場を借りて今回、お世話頂きました平岡先生、瀬古様、芦
田様に厚く御礼申し上げます。

航空機産業の品質保証規格「JIS Q 9100」認証取得に関するマニュアルの整備、
社内体制の確立、認証までのスケジュールが立てられた。支援終了後に、認証機関
との契約、内部監査、マネジメントレビューを行い、5月の本審査に向けて順調に進ん
でいる。また、専門家を通じて新たな取引先開拓として航空機産業大手企業への営
業活動を開始した。

群馬県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点
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麦味噌を使用した新商品開発と魅力的なＰＲ支援埼玉県

支援体制

大坪晏子 氏

彩の国中小企業応援ネットワーク会議

公益財団法人埼玉県産業振興公社

専
門
家

株式会社アライ

■業 種 ：卸売業、小売業
■従業員：26人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和28年
■住所：埼玉県川口市本町4-1-8
■企業概要：業務用酒類食材卸・小売

■支援の経緯
本企業は、昭和28年埼玉県川口市で創業し埼玉県南部を基盤として業務用酒類と食材の卸部門、店頭販売部門を
もつ会社である。江戸時代後期より、麦味噌づくりが盛んであった川口市で、衰退してしまった麦味噌を復活するため
に「こだわりの麦味噌」の商品開発していたが、売上げが伸びずに苦戦していた。その様な状況の折、地域PFの代表
機関である当機関の主催する埼玉食品ブランドの創出を目指す県内中小食品製造・販売業を対象とした「フード・ビジ
ネス研究会」に出席したことから、「こだわりの麦味噌」を使った新たな商品開発について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングを行うと、本企業は元々オリジナリティあふれる新商品開発が必要であると感じていたが、10月に開催され
る川口市産品フェアでの麦味噌PRコーナーへの出展を川口市から依頼されており、出展に向けて麦味噌の素材を活
かした新商品開発に迫られている状況でもあった。そのため、レシピ開発を得意とし、当社の麦味噌をよく知っている本
専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まずは川口市産品フェアへの出展に向けて「こだわりの川口麦味噌」を活用した魅力的な商品づくりから支援を開始
した。具体的には、商品開発手順書を作成し、女性・子供向けに、「川口麦味噌」を使用した洋・和菓子、ケーキ等の新
商品を開発するようアドバイスした。そして複数出た新商品アイデアの中からターゲットである女性・子供から支持され
る商品の絞込みを行い共有した。また原材料表示についても「埼玉県産小麦粉を使用、添加物、保存料なし」の表記を
加え、地元ならではの新商品であることをアピールするようアドバイスした。最後に、展示会出展に向けたスケジューリ
ングの策定方法についてもアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000cxq9NAAQ

支援

企
業

■氏名：大坪 晏子
■保有資格：フードコーディネーター
■専門分野：農商工等連携
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：素材を活かした商品開
発の講演会、衛生管理「HACCP導入
支援」など食品企業へのコンサルティ
ングや、地域食材を活かした商品の
企画開発、加工、販売の指導を行い
ます。

手塩にかけて復活した「こだわりの麦味噌」のスイー
ツ商品が短期間で達成できたのは、大坪先生と事務局
の埼玉県産業振興公社の支援によるものです。今後
は、スイーツと麦味噌の2本柱でPRしていきたい。今回
商品開発のノウハウが蓄積されたので、さらに魅力あ
る商品開発をしていきたい。

オリジナル商品「川口麦味噌」を使用したフィナンシェとスティックパイの商品
化に成功し、複数の地元川口市内の業者との麦味噌を使った商品コラボもで
き、川口市で開催される「川口市産品フェア２０１５」に出展することになった。
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「地下のワイン食堂」の店舗改装を伴う経営改善の支援千葉県

支援体制

河野 祐治 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は、千葉市（稲毛駅周辺、稲毛海岸駅周辺、西千葉駅周辺）で女性客をターゲットにして和・洋の飲食店を３店
舗経営している。近年、客数減少により売上げ及び収益が低下している状況であった。経営者の知識・経験だけでは現
状を打開するために、どの様に改善を進めて良いか分からなかったことから経営改善について近隣支援機関である当
機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングを開始すると、特に稲毛店においてはお客のリピート率の低下が著しく、売上低下の挽回が急がれる状態
であることがわかった。支援回数に限りがあることから、まずは稲毛店において支援を行うこととしたが、稲毛地区とい
う限られた商圏の中では新規顧客の獲得よりも、お客リピート率向上による売上拡大が効果的と判断し、飲食店を中心
に年間100件以上のコンサルティングと新店プロデュースを行っている本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まずは自店オリジナルメニューの品揃えと価格を設定し、人気商品の原価は気にせずトータルで原価をコントロール
するようアドバイスした。また、店名を「ビストロ酒場」から「地下のワイン食堂」に改名することで、おいしいワインと食事
を気軽に楽しんでもらえる店へとイメージチェンジするよう助言した。更に、自店の強みやお客様への提供価値を鮮明
にアピールし、頁全体をオール380円・480円の頁として見やすくするといったメニューブック改善のアドバイスを行った。
また、「入りたくなるような入口」の実現として、ターゲットの女性客に不安感・躊躇感を与えないように、明るさ、清潔さを
アピールし、「ワインが売りの店」が一目でわかるような看板を取付け、ワイン空ボトルを飾るといった演出のアドバイス
をした。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

千葉県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxio1AAB

■氏名：河野 祐治
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営革新
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：飲食店を中心に年間
100件以上のコンサルティングを行っ
ている飲食プロデューサー。現場経
験が豊富で現場をよく知っており、机
上の理論ではない、実践的なコンサ
ルティングには定評があります。

飲食店の豊富な指導経験に基づいた的確な指導・情
報の提供をして頂き、店舗やメニュ、運営がリニューア
ルされた。今後、成果を上げて、店をよみがえらせたい。

5～6月に、改善実行、改善状況の専門家による確認と軌道修正
を行った結果、7月単月の売上額及び来客数は、対前年比で両方
とも5％増になった。そのため、今後は他店舗でも同様の経営改善
策を行う予定としている。

有限会社ＪＡＭ’ｓ

■業 種 ：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：30人
■資本金：300万円
■創業：2002年4月
■住所：千葉市稲毛区稲毛東5-7-8
■企業概要：和・洋の飲食店

企
業
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介護事業者の成長戦略支援と内部管理体制の強化支援東京都

支援体制

飯沼 健朗 氏

多摩産業支援コンソーシアム

多摩信用金庫

専
門
家

株式会社かけはし

■業 種 ：医療、福祉
■従業員：40人
■資本金：100万円
■創業：平成21年2月23日
■住所：東京都日野市高幡1023-4
■企業概要：通所介護、訪問介護、居宅介護等

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj8NAAR

支援

プロフィール写真
添付

企
業

■氏名：飯沼 健朗
■保有資格：税理士
■専門分野：経営革新
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：サービス業、卸・小売
業、製造業等多くの業界でのコンサ
ルタント経験があり、事業再生や資金
繰り、ITを活用した経営力強化おいて
力になります。

最初は、机上での計画が、うまく実行できるとは思わなかっ
たが、課題を明確にし、具体的なアクションプランに基づいた
優先順位を付けた取組を行うことで、現実的な行動に結び付
けることができた。
その結果、資金繰りの迅速な把握が可能になり、人的資源
の効果的な配賦と相まって、売上の増加、販売管理費の削
減が実現できるようになった。今回の取組は、私一人ではで
きなかったと感じているし、経営姿勢に対するヒントを得た。
経営に関して専門家の支援を受けて良かった。

専門家の支援内容に基づき、事業計画をさらにブラッシュアップし、
実現可能な事業計画書を完成することができた。その後も財務面に
おいて外部の会計システムを導入したことによって、毎月会計システ
ムに事業者自身で入力し資金繰りをタイムリーに把握できるように
なった。現在は、翌月15日までに試算表を作成できるように取り組ん
でいる。

■支援の経緯
本企業は、業歴6年、介護事業（通所・訪問・居宅）を営んでいる。平成23年に現代表者が就任後、積極的に新規事業
所の開設、顧客増加に取り組んだ結果、売上は毎年増収し、著しく事業規模が成長している。一方で、人件費など販売
管理費も増加しており、営業利益率（収益力）は、低下している状況であった。さらに今後、介護報酬の引き下げによる
影響が懸念されるため、今後の事業展開について取引先である当機関に相談があった。
■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
代表者の経営スタンスは、創業時の頃から変わらず、現場主義で個々の利用者へのサービス提供に従事しているこ
とが多かった。結果、通所事業・訪問事業・居宅事業と事業が多角化、従業員が40人を超えているにもかかわらず、経
営陣のマンパワーに依存する部分が多く、従業員に任せる場面では、パフォーマンスの低下も懸念されていた。
そこで、更なる事業成長のためには、代表者の目指す姿を会社全体に浸透させ、会社一体となって事業に取り組むこと
が必要であると考えた。その課題を解決するためには、従業員に経営理念を浸透させ、取り組むべき課題を共有するこ
とが必要であり、その為の解決策としては、先ず取り組むべき課題を整理した事業計画書を作成することを提案した。
その上で、まずは事業者自身で事業計画書を作成するよう促したが、人材評価・育成に関する計画及び資金繰りを含
めた財務管理等、随所にブラッシュアップが必要な状況であった。そこで、介護事業に精通し、かつ事業計画策定支援
の経験が豊富な本専門家に依頼した。
■専門家による具体的な支援内容
会計処理は自社で行っているか？IT導入があるか？等、人材・業務・顧客・財務の4つの視点から40項目のヒアリング
を行い、優先課題として人材、財務を挙げた。その上で、人材面では、人事考課制度の確立と賞与への反映方法のス
キーム作りを支援し、介護保険の加算要因である「キャリア段位制度」の導入に関しても助言した。財務面では、これま
で税理士任せであったので、事業者自身で早期に試算表を作成し、資金繰りの把握、資金計画を立案できるよう、外部
の会計システムの活用・導入することを促した。また、今後3年間で行うべきアクションプランの立案を行った。
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地元工務店のHPを活用した受注増加、集客戦略の支援東京都

支援体制

村上桂子 氏

東京ビジネス応援ネット

巣鴨信用金庫

専
門
家

株式会社花岡工務店

■業 種 ：建設業
■従業員：1人
■資本金：300万円
■創業：平成25年10月1日
■住所：埼玉県新座市大和田1-9-30
■企業概要：新築・リフォーム・修繕

■支援の経緯
本企業は平成25年に創業した工務店であったが、創業当初から顧客獲得には余念なく活動している状況であった。
そのため、顧客獲得ツールとしてのHPを作成して新規顧客獲得と売上増加を目指していたが、効果が出ていない状況
であった。そこで効果的なHP作成について当機関新座支店へ相談があり、本部の専担部署であり中小企業のコンサ
ル機能である当機関本部への相談案件となった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当時のHPは、自宅兼事務所をログハウスで建築したことを前面に打ち出し、「ログハウスを建てよう！」ということをア
ピールしたもので、特色はあるもののニッチ過ぎるテーマによりアクセス数が伸びない状態であった。そのため、普段の
住宅を建てる仕事である地元に密着した工務店であることを知ってもらい、どんな小さな仕事の相談でも丁寧に対応す
ることをアピールして顧客数の増加に繋がる効果のあるHP作成していく事が必要であると判断した。そこで、多数のHP
作成支援経験のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、トップページを、「新築・リフォーム・修繕 お住まい何でも相談所」として、相談や問い合わせをしやすいHPとし、
お客様の声を載せること、また顔写真を出してインタビュー形式とすることで、他に仕事を頼んでいる人がいることやそ
れに対する口コミが分かるようにすることをアドバイスした。また、SEO対策（※）のため、「工務店」以外に場所を特定す
る「新座」「地域密着」、消費者の検索しそうな「雨漏り」「防音」「断熱」等のキーワードを設定し、施工事例をビフォーア
フター形式にして、写真や相談内容、工夫した点を掲載することで閲覧者にとって分かりやすいHPにすることをアドバイ
スした。 ※SEO対策：検索結果のページの上位に自らのWebサイトが表示されるように工夫すること。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000ajnEMAAY

支援

企
業

■氏名：村上 桂子
■保有資格：東京都専門家派遣事業
支援専門家
■専門分野：販路拡大・販促支援
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：デザインやインターネッ
トの力で、中小企業の販路開拓・集客
力のUPを応援します！

相談の結果、HPの役割としては、特殊な技術等を記載す
ることより、普段の仕事を知ってもらうことの重要性や、受注
に繋げるためには、まず「相談」を受ける件数を増やさなけれ
ばいけない事が分かりました。さっそくアドバイスをもとにホー
ムページをリニューアルしたところ、相談や問い合わせの連
絡が増えて受注に繋がるものもあり、徐々に成果が出てきて
おります。自社のことは、近すぎて長所や特長が見えていな
かったり、技術や対応に自信があってもその発信方法や営
業方法が苦手な面もありますので、今後とも巣鴨信用金庫に
相談して国の支援施策などを活用していきたいと思います。

電話での問い合わせや相談件数が増加した。また、小さな仕事
から受注を受けて、その対応や仕事振りで信頼を積み上げて将
来の受注につなげるというサイクルも想定できつつある。さらに、
「なんでも相談所」という肩書をつけたことで、顧客からのちょっと
した悩みの相談連絡も増加し、そこから新たな受注にも繋がった。
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知的財産を活用した新しいビジネスモデル構築等の支援

支援体制

横田 健一郎 氏

東京ビジネス応援ネット

としまビジネスサポートセンター

専
門
家

オーイソ株式会社

■業種：製造業
■従業員：2人
■資本金：50万円
■創業：平成20年4月1日
■住所：東京都豊島区東池袋2-4-8 
■企業概要：水に濡れても滑り難い製品や素材

の開発及び製造・販売

■支援の経緯
本企業は、特許を取得している特殊技術で「水に濡れても滑り難い」製品を企画・製造・販売しており、既に大手ス
ポーツメーカー等に商品を販売している企業であったが、この技術をもっと広くPRして販路拡大・売上げ増加を図ってい
きたいと考えていた。しかし、小規模で、かつ営業ノウハウも有していなかった為、何から手をつけていけば良いかも分
からない状態であった。そこで、当機関の代表機関である巣鴨信用金庫東池袋支店へ相談があり、以前から中小企業
のサポートで連携を図っていた当センターに営業担当者が同行する形で相談があった。
■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へのヒアリングにより、保有技術を活用した商材の効果や価値、現在の顧客ニーズの確認を行った結果、「水
に濡れても滑り難い」という特殊で汎用性もある素材等の開発技術を有しており、本技術のニーズも高い事が判明。し
かし、本企業は自社で工場を持たないファブレス企業であるため、利幅が薄いという課題や製品開発時の資金負担が
大きいという点、更に在庫リスク等の課題を有していることも判明した。そこで、特許を活用した利益の出る新しいビジ
ネスモデルを構築するため、上場企業で知的財産の管理・運営、法務関連の実務経験の豊富な本専門家を派遣し、課
題解決にあたった。
■専門家による具体的な支援内容
先ず、保有している特許技術の内容や現在展開しているビジネス内容の確認等、現状把握を行った。今後、特許を活
用した利益の出る新しいビジネスモデルを構築していくには、最終メーカーに対してではなく、下請けメーカーに対して
提案を行い、共同開発ではなく技術協力である点を早い段階で伝える事や、ロイヤリティの設定に関しても、提案企業
がどの分野でどの程度のビジネスを考えているか等を確認した上で具体的な交渉に入っていく事等をアドバイスした。
また、契約関係についても、既存の契約書の内容やメール等で行った交渉の内容を確認し、技術流出が発生しないよ
うに項目等を追加・変更したり、今後の販路拡大の妨げにならないように、技術の使用範囲をより限定的にする事など
のアドバイスをおこなった。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
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専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiY9AAJ

支援

企
業

■氏名：横田 健一郎
■保有資格：
■専門分野：知的資産経営
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：1部上場企業で27年間
培った国内外知的財産及び法務の豊
富な知識と実務経験を基に、より実践
的で実効性のある知的財産経営全般
のアドバイスができます。

自分たちでは気が付いていなかったビジネスの展開等をご
提案をいただき、さらにそれらを具現化していく上で、特許技
術の活用方法やロイヤリティの設定、契約書の内容精査まで
専門家の先生にアドバイスをいただく事ができ、短期間で新
しいビジネスモデルを構築することができました。身近な取引
金融機関に相談した事から、としまビジネスサポートセンター
や横田先生をご紹介いただくという良い連携と良い制度に本
当に感謝すると同時に、今後も国の施策等を活用してビジネ
スを成長させていきたいと思います。

今回の支援を受けて、「商品開発」ではなく「技術提供」という新しいビジネス
モデルが構築できたので、過去に製品製造を依頼した企業等に「技術使用」
の提案をする事ができるようになった。実際に1社から、特許技術を自社の技
術として使用したいとの申し出を受けており、ロイヤリティの設定に向けて商
談を進めている。また契約書の内容等を整理できた事で、大手スポーツメー
カーとの契約交渉も円滑に進み対象商品は全国で販売されるに至った。

東京都
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コスト意識や顧客への満足度向上に繋がる５Ｓ活動を支援神奈川県

支援体制

小守 孝 氏

かながわ中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人
神奈川産業振興センター

専
門
家

株式会社ワイ・ケー電子

■業 種 ：製造業
■従業員：26人
■資本金：3,000万円
■創業：1981年5月1日
■住所：神奈川県綾瀬市大上1-6-17
■企業概要：プリント配線基板の製造及び

CAD設計

■支援の経緯
本企業は、1981年に創業し神奈川県の企業を中心とした顧客に対し、プリント配線基板の製造及びCAD設計を行っ
ている企業である。近年は更なる発展のため、従業員に顧客獲得、売上向上、利益向上、コスト削減の意識を持たせ
る必要があると感じており、どのような教育をしていくか悩んでいた。そのため、上記課題について、近隣支援機関で
ある神奈川産業振興センターに相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
まず、本企業の社長へヒアリングを実施したところ、従業員のムダなコストや労力を省くことの改善意識が不足して
いた事が判明した。その為、日頃からの5S活動の徹底が必要である事を全従業員に理解させる必要があった。
また、5S活動の躾は顧客獲得をする上でも満足度の向上にも繋がる事についても理解させる必要があった。そこ
で、5S活動等について実績のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
支援内容としては、まず5Sについて基本時な事から説明を行い、実践活用できるものから随時行うようアドバイスし
た。具体的には、企業内の事務所、作業場、面談スペースといったあらゆる場所の整理整頓により、より快適に活動
できる空間作りの重要性を理解させ、その実施にあたらせた。
また、ムダの分析、コスト評価についても詳しく説明を行い、従業員全員のコスト意識の向上を図るようアドバイスを
行った。さらに、5Sによる意識向上は、顧客に対して要望される前に必要なサービスを行う等、細かな部分にまで行き
届いたサービスを提供することに繋がり、それがリピーター顧客の獲得又は口コミによる更なる新規顧客拡大の可能
性に繋がることを説明した。
*5S（整理、整頓、清潔、清掃、躾）

支援概要

成果

事業者の声
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成
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専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SlJF7AAN

支援

企
業

■氏名：小守 孝
■保有資格：ISO審査員
■専門分野：経営革新
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：「実践してみてから、考
えろ！ そうすれば、次に何をするの
か見えてくる」 先ずは、実行。

小守氏には、現場目線でアドバイスをしていただき、非常に
助かっております。また、ミラサポでの専門家派遣後も、神奈
川産業振興センターの専門家派遣制度である「経営アドバイ
ザー派遣事業」を活用して、引き続き小守氏にアドバイスを
受けています。厳しい指導ではありますが、社員のモチベー
ションもアップしており、今後も支援をお願いしたいと思ってお
ります。また、従来より取り組んでいるISO9001及び14001に

よる運用・活用も相まって、従業員が率先して業務改善を行
うことにより、利益率も大幅に伸ばしております。

今回の支援後、全従業員に対して5S活動についての教育が行き届き、企業内の事務所、作業空間などが整理整
頓され、従来以上に作業効率が上がった。また従業員のコスト意識・理解度が上昇した為、コピー代や電気料金等
の細かな部分での経費改善が現れ始めた。さらに従業員の顧客満足度に対する意識向上もみられ、素早く見積書
を作成して提案するなど、顧客の望むだろう事柄を言われる前に提供し、細かな部分までもサービスするという取組
が始まった。
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輸入代理店の創業に向けた資金調達に係る計画策定支援神奈川県

支援体制

生井 勲 氏
専
門
家

株式会社ミマツオイル
■業種：卸売業、小売業
■従業員： 1人
■資本金： 350万円
■創業： 2015年6月
■住所：横浜市保土ヶ谷区西谷町695-2

ユナイト西谷102
■企業概要：ガソリン・ディーゼル車用の燃料

添加剤の販売

■支援の経緯
本企業は、近年アメリカでガソリン・ディーゼル車用の燃料添加剤業界に新規参入したペトラ・オイル社の輸入代理店
として、平成27年6月に設立された。その創業の際に、創業補助金等の資金調達方法について当拠点に相談があっ
た。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は輸入代理店であるため、営業運転資金の回転期間が長くなりがちで、商品を売っても次に仕入れをするた
めの資金不足が懸念され、創業時点の財務体制では円滑な事業運営には程遠い状態であると考えられた。
そのため、経営者からの相談は資金調達方法としての創業補助金についての知識を得たいというものであったが、そ
もそも創業補助金をはじめとした補助金は仕入れを対象としておらず、期間や用途の制限も多いため、そのほかの
様々な手法も検討した上で、資金調達を進めていくことが不可欠だと判断した。
そこで、まずは資金調達に生かすための事業計画書を策定するため、事業計画の取りまとめに経験のある本専門家
を選定し、支援にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まず、本企業へのヒアリング等により分析を行った結果、本企業の課題が「輸入元企業が比較的新しい会社で、日本
での認知度・信頼度が低いということ」にあったことから、計画を策定するにおいて、本企業が日本の代理店第一号で
あることを生かしながら、製品の強みをアピールし、日本市場におけるブランドを確立するという戦略に仕立てた。
また、そのために必要となる営業ツールなどの制作経費を具体的にリストアップし、計画を整理して、事業計画に落と
し込むようアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000lXJXAAA4

支援

企
業

■氏名： 生井 勲

■保有資格：中小企業診断士

■専門分野：創業

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：企業の成長は人の成
長！ 貴社の成長フェーズにあわせた
経営支援を実行します！

初めにお会いしたときは、創業補助金の説明を聞くことだけ
を考えていました。ところが、専門家の先生からは、将来を見
据えた資金調達の方法や金融機関との折衝などについて具
体的なアドバイスを頂きました。そのため、１年ぐらい先までを
見通してプランを作り、そのおかげで仕入れや営業ツール制
作のための資金調達の準備をきちんと済ませることができま
した。これらの準備をしっかりおこなったおかげで、結果的に
は、売上アップのための日々の行動に専心することができた
と思っています。

本支援によって策定した事業計画書を活用して、地域金融機関などから売上拡大のための仕入資金等の借入を
することができた。また、ホームページやカタログなどの営業ツール制作のための資金も確保できた。
また、今回の支援で、目先のことだけではなく、将来問題になるであろうことを予め見据えて、資金調達のプランを
立案するという経営方針も習得できた。

神奈川県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点
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地域に密着したサイクルショップの広告宣伝を支援新潟県

支援体制

佐藤 麻記子 氏

新潟県中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人にいがた産業創造機構

専
門
家

やなぎやサイクル

■業 種 ：卸売業、小売業
■従業員：3人
■資本金： - 万円
■創業：昭和30年
■住所：新潟市西区寺尾上2-3-61
■企業概要：自転車の販売、修理 等

■支援の経緯
本企業は売上が年々減少傾向にあり、近年では近くにできた大型ショッピングモール内の新店の影響などから更に
低下し、この春の繁忙期にも期待どおりの売上にならなかった。そのような状況の中、保険を請け負っている保険会
社からの薦めを受けて、近隣支援機関である当機関に販売促進に関する相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は新しい看板やチラシなどを検討し、効果的な宣伝を出す事で状況の打開に繋げたいという考えがあったた
め、その方針で現状を分析していくと、地域住民に対する広告宣伝が不足していることが分かった。
そこで、特に個人商店の広報に関するアドバイスについて豊富な経験と実績のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
効果的な宣伝をするため、チラシのデザイン、キャッチコピーなどに関して、誰に何を伝えたいかに重点を置いてア
ドバイスを実施することとした。
具体的には、商品の自転車を見やすく掲載すること、店舗に関するキャッチコピーの変更、専門的な車種名よりも
ネームバリューのあるブランド名（企業名など）をわかりやすく掲載することなどをアドバイスした。
また、チラシを毎年作成しているが、実は店舗に看板が無く、チラシを見ても来店につながらない可能性があるた
め、見やすい所に看板を付けることを勧めた。看板デザイン＝店舗ロゴに関しては、お年寄りも子どももわかるように
「読みやすく、見やすく」を重視することをアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000gHuqRAAS

支援

企
業

■氏名：佐藤 麻記子
■保有資格：なし
■専門分野：販路拡大・販促支援
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：必要なときに必要な分
だけ、あなたのお店の広報部

以前よりも一歩も二歩も新しいことをチラシに入れる
ことができました。私たちのこと（店舗のこと）をもっと
知ってほしいと思うようになりました。お客様へ伝える
方法はたくさんあることに気づき、業界では当然のこと
でも一般の方に伝わっていないことがあるというのが
わかりました。

①重要な商品（自転車）を目立たせるために、白の背景で見
やすさを重視したカラーを使用し、親近感を持ってもらうために
経営者の似顔絵を掲載、また、差別化を図るために、当店なら
ではの技術（自転車安全整備士、自転車技士資格がある）等を
記載したチラシを作成した。②店舗建物に店名がわかるように
看板を取り付けた。以上、2点より来客数が増加した。

構
成

機
関
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金物屋の経営再建を経営改善計画策定により支援

支援体制

佐野 盛也 氏

新潟県央中小企業支援プラットフォーム

三条信用金庫

専
門
家

三條金物株式会社

■業種： 卸売業、小売業
■従業員： 11人
■資本金： 2500万円
■創業： 昭和2年12月4日
■住所： 三条市柳川新田901-3
■企業概要：利器工匠具・建築金物の卸売

■支援の経緯
本企業は、売上が減少し、経費削減も限界にきていたため、収益性の改善が図れず、借入過多・償還財源不足によ
り資金調達に支障をきたしていた。そこで、再建手法が分からず、現状打破ができずにいたため、当機関の取引先でも
あったことから、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
まず、本企業にヒアリング等を実施した結果、取引先・商品別ＡＢＣ分析等の基礎的なデータ把握が不十分であった。
そこで、財務状況立てなおしには経営改善計画の策定が必要であると判断し、改善計画の方向性について、データ分
析・事業再生の分野で実績のある本専門家に支援を依頼することとした。また、本企業は代表者が高齢となっており、
後継者である長男の経営への関与も低かったため、後継者である長男を交えて協議することとした。

■専門家による具体的な支援内容
現状分析を行うため、「取引先別売上」「取引先別粗利額」「取引先別粗利益率」「取引先別利益貢献」それぞれの
データについて5年間分の収集を行った。
これらを基に、売上を伸ばしている担当者・下げている担当者・利益率の高い担当者・低い担当者を把握し、各々が
稼ぎ出す収益と給与のバランスを考慮して、収益額が少ない営業マンの担当を合算し、余剰営業マンの削減をアドバ
イスした。また、利益貢献の高い取引を特定し、訪問に係る時間の配分を調整して、経営資源を集中させることとした。
今後も、売上向上・収益改善のためには、取引先及び取扱い商品を選択・集中した、経営資源の重点投入が必要で
あり、そのためにはデータを整備して活用し、経営資源の投入先を検討することが重要であるとアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

支援

企
業

■氏名：佐野 盛也

■保有資格：中小企業診断士

■専門分野：経営革新

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ： 経営者と従業員のﾍﾞｸﾄ
ﾙを合わせ、目標に向かってイキイキ
と働ける企業づくりを支援します

専門家と一緒に経営改善に取り組んだのは初めての試みで
あり、長男にも経営について考えさせたことは、いい取組みで
あったと思う。経理・営業・在庫等を、すべて社長が1人で管理し
ている状況であり、今回の派遣で学んだことをきめ細かく実践す
ることは、もう少し時間を要するものと思われる。しかし営業会
議等において、選択と集中のアンテナを高くし、経営管理を推し
進めていきたい。当事業を活用することにより、経費の負担を少
なくでき、専門家からのアドバイスを受けれる本支援は、非常に
いい取組みだと思う。

取引先の分析を行うことで、取引先別・当社の営業担当別の利益貢献度合いが明確になった。また現状分析によ
り、今後の方向性を検討し、改善計画を策定することができた。
また、後継者である長男を交えて、経営改善に取り組んだことで、後継者の意識が変わった。

新潟県

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj6dAAB 平成27年度専門家派遣事例24
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イベントブース活用を通じた製茶販売業者の商品差別化PR支援山梨県

支援体制

小澤 珠美 氏

山梨県商工会プラットフォーム

山梨県商工会連合会

専
門
家

株式会社 桑郷

■業 種 ：製造業
■従業員：18人
■資本金：200万円
■創業：平成20年2月7日
■住所：山梨県西八代郡市川三郷町山保6319
■企業概要：桑の葉茶・桑の実を活用した

商品の製造加工販売・桑の栽培

■支援の経緯
本企業は、かねてよりこの地で、桑の葉を活用した製茶の加工販売を開始するなど、遊休農地化している桑畑の活
用に取り組んできた。現在は、県の工作放棄地再生事業を受けるなど、40,000本を超える桑を栽培し、事業展開して
おり、各方面において、地域資源を活用した地域の高齢者の産業への参加をサポートする事例として紹介されてきた。
しかし、製茶販売業における競争が激化する中、持続した事業展開を図るには、安定した販路の確保等が必要と考
え、販路開拓について近隣支援拠点である市川三郷町商工会に相談があり、当機関とともに支援することとなった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業を分析した結果、現在の売上は、原料卸売り、商品卸売り、小売り(通信販売)の3本柱からなっているが、主
な部分を製薬会社などへの原料卸売に頼っているところであり、商品卸売り・小売りの割合は低いため、独自商品の
卸・小売りの比率を高めていくことが課題であった。また、地元商工会では販路拡大支援のため県内のスーパーへ交
渉し、店頭での試飲会の開催を計画したが、店頭販売のノウハウ不足や、商品を効果的にＰRする訴求力も脆弱で
あったため、マーケティング、ディスプレイデザイン、ＰＯＰ等の支援について多くの実績のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
県内スーパーでの初めての試飲会をより効果的に実施するため、試飲イベントブースの商品のPR方法について支
援した。具体的には、当地が養蚕用として全国に普及した「一瀬桑」の発祥の地であることを背景に、商品を「金のひ
と粒」 といったネーミングをするとともに、「毎日飲みたい桑の葉茶」といったキャッチフレーズを考案。また、高級感や
付加価値感を表現するための糖度表示などを消費者に伝える事を徹底しＰＲ効果を高めた。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000cHvppAAC

支援

企
業

■氏名：小澤 珠美
■保有資格：デザイン全般
■専門分野：販路拡大・販促支援
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：企業の問題点を、効果的
に解決、具現化するために、 様々な角
度から調査し、企業と市場の両者が望
む「モノ」「コト」を柔軟に分析し、 それ
を独創的かつ効果的な施策として具現
化、展開することが得意です。

これまでは、180センチのテーブル一つの上でお客様へ商
品を提供するといったような試飲販売であったが、PR効果の
高いデイスプレイを活用し自社の商品説明等がしやすくなっ
たことにより、販路の拡大におおいにつながったと考えてい
る。

店頭販売の構成要素である 「生産者の思い」「品質に高さ、おいしさ」「美容 健康」を
伝える等のマーケティング指導を踏まえて、消費者に説明しやすくなったことで、効果的
な試飲販売を行うことができた。また、商品のコンセプトの整理ができ、今後のターゲット
ごとの販路開拓等の方向性が明確となった。他社商品と差別化を図る上で、同社商品
の特徴と強みを整理・理解できたことが大きな成果であり、今後の、オリジナル商品の
卸・小売り販売比率の向上が期待される。
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「ペット用ドライサラダ」商品のパッケージと企業ロゴデザイン支援長野県

支援体制

轟 久志 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は、長野県内の野菜・果実（レタス、キャベツ、リンゴ等）の農産物を材料としてダイエットを含めたペットの健
康を意識したペット用補助食品を販売している。以前から企業イメージや商品訴求効果をより高めるために、商品パッ
ケージや企業ロゴについて、統一されたデザインを考案して、企業の思いを形にしたいと考えていたが、独学では限
界がある事を感じていた。その現状を打開する為に、近隣支援拠点である当拠点に商品パッケージ及び企業ロゴの
デザイン作成について相談があった。
■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
今やペットは家族の一員であり、ペットの健康に意識をもった飼い主は、安全・安心な国内産のペットフードに関心を
集めている。本企業がこの傾向を上手く掴めば、県内での販売ばかりでなく、信州を訪れた観光客が大切なペットに
お土産を買うことにも繋がる可能性があり、首都圏への売り込みも期待できると考えた。そういった商品をアピールす
るためには、パッケージデザインや商品紹介のチラシについて、①信州の野菜果実であること、②添加物を一切含ま
ないこと、③通常のペットフーズに加えるだけ等々のコンセプトを表現することが重要であると判断し、その上で、社名
ロゴと統一した商品デザインを確立することを進めることとした。そのため、商品パッケージやロゴ等、デザインにおい
て多数の支援実績のある本専門家に依頼した。
■専門家による具体的な支援内容
まず、本企業から商品の特徴や企業のこだわりを聞いた。その後、企業ロゴマークと商品のパッケージデザインに
ついて、商品の材料をイメージした色彩を考慮し、ペットをかたどったラベルを貼付することをアドバイスし、商品デザ
インの方向性を固めた。更に企業ロゴマークについても、ペットの表情をイメージしたデザインとした。最終的には、今
までの検討内容を反映したデザイン案に細部の表現や記載についても考察を繰り返し、最終的な商品デザイン及び
企業ロゴを固めた。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

長野県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000WF691AAD

■氏名：轟 久志
■保有資格：広告企画制作スペシャ
リスト
■専門分野：販路拡大・販促支援
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ： “売れる” デザイン、
考えます。 自称「中山間地デザイ
ナー」（資格：広告企画制作スペシャリ
スト２級、色彩検定２級、 専門分野：
グラフィックデザイン）

今回、手厚い支援を受け、県庁での記者会見発表も
行うことができ、その結果新聞記事、テレビ等メディア
が多数取り上げて頂いたので、反響が徐々に出はじめ
ています。これも、ミラサポの中小企業への支援制度
が充実していた事が成果に結びついたのだと感謝して
います。ありがとうございました。

店主 重岡克哉

支援の結果、ペット用の「ドライサラダ」、「ふりかけ」について各商品ごと
のパッケージラベルが完成した。商品の材料をイメージした彩色を考慮し、
ペットをかたどったラベルの形状により、商品それぞれのふさわしい色・形
を表現できた。また、ペットの表情をイメージしたデザインのロゴマークや、
商品コンセプトを織り込んだ販促用パンフレットも完成した。8月初めにはマ
スコミ向けに商品発表会を開催し、テレビ・新聞に報道された。

信州わんにゃん食工房

■業 種 ：卸売業、小売業
■従業員：1人
■資本金：100万円
■創業：2014年8月30日
■住所：長野県小諸市御幸町1-8-20
■企業概要：ペットフーズ販売

企
業
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農と連携した子育て支援施設の立ち上げを支援長野県

支援体制

久米 えみ 氏

信州ビジネスサポートプラットフォーム

長野県商工会連合会北信事務所

専
門
家

山岸園

■業 種 ：農業、林業
■従業員：4人
■資本金： - 万円
■創業：昭和30年
■住所：長野県上高井郡小布施町大字福原1
■企業概要：農業、小売業

■支援の経緯
農業は現在、深刻な後継者不足となっており、特に長野県は他県に比べて深刻な状況下にある。本事業者は、小さ
なときから農にふれあい、実際に農業を体験するなかで日本でつくる農作物を身近に感じてもらうことを狙い、「子供達
を農にふれあいさせながら保育する福祉施設」への新規参入を考えていた。しかし、保育施設を運営するためには、保
育等の専門知識や経験等が必要であり、そのノウハウが不足していた。そこで、まずは許認可・施設等運営を始めてい
くのに必要な条件・設備の相談が当機関にあった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングを行っていく中で、農業を主体とする相談者における保育施設の設立という新事業展開であるため、保育
福祉施設に関する専門知識や許認可・法律・地域行政支援施策・助成金情報を把握する必要があり、また、いくつかの
施設設立候補地における周辺環境（立地、道路等）についても専門知識を持って対応していく必要であると判断した。
そのため、保育福祉施設という特殊な設備等を有する事を勘案し、また保育施設は母親が選ぶ事が多いことから女性
目線での意見・アドバイスが有効であると考え、保育福祉施設等の就業経験があり、豊富な農商工連携の支援実績も
ある本専門家を派遣した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、保育福祉施設に係る許認可や法律・条件等についての資料から情報提供を行った。また、これまで携わった各
種福祉施設の設備等の情報を参考にして目指す施設イメージを共有した。次に現段階における公募型助成金・補助金
についての情報提供を行い、複数ある候補地を選定するため、各候補地の現地調査・周辺環境の把握、周辺道路、地
域行政による助成等についてのアドバイスを行った。また、候補物件確定後、内部設備・備品、周辺環境、道路状況等
を含めた総合的なアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声
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専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000jqZJqAAM

支援

企
業

■氏名：久米 えみ
■保有資格：建築士
■専門分野：地域資源活用
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：中小企業の職場や店舗
などの、建築環境の見直しやその企
業が抱える問題点・課題を検討するこ
とにより、新たな時代に対応した場づ
くり・人づくりに繋げる建築的なアプ
ローチを得意としています。

今までと全く畑違いの保育福祉施設という特殊な分野の進
出に向けて多くの得る物があった。児童福祉法のみならず建
築基準法・消防法・ふくしのまちづくり条例等様々な法令をク
リアしていかなくてはいけないようで単独で手探りで進めてい
けば必ずどこかで行き詰まったであろう専門的な分野での解
決策の一助となった。
また、他福祉施設の一例や工場等をリノベーションして福祉
施設にした経験等を聞く中で物件選びにも幅を持つことがで
きた。

保育福祉施設の設立という新事業参入のための専門的な知
識等を有していなかったが、福祉施設等に係る許認可・助成
等についての情報や、福祉関係分野の現状や行政の支援施
策等についてアドバイスして頂いた。また、ある程度知識が増
えた中で、候補物件についても一緒に1件、1件現地確認して
頂き、目指していた施設物件を確定することできた。
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水門扉の電動開閉装置「お助け門」の販路拡大・販促支援長野県

支援体制

嶋津洋二 氏
専
門
家

伊東産業株式会社（長野支社）
■業種：建設業
■従業員： 30人
■資本金： 3000万円
■創業： 昭和43年11月
■住所：長野市小島田北村沖278-1
■企業概要：水門自動化施設･上下水道施設･機
械器具設置･畑地潅漑施設・水景施設･目的別排
水ポンプ施設･関連資材販売･施設保守管理業務

■支援の経緯
平成25年度補正事業である「ものづくり補助金」に採択されて開発した本企業独自の水門自動開閉装置「お助け門」
について、事業化して間もないことから、知名度が無く、実績が少なかったので、取引銀行である長野信用金庫に販路
開拓支援についてのアドバイスを求めたところ、信用金庫から紹介され、当拠点に相談があった。
■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本製品は、太陽光発電で蓄電器に貯めた電力で動くため、外部電源を必要とせずに、既存の手動水門を自動開閉出
来る。また、水位センサーで察知して自動的に水門を開閉することも出来る。
まずは、この進歩的な技術情報を公の機関に登録する事、メディアを使って広く告知する事で販路開拓の一助とする
ため、地元新聞社及びテレビ局に取材を依頼。その結果、認知度が上がり、長野市など県内の市町村向けに多数の実
績が出来た。また、国土交通省・新技術情報提供システム（NETIS）への登録申請を支援し登録に至った
（2015/12/07）。
しかし、需要が県内にとどまっていたため、販路を全国に拡大したかったが、その方法・手法が課題であった。そこで、
大手建設会社で長年にわたり営業に携わり、建設関係の人脈が広く建設関連製品の全国的販路拡大に実績のある本
専門家に依頼し、解決にあたった。
■専門家による具体的な支援内容
まず、地方自治体（千葉、埼玉、栃木など）の農業土木部門、土地改良区、及びこの分野のコンサルタントと面談する
ことが良いだろうと考えた。そこで企業と共に埼玉県農林部農村整備課を訪問し製品の特性を説明、「農村では高齢化
が進み、毎日、朝夕水門を手動で開閉するのは大変になってきている。従って、需要は大いにあると思われる。」との見
解をもらい、埼玉県下の土地改良区の情報を得た。更に同日、千葉市の農業土木に強いコンサルタントを訪問。千葉
県南部の非平坦地での営業を薦められた。今後は栃木県、群馬県にも同様に営業していくことをアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000VqUFHAA3

支援

企
業

■氏名：嶋津 洋二
■保有資格：経営支援NPOクラブ、測
量士、1級土木工事施工管理技士、
三井建設（現三井住友建設）元代表
取締役副社長
■専門分野：販路拡大・販促支援
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：大手ゼネコンの経営・営
業の経験から、人脈が非常に広く、い
ろいろな業種に知人が多い。

埼玉県農林部及び千葉県の農業土木業に強いコンサルタ
ントと面談できたのは、ミラサポの専門家に紹介いただいた
成果である。製品の構造やメンテナンス、価格について質
疑・応答の場を作っていただき、適切に回答できた。当社の
水門の需要先探索について情報を得ることができた。営業先
として公共関連事業者が多いので、今回ご案内いただいたこ
とが今後の営業戦略に大いに役立つと期待している。［伊東
産業株式会社長野支社長 橋詰 薫 （はしづめ しげる）］

埼玉県農林部、土木コンサルタントを訪問し、現地の需要情報を得ることができた。また、
コンサルタント業者から、具体的に電動水門に関して地域の整備状況、また未整備状況を聴
くことができ、販売ターゲットが明確になった。県の担当者もコンサルタントも、自ら購入する
ことはないが、設置する市町村や各地の土地改良区から相談を受けることが多いとのこと
で、後日パンフレットの送付依頼を受けるなど、今後の販路拡大に繋がったと実感している。

長野県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点
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経営向上に向けた業務負担軽減のためのIT化支援静岡県

支援体制

岸本 圭史 氏
専
門
家

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

静岡県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Wsp5iAAB

■氏名：岸本 圭史
■保有資格：ITコーディネータ
■専門分野：販路拡大・販促支援
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：小さな会社・小さなお店
の商売繁盛をナビゲーション

SNS・WEBサイトとの連携により、情報発信の労力が劇的に
軽減しました。これと連動するように、SNSからブログ、WEB
サイトからブログというように相互間のアクセス・流入が始ま
り、ブログアクセス件数が徐々に増え始めました。導入1ヵ月
後の月間ブログアクセス件数は約3,300から約3,700に増加。
また、WEB発信、顧客からの問合せ対応、予定確認などの点
で労力が劇的に軽減したと実感しています。このことにより、
本来取り組む予定だった「新規顧客開拓」「新分野の商品開
発」に本格的に取り組めるようになり、本当に感謝しています。

今回の支援によりWEBサイト・SNS・ブログの管理負担が軽減され、パソコンに向かって情報アップ作業を行う必要
がほぼなくなり、スマートフォンだけで多くの業務を処理できるようになった。また、クラウドカレンダー機能の利活用
や複数のネット上の情報を連携することにより、スケジュール管理の共有などが進み、時間管理、顧客への情報提
供の業務が劇的に効率化された。また顧客情報の一元化により、今後より一層の業務効率化が期待できるように
なった。これらのIT化によって業務工数が半分以下に激減し、今後の経営力向上に向け注力できるようになった。

有限会社 石川商店

■業 種 ：卸売業、小売業
■従業員：4人
■資本金：300万円
■創業：昭和29年3月29日
■住所：三島市一番町20-3
■企業概要：婦人服、オーダースーツなど

企
業

支援概要

■支援の経緯
本企業の代表者は2年前に店の経営を引き継いでから、従来の既存顧客を大切にしつつ、新規顧客層の開拓やこれ
まで取り扱いの少なかった紳士服への取組を拡大する方向で経営を行っていた。その結果、売上は回復し、経営状況
は改善された。しかし、今後の更なる経営向上のためには、代表者自身の業務軽減と顧客情報等の整理について改善
の必要性を感じていた。そこで近隣支援拠点である当拠点に改善の相談があった。
■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
現状のヒアリングを進めると、仕入・販売から営業管理、取引先との付き合い、財務・会計の管理、顧客情報の整理な
ど、あらゆる業務が代表者の担当になっており、代表者の業務負担の重さが浮彫りになった。また、先代社長から受け
継いだ情報資産が整理整頓されておらず、今後の経営向上のために、過去に積み重ねてきた実績や情報（「紙」「Excel
データ」「先代社長の頭のなか」などに散在している）を整理し、ＩＴを活用した一元管理を実施してフル活用できる状況を
作る必要があると判断した。そのため、小さなお店の経営改善やIT導入支援に実績のある本専門家へ依頼し、今回の
課題解決にあたった。
■専門家による具体的な支援内容
代表者の作業負荷を軽減するため、徹底したIT化を進める方向で支援を開始した。まずFacebook・HP・ブログの連携
WEBシステム化を提案し、ブログへの情報をアップするだけでSNS・WEBサイトへ連動して更新できるようにアドバイスし
た。また、WEBサイト・SNS・ブログなど複数のネット上の情報を連携させることにより、手間をかけることなく既存顧客へ
も情報発信できるようにアドバイスした。更に、顧客情報を整理するため、入手した名刺や連絡先をスマートフォンの名
刺管理・連絡機能に連携させて、全てスマートフォン上で保存・管理できるように指導した。また今後の売上管理、財務
管理について、タブレット端末を利用したPOSシステム導入により、販売情報をデータ化し効率的に顧客管理が行える
ようアドバイスした。これらの徹底したIT化一元管理により、代表者の業務負担を軽減させる支援を行った。
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病院向け食料卸売及び配食サービスの売上向上の支援富山県

支援体制

太田 直充 氏

とやま応援プラットフォーム

株式会社富山第一銀行

専
門
家

株式会社ウイングフーズ

■業 種 ：複合サービス業
■従業員：21人
■資本金：100万円
■創業：平成27年3月
■住所：富山市布瀬町南1-21-1
■企業概要：飲食業・配食サービス業・

病院への食料卸売業

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000WsxIHAAZ

支援

企
業

■氏名： 太田 直充
■保有資格： 中小企業診断士
■専門分野：ものづくり
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：これまでの豊富な製造業
の経験から、特にものづくり企業の支援
に強みがある。また、公的支援機関に
て起業・創業支援業務を担当した経験
もあり、創業支援にも強みがある。

事業拡大に向け、配食サービスや病院向け食料卸売り
サービスに対して、具体的なアドバイスを受けることができま
した。また、原価管理や配送ルートにおいても、効率的なもの
がイメージできました。今後の展望が明確になり、行動を起こ
しやすいような支援が受けられ、大変良かったです。

今回の支援を受けて早速、配食サービス事業（ニコニコキッチン）において月次で黒
字転換を達成した。2事業において、それぞれの顧客ターゲットが明確となり、それぞれ
の顧客に対し、効果的な訴求活動を行っている。従業員のマンパワーは限られている
が、効率的に実施していくことが可能となった。特に、配食サービスと病院向け食料卸
売サービス業は相乗効果が期待でき、今後の営業活動に生かされると期待している。

■支援の経緯
本企業は、平成27年3月に株式会社を設立し、これまで個人事業主として経営していた居酒屋に加え配食サービスを
開始した。また、同年7月には病院向け食料卸売サービスを開始し、これらの事業拡大を機会に法人化した。しかし、事
業開始後、会社全体の業績が上がらずにいた。そのため、事業者は更なる販路拡大、新規顧客獲得をしていく必要が
あると考えていたが、どのように進めていけば良いか悩んでいた。そこで本企業のメインバンクで近隣支援機関である
当機関に相談があった。
■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングを行うと本企業の３つの事業のうち、居酒屋は順調に売上を伸ばし利益を確保しているが、配食サービス及
び病院向け食料卸売サービスの売上及び収益性が低い状態であった。この２つの事業に対し、売上を上げていくには
まず、それぞれ顧客ターゲットの絞り込みが必要であると考えた。そして、その顧客へのアプローチ（訴求）方法につい
て検討し、より具体的なアドバイスが必要であると判断した。そのため、安定経営に関する支援実績がある本専門家に
依頼した。
■専門家による具体的な支援内容
配食サービス及び病院向け食料卸売サービス業において、新たな顧客ターゲット層を決め、そのターゲット層にアプ
ローチできる新メニューや新サービスを作成することをアドバイスした。具体的には、配食サービスは、高齢者が好む味
付けを再度研究し、原価計算もしながら、商品ラインアップを再考した。そして、今まで事業展開していなかった富山市
の南地区を中心にチラシなどの配布による訴求活動を実施していくようアドバイスした。また、病院向け食料卸売サービ
ス業は、顧客ニーズの把握を実施していくことから始めた。そして、病院向け食料卸売サービス業には弁当も含まれて
いるため、その業者の選定を行っていくこともアドバイスした。最後に上記2事業の食材や仕入れルートの統一により全
メニューの原価管理やコスト削減、配送車の共同活用や配送ルートの統一による動線の最適化・効率活用により相乗
効果が発揮できるアドバイスした。
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飲食店開業に伴う、開業支援・従業員育成（接客マナー等）支援富山県

支援体制

中村 理一 氏

かが能登かなざわ中小企業支援
プラットフォーム

株式会社北國銀行

専
門
家

かなや麺業

■業 種 ： 卸売・小売業
■従業員： 2人
■資本金： 600万円
■創業（設立年月日）： 平成18年4月
■住所： 富山県氷見市大野364
■事業内容：製麺業（うどん・パスタ等）、飲食業

■支援の経緯
本企業はこれまで氷見うどんを扱う製麺業者であったが、事業拡大を目的に新規開発した氷見パスタが第1回氷見
グルメコンテストグランプリを受賞した。そこで、氷見パスタを活用した飲食店開業を考えたが、店舗開業の策定方法
等についての悩みがあり、メインバンクである当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
店舗の開店予定日の構想はあるものの、開店に向けた事業計画やメニューは確定していない状況であった。
当行として、まず具体的な開店スケジュール、原価管理を踏まえたメニュー構成、加えて接客手法等の指導をするこ
とが、早期開店への解決策であると判断した。
そこで、企業と共に店舗構想の現実化へ向け、現場目線での評価が高く、飲食店開業、運営支援実績の豊富な本
専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
ヒアリングを行った結果、新規出店に関する知識が少ないことが判明した。そこでまず最初に、新規出店するために
必要な知識として開店スケジュールの確認を実施した。また、損益分岐点を踏まえたメニュー構築、従業員採用スケ
ジュールと教育手法に関してアドバイスした。具体的には、開店スケジュールに合わせた事業企画の進捗確認、飲食
店運営に関する基本数値や仕事内容等のノウハウ指導、従業員の接客方法、商品提供するまでの流れ等に対する
教育方法等に関する進捗確認とアドバイスを行った。
さらに、開店に向け、商品提供時間の目安や販促活動、効率的な店舗運営に必要な人員数に関してこれまで支援
した店舗の事例を交えながらアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000aiZgsAAE

支援

企
業

■氏名： 中村 理一
■保有資格：
■専門分野：経営革新
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：オーナーや店主に「理
想の店舗・なりたい自分」を一緒に
作っていく飲食店専門ビジネスコーチ

飲食店開業にあたり、不安に感じていた部分・不明な部分
について、丁寧に指導いただけて大変満足している。
専門家自身が同業界で勤務していたこともあり、経験談を
交えたアドバイスが非常に分かりやすい支援であった。
また、アルバイト従業員への指導方法（叱り方等）につい
て、自身の至らない部分もしっかり教えていただけて、反省と
学びに繋がった。更には全3回の派遣支援だけでなく、メール
のやり取り等で随時細かい指導も頂けて、全面的な信頼の
上でオープンへ進むことができた。

専門家の豊富な経験から的確なアドバイスを受け、開店スケジュールや運営方法、
そして従業員の指導方法（特に挨拶、言葉遣い、料理提供方法等の接客全般）が明
確になった。これらきめ細かいフォローもあり、開店に向けた準備も順調に進行し、
開店当日を迎える事が出来た。現在は氷見市内においても大変賑わう人気店となっ
ている。

構
成

機
関
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事務所移転に必要な資金調達に向け事業計画策定を支援富山県

支援体制

長谷川 泰彦 氏
専
門
家

紅コーポレーション

■業種：生活関連サービス業、娯楽業
■従業員： 1人
■資本金： 個人事業者
■創業：平成26年5月
■住所：富山県射水市
■企業概要：旅行添乗業務ほか

■支援の経緯
本企業は平成26年5月に創業した個人事業で、旅行添乗業務を中心に、イベント運営、司会業を展開し、業容を拡大
中である。これまで、自宅を事務所としていたが、事業拡大に伴い事務所を確保し、業務体制の再構築を図りたいと考
えていた。事務所開設場所は、親戚の経営するお茶製造・販売「紅粉商店」の2階空きスペースを予定しているが、改
装が必要であるため、事務所開設・移転に係る初期投資及び当座の運転資金について、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へのヒアリング等の結果、本企業の事業内容は、 （1）旅行部門、（2）司会・イベント部門、（3）おもてなしサービ
ス部門、（4）美容・健康部門の大きく4部門に分かれており、それぞれの部門毎での収益管理を行なうことと、新規事務
所への移転に係る経費を算出することが必要であると考えた。そこで、事務所移転経費を明確にし、 4部門にそれぞれ
の収支を明確にすることにより、事業全体の最適化を図った。また、金融機関の審査に対応した事業計画書を策定す
ることが必要であると判断し、事業計画の策定支援で実績のある本専門家を選定し、解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まず、4部門の現状をヒアリングし、各部門別の収益を明確に分けて収益見込みを予測した。これらに基づき、具体

的な売上数値を予測し、長期収支計画、資金収支計画、借入金返済予定表を含めた説得性の高い金融機関向けの事
業計画書の骨子をまとめ、経営理念及び事業目標、収支目標の作成を支援した。また、事務所開設に当たっての備品
等を細かくリストアップし、実測及び仕様を確認して、オーバーコストとならないよう堅実な移転経費の算出を支援した。

支援概要

成果

事業者の声専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000U7ZjFAAV

支援

企
業

■氏名： 長谷川 泰彦

■保有資格： 中小企業診断士

■専門分野：創業、組織化支援

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：職場を成長の場に変え
るビジネスコーチ

事業遂行上の数値目標ができた。
金融機関のみならず関係者への説明資料として
重宝している。

事業計画書を作成し、金融機関からの資金調達を希望通りに実行すること
ができた。事務所は計画より若干遅れて平成28年1月に開設し、オープニン
グイベントを終了し、関係各社にも認知されて事業計画遂行への足掛かりを
得た。

富山県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点
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３年間の時間を要する事業承継の計画作成の支援石川県

支援体制

端浦 吉章 氏
専
門
家

■支援の経緯
創業者の根木山氏と専務の徳田氏は、3年前より自社後継者として社員を指名の上、2015年11月に役員を定年引退
予定であった。しかし、根木山氏と徳田氏が後継者として指名している社員との間に事業承継の話が纏まっていなかっ
た。これまでも何度も話し合いがあったが合意にいっておらず、これ以上自社内での話し合いを重ねても、双方合意に
達するのは困難との判断から近隣支援機関である当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングを行った結果、引渡し側は承継すべき事項が漠然と見えているが、継承すべき個々の内容にまで詳細を詰
め切れていない状況であった。また、引受け側は事業経営そのものが知識不足であり、財務・資産等の知識について
も不足している状況であった。その為、承継すべき内容等を明確にし、引受け側の事業経営に対する知識を高めて、双
方合意に辿り着ける道筋を作る必要があると判断した。そこで、企業の事業承継や製造業を中心に幅広い実績のある
本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
支援にあたって、まず、引渡し側が考えている承継事項とその目的を項目ごとに明記するようアドバイスした。また、
承継する場合の概算費用、承継する資産の形態や価値金額及びその処置内容についても明確にするようアドバイスし
た。一方、引受け側にも事業経営や財務に関する基礎知識を伝え、安心して承継に応じれるよう促した。そして、承継
内容の相互確認、利害関係等も含めたガントチャートを作成し、事業承継完了へ向けて承継項目毎に考察を行い、3年
を要する内容で進めることの道筋を立てた。
（ガントチャート：プロジェクト管理や生産管理などで工程管理に用いられる表の一種）

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

石川県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxigeAAB

■氏名： 端浦 吉章
■保有資格：中小企業診断士

■専門分野：ものづくり

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
製造企業の想いを

具体的な活動で支援

【創業者の根木山氏】
今回の専門家派遣を通じて、全く経営に無縁だった引受け
側に経営の実感を伝えることができたと思われる点で非常に
有効であった。具体的には、引受け側が現経営陣の実行し
てきた①私利私益を優先しない。②利益が出たら社員に還
元する。③会社の存続を最優先とする。という経営方針を理
解して、自社を存続させるために今後の経営に生かしてもら
えるきっかけとなったことである。

今回の支援を受けて、事業承継内容を新旧経営陣にて共有できるよう、旧経営陣
で作成し共有することになった。その中で新経営陣に波及する影響を項目毎に確認
し、経営責任についても考慮した。また、完全な事業承継まで3年を要することが認
識でき、3年間分の「経営課題解決のガントチャート」を専門家と共に作成し、今後に
活用することとなった。

株式会社サン技研

■業 種 ： 学術研究、専門・技術サービス業
■従業員： 11人
■資本金： 1,000万円
■創業： 昭和56年9月
■住所：石川県金沢市高畠町3丁目223番地
■企業概要：自動生産設備の機械設計

企
業
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自社製品のブランド化と飲食店等への営業体制強化支援

支援体制

柏原 基 氏

中小企業応援センター いしかわ

公益財団法人石川県産業創出支援機構

専
門
家

宗玄酒造株式会社

■業種： 製造業
■従業員： 25人
■資本金： 1,260万円
■創業：明和5年（1768年）
■住所：石川県珠洲市宝立町宗玄24-22
■企業概要：清酒製造販売（酒造メーカー）

■支援の経緯
本企業は石川県の能登地区で知名度の高い伝統ある酒造メーカーである。平成23年に現社長が代表取締役に就任
後は、旧のと鉄道のトンネルを利用したトンネル貯蔵酒の販売や、ドキュメンタリー映画 『一献の系譜』の製作で現在の
吟醸酒の礎を築いた能登杜氏をクローズアップするなど、新たな取り組みで日本酒の魅力を発信している。しかし、全
国的にワイン等の洋酒のニーズが高まり、日本酒の消費量が減少する中、本企業も例外でなく売上が減少傾向にある
ことから、営業力強化について、社長から本機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
日本酒の出荷量は減少している一方で、本企業の売上約2割を占める単価の高い純米酒の売上は増加している。そ
こで、卸問屋へのルート営業を中心とする受身の営業体制を見直し、自社製品を「宗玄ブランド」として全国に広げるべ
く、飲食店や小売店舗、最終ユーザーである消費者に向けた販売を強化することを課題とした。北陸新幹線開業とＮＨ
Ｋの朝ドラ効果で能登が注目されている現状のタイミングを好機ととらえ、宗玄の日本酒の魅力を発信していくために、
大手チェーン店舗の開店準備プロジェクトに参画し、店舗責任者等を歴任後、コンサルタントとして全国の小売業や
サービス業を中心に指導実績が豊富な本専門家を選定し、課題の解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、「宗玄ブランド」のコンセプトを決めるようアドバイスした。コンセプトについては、意見交換した結果「歴史のあ
る昔ながらの酒造による、他がまねをすることのできない新しい酒造り」とすることとなった。さらに、営業方法について
は、営業職員が「宗玄ブランド」の魅力を説明できることの重要性についてアドバイスし、これまであまり行ってこなかっ
た飲食店への営業を積極的に行うようアドバイスした。特に営業方法については、「この酒は、～と一緒に食べたらお
いしいので是非試してみてください」といった情報提供を行うようアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
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専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000d4HlPAAU

支援

企
業

■氏名： 柏原 基
■保有資格：
■専門分野： 販路拡大・販促支援
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：貴社の”現状分析”をし
て、「WANTS」「NEEDS」「困りごと」に
お答えします！

栃木県の方から毎回石川県の能登半島最北端の珠洲までお
越しになって、熱心に指導していただき大変感謝している。自社
の営業に欠けている点について、営業職員側の気持ちも考慮し
ながら、的確かつ具体的に指摘いただいた。営業職員も現場で
酒造りの話を聞くようになり、少しずつではあるが自主的な行動
を起こすようになっている。専門家の経験や他社の事例に基づ
いた説明を行ってくれるため、自社の問題点や課題も明らかに
なった。営業職員も柏原先生の指導内容に十分に納得してお
り、前向きに改善策に取り組んでいる。自社店舗での売上が増
加しており、他の営業活動にも波及していくことを期待している。

これまでの卸問屋への営業ではなく、飲食店等への営業を積極的に行った結果、新幹線グランクラスでの採用や、
花嫁のれん列車での取り上げ等、メディアへの露出が増えることになり、宗玄ブランドが浸透するようになった。
また、世界農業遺産「能登の里山里海」である珠洲産の酒米「石川門」100％の「純米石川門」の生産量を前期の約
3倍に設定し、利益率の高い直接取引が3％上昇。また、試飲コーナーの設置等、販売方法を工夫することで、月間
売上が16％上昇した。

石川県
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産前・産後女性のケアサポート事業のPR強化支援

■氏名：木村 麻理
■保有資格：社会保険労務士
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
あなたの会社の「困った」を
お助けします！
■専門分野：雇用・労務関係

岐阜県

支援体制

木村 麻理 氏
専
門
家

ママ・ベビーサポートおくむら

■業 種 ：生活関連サービス業、娯楽業
■従業員：0人
■資本金： -万円
■創業：平成27年7月7日
■住所：岐阜県羽島郡笠松町清住町41-3
■企業概要：産前・産後女性のケアサポート事業

■支援の経緯
本企業代表の奥村佳子氏は助産師としての25年の経験を活かし、産前産後の女性を心身からケア・サポートする
ための支援サービス業を創業した。本代表は、今後の事業展開の対象企業として産前産後の女性に対する離職防
止を行いたい企業を検討しており、対象企業に対してサービス展開のＰＲを図りたいと考えていた。そこで岐阜県庁が
主催する「ぎふ起業応援マーケット」にエントリーすることで、事業プランのPRに繋がると考えたが、 PRの仕方がわか
らないため、創業時に岐阜県産業経済振興センター主催の「起業家育成塾」や岐阜県よろず支援拠点主催の「創業
ワークショップ」に参加していたことから、本拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
代表者は、産前産後の女性が抱える不安や悩み、ケア方法については熟知していたものの、企業のニーズや法人
向けサービスの展開については十分な情報・ノウハウがない状態であった。また、第三者にビジネスプランを効果的
に伝えるための手法についてもスキルが不足していた。
上記の課題に対し、女性を巡る労務問題に詳しい社会保険労務士の本専門家に依頼するとともに、当拠点唯一の
女性サブコーディネーターである梶原ゆかりも交え、チームとなって課題解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
代表者に、現在国を挙げて「女性の活躍推進」が叫ばれているなか、産後女性の復職に対する社会的ニーズの高
まりや他エリアの先進的取り組みを紹介し、企業経営にとって「女性の復職支援」がいかにメリットがある事かという企
業視点のニーズの認識の必要をアドバイスした。そして、それをより効果的に伝えるためのビジネスプランには効果
や成果の図式化・可視化が必要であること、及びプレゼン資料の表題設定や資料の提示方法・順序についてブラッ
シュアップし、アドバイスをした。

支援概要

「ぎふ起業応援マーケット」の最終選考まで進むことができ、金融機関等に対する
プレゼンの機会を得ることができた。まだ直接的な受注には至っていないものの、
政府系金融機関から「女性が働き続けられる社会づくり」をテーマとした講演依頼が
舞い込んだ。また、支援期間中の平成27年8月10日（月）には、中部経済新聞にイ
ンタビュー記事が掲載され、広く自社の事業についてPRすることができた。

成果

今回の支援によって、「ぎふ起業応援マーケット」最終プ
レゼンに参加し、先輩経営者から生の声を聴くことがで
きました。本当にありがたく、心から感謝したいと思って
います。
当社が今後も種を蒔きつづけることによって、産後も女
性がスムーズに働くことができる現場のエネルギーにな
ると確信しています。今後も、ご指導よろしくお願い申し
上げます。

事業者の声専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000drUIVAA2
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オリジナルオーダー家具のブランド化とPR力強化支援

支援体制

渡辺 誠 氏

がんばる企業応援ネットワークぎふ

東濃ブロック広域支援室

専
門
家

京屋家具店

■業種：製造業
■従業員：1人
■資本金： - 万円
■創業：1790年
■住所：岐阜県恵那市岩村町303
■企業概要：家具等製造小売

■支援の経緯
本企業は、江戸時代より老舗の家具製造業として手作りオーダー家具を提供してきた。しかし、家具の需要が低迷し
ていることに加え、大手家具量販店などの通信販売の普及により競争が激化したため、売上げと利益が減少傾向にあ
り危機感を持っていた。そんななか、当機関による巡回訪問の際に、本企業より売上げと利益の向上を図りたいが、こ
れまで積極的な取り組みをしたことがなく、どうすればいいかわからないとの相談があったことから、継続的な支援を実
施することになった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は、既存の顧客からの口コミによる顧客及び城下町の古い町並みに立地していることから観光で立ち寄った
顧客が多い。本企業は、家具の設計・製造・塗装・納品まで一貫して生産するため、手作りオーダー家具という付加価
値があり、高品質な商品を提供しているものの、その付加価値や商品自体を広くPRしきれていないことが課題であると
判断した。そのため、売上向上の方法として「ブランド力向上による販路拡大」として支援にあたることとなった。ロゴデ
ザインの作成、パンフレットの作成、国道沿いの立て看板の設置及びHPの開設を提案した。そのうち、ロゴ等のデザイ
ンについて、その分野に実績のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
ブランド化とはどういうことを指し、どういった効果が期待できるのかについて具体的に説明し、本企業のロゴデザイン、
チラシデザインなど具体的なデザインについて提案を行った。また、ブランド化のコンセプトとして、古くからある家具店
特有の「硬い家具・立派な家具」という先入観を無くすこと及び、手作りによる柔軟な対応や柔軟なアイデア、そしてそ
の中に組み合わさる伝統技術の素晴らしさをアピールするようアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SRgTrAAL

支援

企
業

■氏名： 渡辺 誠
■保有資格：
■専門分野： 販路拡大・販促支援
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ： 物事の考え方、発想は常に
柔軟で新鮮でありたい。そして、インパクト
と共に役に立つデザインでなければ意味は
ない。一つのデザインを考える時、トータル
的バランスが良くなければ効力は発生しな
い

当社の事業PR・販売活動をしなければと思いながらも、
ずっと行動しないまま過ごしてきました。しかし、今回の継続
支援により、やってみようという意識も持つことができて、実
際に様々なカタチで、販売促進ツールが出来上がったことは
大変な進歩になりました。一人ではできなかったことであり、
大変に感謝しています。ブランド化のスタートに立った気持ち
であり、これからが重要だと思いますので、今後とも継続的に
支援を頂けばありがたいと思います。

当地域の主要国道沿いに大型看板を設置したことにより、観光客だけでなく地域の方
にも改めて「オリジナルオーダー家具の京屋家具」という認知ができ始めた。また、作成し
たパンフレットが好評であり、来店者が持ち帰ることも多く、再来店や購入の可能性を大
幅に高めることができた。そして、「ロゴ・パンフデザインのイメージに見合うような行動を
しなければならない」という気持ちが強くなり、結果として経営意識向上につながっている。

岐阜県
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ＨＰ作成のための効果的な写真撮影方法支援愛知県

支援体制

榊原 真理子 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業代表者は、急逝された夫に代わって経営者として会社を引継いだが、これまでは会社経営の経験がなく、今
後の会社の経営方針について悩みをかかえており、豊田商工会議所に相談したところ、当拠点を紹介され、相談が
あった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングの結果、代表者が企業を牽引していくために、まず経営理念を定め、「経営理念を内外にしっかり示しな
がら営業活動を行うこと」を最優先課題とした。経営理念の外部へのアピール方法として閲覧件数も多く、よく利用者
の目に触れられるHPの開設を提案した。ＨＰの作成中、従業員の顔が見えることで信頼感を得られるよう、社員の紹
介ページを作成することにしたが、効果的な写真撮影が必要と判断した。そこでデザイナーの専門家派遣を検討、当
拠点が以前より連携しているデザイン性を重視したＨＰの写真撮影支援の経験豊富な本専門家を派遣した。

■専門家による具体的な支援内容
写真撮影に関する場所・光の向き・撮影時間・笑顔写真の撮り方など、実際に撮影しながらコツをアドバイスした。ま
た、今後従業員が増えた場合にも、自身で撮影できるように手順をマニュアル化した。続いて、撮影した写真をHPに
掲載するための選び方、画像加工技術と効果についてアドバイスし、最後にＨＰ掲載までの手順について、決定した
画像を確認しながら支援した。全2回の支援で、企業の顔となる貨物車の写真と従業員の写真を、HPに掲載すること
ができるようにアドバイスした。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

愛知県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000h6qxlAAA

■氏名： 榊原 真理子
■保有資格： なし

■専門分野：ITを活用した経営力強化
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：

言葉選びからデザインまで。誰に
何をどのように伝えれば効果的かを
一緒に考え、丁寧にサポートします。

写真の撮影が進まず悩んでいたところ、遠方の事業所にも
かかわらず専門家の先生とよろず支援拠点の方が事業所ま
で足を運んで下さって支援をして頂きました。HPの作成には
お金がかかると考えていたのですが、無料で作ることができ
て驚いています。そして自分で作り上げたことが自信に繋が
り、事業に向かう気持ちも高めることが出来ました。
愛知県よろず支援拠点に相談する前は、私生活でも不安
が多かったのですが、事業の方向性を示して頂いたことに
よって気持ちに余裕が出来ました。今後とも末永くご支援頂
ければと思います。

従業員の写真撮影と自己紹介文章の作成を通じて、従業員間のコミュニケーション
を促進することができ、「信頼感のある会社」という印象を与えられる写真を掲載する
ことができた。満足のゆくＨＰが完成したことで、得意先訪問等の積極的な営業活動を
行うきっかけとなった。
また、HP見た企業から問合せもあり、新規契約の獲得へ繋がっている。
このHPの完成を通じて経営課題を解決することができたと実感している。

有限会社長谷川急送

■業 種 ： 運輸業、郵便業
■従業員： 6人
■資本金： 300万円
■創業： 平成7年5月
■住所： 愛知県豊田市上原町西山１番地
■企業概要： 軽貨物運送業

企
業
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プライバシーマーク取得による企業価値の向上を支援三重県

支援体制

村阪 浩司 氏
専
門
家

有限会社三鈴印刷

■業 種 ：製造業
■従業員： 28人
■資本金： 300万円
■創業： 昭和62年 9月
■住所：三重県鈴鹿市住吉町6786-17
■企業概要：印刷・同関連業

■支援の経緯
本企業は高い印刷技術や短納期を武器として実績を重ねてきた。地元企業からの受注は県内有数のレジャー施設を
中心としてきたが、近年は地元経済団体からの受注も取り込んでおり取引先からの信頼は厚い。その中で、個人情報
の取扱いについての問合せが増加しており、プライバシーマークを取得している企業が優先的に仕事を確保している
傾向にあることから、今後の受注拡大に向けてプライバシーマーク取得の必要性を感じ、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は個人情報を含む受注が増加している背景から、顧客との信頼強化、社内意識改革、企業価値向上を目指
すために、プライバシーマークの取得を検討していた。特に地方公共団体と取引するにあたってはプライバシーマーク
を取得しているか聞かれることがあり、今回プライバシーマークを取得することで個人情報取扱いに関する従業員意識
の向上、会社体制強化、これに伴う取引先との信頼強化へ繋げる方針を打ち出した。そのためにも個人情報保護に関
する専門書類作成・及び整備が必要であると判断し、文書作成・事務能力・論理的思考能力の高い従業員の人員を配
置のアドバイスを行った。その上でプライバシーマークの取得に関する実務面についてはこれまで専門的指導を受ける
機会がなかったため、プライバシーマークの取得サポートができる、本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
プライバシーマーク取得へ向けた現時点の個人情報に関する考え方をヒアリングした上で申請までの流れなどの基
礎説明に加え工程表作成・指導を行った。続いて現状ヒアリングの上、個人情報保護方針等の整備について個人情報
台帳や個人情報保護規程の改訂などの実務的指導をした。また、個人情報保護方針の公表が必要であることから、
HP上に掲載することをアドバイスし、システムセキュリティについても注意点を説明した。最後に平成28年度中のプライ
バシーマーク取得へ向け、各種規程の整備、個人情報保護規程制定へ向けたポイントをアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000TCmMnAAL

支援

企
業

■氏名：村阪 浩司
■保有資格：情報処理技術者、
ISO審査員補、ITコーディネーター
■専門分野：知的資産経営
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：プライバシーマーク・
食品安全（ISO22000）・ 情報セキュリ
ティ(ISO27001) 取得できるまで
サポートします。

プライバシーマーク取得までの全工程が把握でき、会社として何をするべき
かが理解できた。その中で工程表が完成し、50種類以上の書類作成、設備拡
充が必要であること、更には社内規則の改正、社員教育の必要性が確認で
き、これらの対応を進行中である。今後は更に書類の作成を進めつつ、新規
に制定した個人情報規程類に社内規則を合わせる形で、全社的な再教育・意
識改革を行う準備を進めている。

プライバシーマーク取得に関する個人情報管理体制を整備
するに当たり、当初は知識もなく、整備手順も分からない状
況であった。専門家からは基礎的知識を説明して頂き、支援
毎に現状をヒアリング、その場で問題点の解決策を工程表等
にリスト化・提示頂いた点は大変心強かった。プライバシー
マーク取得に関する規程類は相当量となり、煩雑かつ法務
上高度な書類が多く、事務処理・整備に対して具体的な策・
方法を示して頂けた。今後はマイナンバー制度への対応も控
えており、社内に個人情報の管理体制を充実させ、平成28年
度のプライバシーマーク取得を目指して行きたい。

三重県中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人三重県産業支援センター
（よろず支援拠点）

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ
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ビジネスマッチングでの新規出店による業績回復支援

支援体制

戸谷 忍 氏

三重県中小企業支援プラットフォーム

株式会社 百五銀行

専
門
家

有限会社ナックスフーズ

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：12 人
■資本金：300万円
■創業：昭和47年
■住所：三重県伊勢市川端町231－1
■企業概要：中華料理レストラン

■支援の経緯
本企業は、中華料理店を1店舗経営している。原価率が高いことと、顧客回転率が悪いことなどが主な原因となり、売
上高、利益などの業績が伸び悩んでいた。業績回復の必要性は認識していたものの、その解決策を見出せず、模索し
ている状態であった。そこで業績回復に向けた対策についてメイン行である、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へヒアリング及び調査を行ったところ、バイキングをはじめとする各種サービスを提供しているため、利益率が
低くなり、また料理提供までの時間が長いことが判明した。一方で、当社はデリバリー（企業向け弁当の販売）に強みが
あり、セントラルキッチンを保有していることから、惣菜や弁当類の生産力があることもわかった。そこで当社の強みを
活かしつつ、販路拡大が見込めることから、当行が主催する「地域ビジネスマッチング」において、三重県内に４店舗を
保有するスーパーマーケットとのビジネスマッチングを提案した。双方のニーズが合致したことから、本企業が当該スー
パーマーケットの惣菜部門へ新規出店することが決まった。しかしながら、当社にとって、スーパーの惣菜部門を引き受
けることは新規事業への参入となるため、事業成功のためには、事業計画書や資金計画書の作成が必要であった。ま
た、他社との差別化を図るための具体的な企画も必要であることから、小売店舗の出店について支援実績の豊富な当
該専門家を派遣した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、商品と容器の原価率計算を行うとともに、商品別セグメントと利益率、人気、本企業のコンセプトをヒアリングし、
商品の販売戦略についてアドバイスを行った。加えて、競合他社取扱商品の調査を行い、差別化を図る具体的なサー
ビスとして、注文料理や量り売りといった企画のアドバイスを行った。また、事業全体の収支シミュレーションを実施し、
事業計画書の作成支援及び資金計画書の作成支援を行った。

支援概要

成果

事業者の声
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専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj6YAAR

支援

企
業

■氏名： 戸谷 忍

■保有資格： 中小企業診断士

■専門分野： 販路拡大・販促支援

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ： 小売業出身の中小企
業診断士 販売戦略立案のお手伝い
をいたします。

支援を受ける中で、これまでに検討したこともなかっ
た自社の経営課題を発見することができた。利益率の
低さは課題であると認識していたものの、商品個別の
原価率の算出だけでなく、どの商品の販売を強化する
べきか、訴求ポイントは何か、メニューの種類はどの程
にするか等、今後の経営に非常に参考になる気づきを
得ることができた。今回の新規事業については、策定
した事業計画の各施策を確実に実行していくことで、事
業の拡大及び業績の向上を実現していきたい。

出店した際のシミュレーションや事業計画書の作成を通して、万全の体制で新規事業
の開始を迎えることができ、平成28年3月1日に新規出店を果たすことができた。また新
規出店にあたり商品の利益率やメニュー構成を見直したことから、既存の店舗について
も今後の業績向上が期待できるようになった。さらに、スーパーマーケットへの新規出店
によるＰＲ効果により、既存の店舗への来客誘致も期待できるようになった。

三重県
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新たな顧客獲得のためのHP構築支援

支援体制

吉田 直哉 氏

ふくい嶺北地域プラットフォーム

福井商工会議所

専
門
家

有限会社ゆうらくざまえがわ

■業種： サービス業（他に分類されないもの）
■従業員： 4人
■資本金： 300万円
■創業： 昭和21年7月15日
■住所： 福井市日之出4-2-10
■企業概要：家電小売、修理業

■支援の経緯
本企業は地域の一般電気店であり、大手家電量販店との競合にさらされていることから、これまではきめ細かいサー
ビスや顧客との濃密なコミュニケ－ションを付加価値として売上げを維持してきた。しかし、これでは既存の顧客の固定
化は果たせてはいるものの、さらなる売上確保にはつながらないことから、販路開拓の方法を模索したいということで当
機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業では、販路開拓の手段としてFacebookを活用していたものの、メインの顧客として開拓を目指す地域住民は高
齢の方が多くSNSに疎い層も多いことから効果的とは言えなかった。一方、SNSが使えなくとも、HPの閲覧であれば可
能な方も多く、且つ事業者自身がSNSの活用で培った、コンテンツの作成能力や更新能力も生かせることから、販路開
拓の方法としてHPの作成が最良であると判断した。しかし事業者は、HPの運用・更新能力は高いものの、HPの構築及
びHPに掲載するメニューのラインナップの整理については不得手であったことから、HP構築期の伴走支援を目的として、
ITスキルの高さに加え、地元マーケットの特性も熟知した本専門家へ依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、本企業が取り扱うサービスや商品を効果的に見せるHPの設計及び対象顧客の絞込みや本企業の強みの訴求
方法についてFacebookなどを使ったアドバイスも実施した。 自身が福井の消費者でもあることから、顧客目線のアド
バイスも行った。
次に、構築したHPをもとにして、本企業が契約しているCMSを使用したHP制作の技術的な支援を行った。最後に、構築
したHPの関連システムの操作方法について支援するとともに、HPの見せ方についてのアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000kPputAAC

支援

企
業

■氏名：吉田 直哉

■保有資格：

■専門分野：ＩＴを活用した経営力強化

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：中小企業のITパートナー

HP構築の必要性は認識しつつ踏み切れなかったが、専門
家先生に具体的解決策のアドバイスを多数頂戴して開設ま
で辿り着くことが出来ました。HP構築開設により、宣伝効果
は勿論、情報発信だけでなく、お客様からの情報やニーズ確
認も可能となり、同業者との情報共有スペースとしても有効
活用することが出来ています。同時に、弊社の歴史や存在意
義を見つめ直し、活動を常にオープンにしていく編集作業
は、自己の行動を再確認する貴重な場となっています。

支援により、HPの構築ができ、無事に公開することができた。HP正式公開へ結びつけたほか、
PDCAサイクルを回し、より良いHPに進化し続ける仕組みづくり構築を果すことができた。また、
HP公開により、WEB上での情報発信を通して『お問合せフォーム』から電話や来訪より気軽に
顧客からの問い合わせも増えるようになり、顧客ニーズを把握すると共に、品番の聞き違いな
ども防止でき、スムーズなコミュニケーションから新たな販路開拓につなげることができるように
なると思われる。

福井県
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訪日外国人向け日本文化体験型観光宿泊事業立ち上げ支援滋賀県

支援体制

井上 朋子 氏

滋賀県商工会等支援ネットワーク

滋賀県商工会連合会

専
門
家

ジェイスタッフ

■業 種 ： 宿泊業、飲食サービス業
■従業員： 3人
■資本金： -万円
■創業： 平成15年1月1日
■住所： 滋賀県東近江市宮川町683-103
■企業概要：ホテル・料亭等への

配膳サービス請負業

■支援の経緯
本企業が行っている、既存の宴席請負事業は、時期により繁閑が激しく、閑散期でもスタッフに仕事を提供するため
新たな事業の立上げの必要性があった。そこで、代表である坂口氏が、スタッフの方のスキルを活かせる、訪日外国
人観光客を対象にした日本文化の体験型観光宿泊事業の立上げを企画し、宿泊業の許可取得について、当機関へ
相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
宿泊業や旅行業として事業を行う上での許可取得等の方法は、保健所等への相談によって解決できる。しかし、経
営上のコストや採算面での諸問題を解決し、事業として軌道に乗せることを考えると、専門家を交えて再検討する必
要があると判断した。
専門家へは許可等と必要な手続き、昨今の外国人観光客の動向から見た当社サービスの検討（価格・内容は適切
か）、インバンド事業に関する最新情報の提供を依頼し、当機関は、小規模事業持続化補助金の申請を利用した広
報やサービスに係るサポート、経営計画策定、これら中長期的に伴走を前提にした支援を実施した。

■専門家による具体的な支援内容
支援内容は3点。まず、立上げ予定の事業(4サービス)についてのヒアリング、提供する各サービスの概要、制約条
件、費用、運営方法、活用する資源・スキルの確認。二つ目は、提供予定のサービスを実施するために必要な許可等
と必要な手続きの説明。三つ目は訪日旅行者向け新規事業においての注意点、集客のための方策の説明（地域の
市場の動向、価格設定、ＨＰ作成の際の注意点、集客の仕組み、宿泊業の売上計算方法、費用の見積目安、商品造
成に関するアドバイスなど）。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000UROWTAA5

支援

企
業

■氏名： 井上 朋子
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：地域資源活用
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：観光産業・サー ビス業
の成長・発展をお手伝いするコンサル
タント

井上先生には、個人では明確な答えが見つからな
かった法的な質問にも回答いただきました。また、商工
会の方にも私が聞いておくべきことを先生に質問して
サポートしてくださり、とても勉強になりました。ありがと
うございました。
今後ともご指導くださいますよう、よろしくお願いしま
す。

相談当初の宿泊業の許可についての疑問点や、必要な手続きについても教えていただき、
現在許可申請準備中。また、新規事業を効率的に立ち上げ、軌道に乗せるために、着手すべ
き具体的なプロセス・優先順位が明確になり事業計画を作成することができた。
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「取り付け型茅葺き屋根」製造販売事業計画策定支援京都府

支援体制

小松﨑 哲史 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は、京都府南部地域を中心に事業展開を行っている。茅葺き市場は、年々縮小傾向にあり、茅葺き民家もト
タンを被せて、葺き替えを行わない事例が後を絶たない状況。そこで、2000年以上続く伝統の技法である茅葺きの工
法を活用した新規事業を展開し、これまでの顧客層とは違った新たな顧客の獲得に繋げていく必要がある。そこで茅
葺きの工法を活用した「取付け型茅葺き屋根」製造販売事業というアイデアを事業化したいということで当拠点に相談
があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ぼんやりとしていた事業アイデアを事業計画に落とし込み、事業の採算性や市場性の評価を行うことで、事業化へ
の足掛かりにすることにした。具体的には茅葺屋根の手法を維持継続するための、取付け型茅葺き屋根の有効性、
市場性等を検証し、普及の糸口を探ることを課題とした。専門的分野のため、税理士・診断士として、それぞれの視点
から、実現性の高い事業計画の作成支援の実績のある本専門家へ依頼し、支援後も逐次コミュニケーションをとれる
ようにフォローアップに努めた。

■専門家による具体的な支援内容
支援内容はまず、取付け型茅葺き屋根製造販売事業についてのアイデアのヒアリングを行い、取付け型茅葺き屋
根が建築基準法上問題がないかを確認し、企業の強みを洗い出して、取付け型茅葺き屋根についてのディスカッショ
ンにより事業機会を把握し、事業計画の作成を支援した。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

京都府よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000bOVXnAAO

市場縮小が著しい業界下、主力事業以外に、新たな事業
の柱を作りたい思いは以前からあった。新規事業計画の作
成支援に実績がある小松崎氏の支援を受ける事ができ、事
業計画の策定を進める事ができた。外部の専門家からの視
点は、なかなか気づくことができなかったもので、新たな発見
となった。また、より綿密な事業計画をたてる事ができ、補助
金にも採択され、これから本格的に事業を進めていきたい。
小松崎氏の支援を、当社の成果ならびに茅葺き文化の発展
に繋げるべく、これからの事業推進に邁進していく所存です。

取付け型茅葺き屋根は建築基準法上問題無いと確認できた。職人のネットワーク、伝統の
技法を身につけた職人の知識と技能、職人間の連携による作業のノウハウ、高台寺や桂離
宮といった、京都文化財の萱葺を多数実施している実績と信頼がある事の強みを把握できた。
事業機会について、白川郷や美山といった萱葺屋根がある地域の外国人による観光が好調
で、都市部を中心に田舎への憧れがあり、当事業に対してニーズはあるという結論に至った。
その後、顧客の声の収集、データの確認を行い、事業計画を作成した。

山城萱葺株式会社

■業 種 ：建設業
■従業員：10人
■資本金：700万円
■創業：平成16年2月
■住所：京都府城陽市 寺田中大小100
■企業概要： 茅葺き屋根の工事

企
業

■氏名： 小松﨑 哲史
■保有資格：中小企業診断士

■専門分野：経営革新

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：右に中小企業診断士、左
に税理士という刀を持つミラサポの宮
本武蔵
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創業間もない店舗のHP作成によるPRで集客力向上を支援

支援体制

多田 優之 氏

京都府商工会地域中小企業支援
プラットフォーム

福知山市商工会

専
門
家

アルモニーア

■業種： 宿泊業、飲食サービス業
■従業員： 1 人
■資本金： － 万円
■創業： 平成27年 7月
■住所： 京都府福知山市大江町南有路260
■企業概要：飲食業

■支援の経緯
本企業は、昨年7月に創業した福知山市で飲食業を営む企業である。創業間もないことから、本企業の周知が必要と
考えていたところ、本事業者はサラリーマンを辞めて創業したことから経営については素人であったため、PR方法につ
いて、何から手をつけていいかわからない状況であったことから当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
当機関が本企業を複数回訪問する中で、店舗改装等の初期投資が大きかったことから、PRに最小限の費用しかか
けられないということがわかった。一方、本事業者の経歴等を伺う中で、ワイン等を取り扱っておられたご経験や、陶芸
に携わっておられたご経験があり、そういった経験は、同業他社との違いとなる要素を持っているとともに、HP作成ソフ
トを使用し、独学でHP作成について取り組んでいることもわかった。そのため、まずは、PR方法としてHPの作成の支援
を最優先と判断し、HP作成後もメールなどで簡単なアドバイスをもらえるなど、支援後もアフター支援を行ってくれること
から、本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
HPの今後の継続的な更新やSNSとの連携等を検討していることから、JIMDO（HP作成ソフト及びサービス）を導入す
るようアドバイスした。また、HPの作成にあたって、本企業の強みや販促計画、目標設定などをヒアリングし、HPを構成
するコンセプトとして、前職までの経歴や経験を充分活かせることができる(レストラン、ワイン、陶芸、音楽）の４つに絞
り、その場にいるかのような感覚が味わえる《ライブ感》を重視した写真及び動画で店全体をPRしていけるようにアドバ
イスした。また、HP作成後の消費者の反応を確かめるためのアクセス解析の設定方法と見方についてもアドバイスを
行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000U5701AAB

支援

企
業

■氏名： 多田 優之
■保有資格：
■専門分野：ＩＴを活用した

経営力強化
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ： 「ゼロから始めるイン
ターネットde販路開拓」を実務レベル
からわかりやすくサポートします。国
内販売だけではもったいない！今の
うちから海外へ。

HPを見たお客様、Facebookからのお客様も徐々に増え、情
報発信による反応の高さに驚いている。しかも、日本全国、
世界にも発信しているとは意識したこともなかったが、皆さん
に楽しんでいただける新鮮な情報を発信し、是非とも、ご来
店いただき、こだわりの器で、こだわりの料理を、こだわりの
音楽空間で、こだわりのワインとともに楽しんでいただきたい
と思います。

PRの方法としてHPを作成した。また、アクセス解析により、HPの閲覧者数がリアルタイムで表示
されることから本事業者がHPを更新する意欲の向上につながった。また、作成したHPについて
Facebookと連携を行ったことから、Facebookの更新頻度も向上し、有益な情報発信の基盤づくり
ができた。それにより、HPに1ヶ月約900名の訪問者、Facebookは多い時には、1000リーチを超え、
ページをみて来店される顧客も増えた。

京都府
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開発した特殊ねじ接続方式のストレーナー管の生産体制の支援大阪府

支援体制

堤 裕司 氏

大阪府商工会・中央会・大阪弁護士会
中小企業支援プラットフォーム

大阪府商工会連合会

専
門
家

株式会社 ミサキ

■業 種 ：製造業
■従業員：25人
■資本金：2,000万円
■創業：昭和56年4月
■住所：大阪府摂津市鳥飼本町2-3-29
■企業概要： ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ管異形押出製品加工業

■支援の経緯
本企業は、井戸・温泉・地質調査用集ストレーナー管の加工等を行っている。ストレーナー管のスリット幅0.3mmの作
成依頼を受けたが、依頼された製品は国内ではまだ開発されていないものであった。そこで本企業は、取引先からの
要請でもある高機能横スリット加工機を開発し、国内にはなかったストレーナー管の開発に成功した。それに伴い、この
開発した試作品の販路拡大と製造体制強化を図りたいと当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングを行うと、開発していた高機能横スリット加工機での試作品は、マーケット自体は非常に大きく、他社製品と
の差別化を図ることができるものであった。しかし、現状の工場の設備環境では量産することが難しいことから、設備環
境の改善が必要であり、新規機械導入に伴う資金調達や事業計画作成についての支援が必要である事が判明した。
そのため、中小企業の事業計画作成や経営基盤強化において実績のある本専門家へ依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
長期事業計画、経営戦略を明確にして、計画達成のための行動計画書の作成や資金調達についてアドバイスした。
具体的には、試作品開発スケジュールを策定し、社員教育等も含め、導入計画を立てるようアドバイスした。また、新た
に高付加価値製品の製作に必要なオリジナル機械の製造と、受注増に向けた製造体制強化を実施していく計画を勧
め、その事業計画書作成についてアドバイスした。そして、売上向上の方策として、国内で実施される工事等を対象と
するために、国土交通省のイントラネット及びインターネットで運用されるデータベースシステム (NETIS新技術情報提
供システム)の申請、登録を行うようアドバイスした。最後に、これらの事項を盛り込んだ事業計画書での金融機関から
の融資による資金調達についてもアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxidSAAR

支援

企
業

■氏名：堤 裕司
■保有資格：税理士
■専門分野：経営革新
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ： 企業の「全体最適化」

を目指します。

・キャッシュフローの把握により財務の健全化を図ることが
でき、投資と融資のタイミングが把握できるようになった。
・経営革新申請書作成により事業計画策定の重要性を認識
した。また、承認されたことにより低金利での資金調達が可
能となった。
・開発機械を活用し国内で製造されていなかった高付加価値
商品の提供により、新たな取引先、新分野進出が叶い、売
上が1.5倍となりコスト削減も図れた事で利益率向上となっ
た。

経営革新計画により資金調達に成功したことで製造体制の強化が可能となり、新た
な商品提供から取引先増、売上げアップにつながった。また、具体的な行動計画を作
成していったことにより、行動の検証ができ、今後の目標の達成度を高く設定すること
ができた。また、次回以降の計画にも活かすことができるようになった。
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新事業のセミナーをPRするための広報チラシ作成支援

支援体制

石川 伊津 氏

大阪市域支援専門家プラットフォーム

大阪商工会議所

専
門
家

株式会社アサイコンピュータサービス

■業種：情報通信業
■従業員： 3人
■資本金：1000万円
■創業：1993年4月1日
■住所：大阪市阿倍野区阿倍野筋3-12-2-103
■企業概要：パソコン業務用オーダーソフト作成、
パソコン教室

■支援の経緯
本企業は、業務用オーダーソフトの作成およびパソコン教室を開設しているが、オーダーでなくとも、個別企業が現在
使っている業務システムを、VBAの「開発」機能を使用することで、充分業務に役立つシステムを作成できることがわ
かった。このシステム開発の内製化は、パソコン作業未経験者であっても、短期間の支援で新しい業務システムを開発
できるものである。そのため、個別企業にとって役に立つサービスであると考え、当システム開発の内製化についてセミ
ナーを開催するとともに、当セミナーについてHPを活用してPRを行った。しかし、期待する程の効果が得られなかったた
め、チラシによる広報を試みることとしたが、ノウハウがなかったことから、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
システム開発の内製化という事業の内容については、専門分野であることから課題の分析は当機関では行わず、当
セミナーの広報をどのように効果的に行いPRしていくかということ、つまりいかに顧客の訴求できるチラシをつくるかと
いうことを課題と判断した。そのため、効果的に顧客に対して訴求できる広告コンテンツの作成を支援できる本専門家
に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
本事業者の要望を聞き取り、チラシのコンテンツの基本要件を整理しつつ具体的にポイントをまとめて提示を行った。
まず、大まかなレイアウト案を作成し、当案をもとに本事業者と意見交換を行いながら、本事業者の要望を取り込んで
アウトラインを作成した。当事業者の要望を取り込むだけでは効果的な成果物の作成には至らなかったため、適宜、わ
かりやすいイラストの活用や訴求力のある資料との差替えによって再構築を行い完成に至った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000TGSqWAAX

支援

企
業

■氏名：石川 伊津

■保有資格：

■専門分野：販路拡大・販促支援

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：売れるPOPづくりを強力
にサポートします

要望をしっかり理解してご指導いただいた上、こちらも充分
でないとはいえ、広報を行うために何を要点とするのか、何を
しなければならないかを理解することができた。そして、一番
ありがたかったのは、こちらが思っていた通りの納得できるチ
ラシが作成できたことである。

セミナーの訴求ポイントについて、事業者に再認識してもらうため根気
強く聞き取りを行い、チラシのデザインを作成していった。また、チラシを
配付したことで、セミナーへの参加の申し込みが短時間の間にやってくる
ようになった。これは、HPでの広報では見られなかったことである。また、
特に経営者からの事業自体への問い合せが増加し、結果としてセミナー
への参加に繋がった。

大阪府
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若年層向け商品開発のビジネスマッチング支援兵庫県

支援体制

古庄 直之 氏

近畿中小企業専門家相談センター

株式会社エフアンドエム

専
門
家

池本醤油合名会社

■業 種 ： 製造業
■従業員： 8人
■資本金： 50万円
■創業： 明治18年 4月
■住所： 兵庫県神戸市西区櫨谷町福谷691
■企業概要：醤油製造、販売

■支援の経緯
本企業は、明治から続く醤油の製造販売を行っている会社であるが、既存の卸先での受注が減っている影響で売上
げが減少している状況であった。経営者は現状を打開するため、今後の売上増加のための販路拡大に悩みを抱えて
いた。そのような状況で知人の社長から、販路拡大に関する相談先として、地元の地域プラットフォームである当機関
の紹介があったことから、当機関に販路拡大についての相談依頼があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングの結果、本企業が抱える顧客が高齢になったことから、商品を長く使ってくれる若年層を取り込む必要が
あったが、これまで若年層向けの商品がなかった。そこで、幼稚園児・低学年層から２０代までといった若者層に向けた
商品を開発し顧客ターゲット層を広げ、売上げを増加させる事が効果的であると判断した。しかし、本企業の既存材料
だけでの開発には限界があることと、自社単独での商品開発は現在の経営を圧迫する可能性もある状態だったことか
ら、自社単独ではなく、他社と合同で新商品の開発を行うことが必要であると判断した。そのため、ビジネスマッチング
について実績がある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
本企業の既存製品と他社の規格外製品（仕入価格ゼロ、輸送費のみ）とを組み合わせることにより、原価を極限まで
抑え、他社の廃棄経費をゼロにする技法を教授した。この技法により若年層向けの新商品としてふりかけ、スープ、ス
イーツなどをするようアドバイスした。また、その商品を自社および他社の商品ラインナップに加え、今回協力してくれる
他社と協議した上で事業共同組合を設立して販売するようアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声
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成
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関
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専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxit5AAB

支援

企
業

■氏名： 古庄 直之

■保有資格： 職業訓練指導員

■専門分野： 販路拡大・販促支援

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：販路拡大・新製品開発・
ビジネスマッチングのエキスパート。

自社だけではできない新商品作りを、他6社とのコラボ
レーションにより生まれる可能性を実感しました。また、
共同作業によるコミュニケーションを深めることができ
たと思います。専門家の古庄氏には丁寧な説明と、7
社の社長を結びつけるきっかけを作ってくれたことに大
変感謝しています。

ビジネスマッチングにより第一弾の若者向けの試作食品が完成した。他社6社(株式
会社松原製餡所、黒田昆布株式会社、株式会社島田商店、株式会社鍵庄、トータル
インシュアランスサービス株式会社、神戸フードラボ 順不同)との事業協同組合設立
の合意を得ることができた。今後は、試作品を商品に仕上げることで販路拡大が見
込まれる。
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創業店舗のビジネスモデル作成支援及び事業計画策定支援

支援体制

岡田 明穂 氏

阪神地域プラットフォーム

尼崎商工会議所

専
門
家

竜本史江

■業種： 宿泊業、飲食サービス業
■従業員： -人
■資本金： －
■創業： 平成27年11月 ※相談後に創業
■住所： 尼崎市 西長洲町2丁目13-11
■企業概要：ランチの定食屋

■支援の経緯
本事業者は、当機関が開催する創業スクールを受講したことで、事業内容及びビジネスモデルは確立されつつあった。
しかし、本事業者は調理師として11年の経験をもち、接客業の経験はあったものの、経営マネジメントについての経験
がなかったことから、事業計画の策定から損益分岐点の妥当性及び顧客を誘引する上での店舗デザインの構築につ
いて課題を持っていた。そこで、創業スクールを開催していた当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本事業者は、創業スクールの受講時点で、創業する日及び創業場所も既に決まっており、根幹である事業コンセプト
（誰に、何を、何のために、どのように）はある程度確立されており、ビジネスモデルも作成過程にあった。しかし、事業
内容の事業計画への落とし込みと経営的な知識の習得が、創業を行う上では急がれる状態であった。具体的には、1
日の予想来店客数、単価設定、損益分岐点に基づいた目標達成売上等の計算方法、創業に必要な資金の見積もり、
ターゲット顧客に来てもらうための店舗デザインや周知方法について重点的に支援を行う必要があると判断した。そこ
で、創業スクール担当講師でもあり、開業支援にも多く関わった経験を持っている本専門家に支援を依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、ビジネスモデルを決定し、それを元に、店舗デザインやメニュー開発についてアドバイスするとともに、チラシの
作成を支援した。同時に初期投資額やその後の経費関係を算出し、資金計画表の作成を支援した。 また、利益を出
すために必要な顧客単価・顧客数を算出し、その実現性及び店舗運営に対する人員体制や設備、集客方法について
アドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域
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専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjULAAZ

支援

企
業

■氏名： 岡田 明穂
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：創業
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：私はコンサルタントでは

ありません、あなたの
志実現パートナー、あ
なたのお店の・会社の、
社外経営企画室です！

創業まで期間がない中、創業に対する思いをご理解いた
だき、親身に相談に乗っていただいた。コンセプトや数値計
画、集客方法、店舗デザインなど飲食店を経営する上で必要
な知識を詳しく指導頂き、必要資金と売上目標（限定20食）を
明確に持てた事で、経営が非常にやりやすくなった。また限
定20食が店の大きな売りになり、想定ターゲットのお客様を
中心に、常連も徐々についてきた。本当に経営相談を受けて
よかったと考えている。

支援によりビジネスモデルを明確にすることができた。店舗のコンセプトが明確化
したことで、メニュー構成や店舗デザインを固めることができ、それにより、目標通り
平成27年11年20日に創業することができた。また、資金計画表から創業に必要な
資金も決まり、また、事業継続に必要な売上目標も決まり、1日限定20食の目標を
立てることが出来た。

兵庫県
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少人数で運営できる店舗レイアウトと売れる店舗つくり支援奈良県

支援体制

島本 一仁 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は元々少人数でお店を経営をしている状態であったが、昨年店を手伝っていた従業員が退社した。そのた
め、残された従業員だけでは従来の営業時間の確保が難しくなり、売上げが減少した。経営者は限られた人数で売
上げを回復させるには、どうしたら良いか分からない状態であった。そのため、近隣支援拠点である本拠点に相談が
あった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へのヒアリングを行い、現状と目指している将来像について確認した。現在、家族3名で経営している状況で
あるが、資金的な理由から従業員の増員は困難で、また大規模な改築も予定していなかった。そのため、今後も3名
体制での経営で経費をかけずに作業効率を高め、売上げを回復する必要があった。そこで、まずは従業員の作業効
率の良い動線の確保へのレイアウト変更と、お客様目線で入店しやすいお店づくりをし、さらに、お客様の集客増加を
支援する必要があると判断した。そのため、飲食業の店舗づくりの支援において実績ある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
従業員の作業効率の良い動線を確保するために、カウンター及び厨房内の卓上冷蔵ショーケースの設置場所を変
更することで得られる改善効果についてアドバイスした。また、お客様目線で入店しやすいお店づくりの必要性を説明
し、実際にテーブルやワゴンを配置変更することで、店舗内のイメージを見てもらった。お客様の集客増加に関して
は、店舗の明確化をすることが重要であるため、同業繁盛店の成功例を参考に、のぼりの活用・障子扉を開いた場合
の店舗外観の効果をアドバイスした。また、販促物・POPとして、メニュースタンドの活用の重要性と、活用期間の基本
的な考え方をアドバイスした。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

奈良県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxicYAAR

■氏名： 島本 一仁
■保有資格：

■専門分野：販路拡大・販促支援

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：飲食業の販売支援

家族3人で店舗運営が出来るようになり、業況も軌道に乗りつ
つある。専門家のアドバイスで色々な考え方を教えてもらうこと
が出来、今まで改善することが分かっていたが、行動に移せな
かった。今では、店舗内も明るくなり店舗に活気が感じられるよう
になり、前向きに行動できるようなった。

レイアウトを変更し、店舗内の障子を新しく張り替えたことにより、清潔感が感じられるように
なった。また、昼間は障子を開け、日が差し込み店舗内に活気が感じられるようにもなった。
店舗外の「のぼり」を新調して、幹線沿いからも店舗が営業していることがはっきり分かるよう
になった。店舗内に食べ終わった後の食器の返却を顧客に手伝ってもらう張り紙を行い、少
人数での店舗運営に協力してもらえるようになった。今まで料理を作ることばかり考えていた
が、お金を掛けずにできる店作りをはじめたことで、原価計算も積極的に行うようになった。

紀玄

■業 種 ： 卸売業、小売業
■従業員： 2人
■資本金： -万円
■創業： 昭和54年
■住所： 奈良県奈良市三碓6-10-6
■企業概要： 麺類販売(うどん)

企
業
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「売りやすく・買いやすい」店舗にするための陳列方法改善支援

支援体制

小林 れい 氏

奈良県中小企業・小規模事業者
支援センター

奈良県商工会連合会

専
門
家

革遊び ＨＡＲＵＨＩＮＯ

■業種： 卸売業、小売業
■従業員： － 人
■資本金： － 万円
■創業： 平成26年 12月
■住所： 奈良市餅飯殿町12番地 夢CUBE A
■企業概要：革製品の製造、小売り

■支援の経緯
本企業は、一昨年に創業した革製品の作成・販売を行う企業である。創業以前、本事業者は創業を志していたもの
の、当分野に関する知識が乏しい状態であった。そんな中、創業した別の事業者より、本企業の支援要請が当機関に
きたことから、まずは当機関の創業スクールを案内し、終了後、フォローアップ支援を行って創業するに至った。しかし、
創業はしたものの、売上げが思うように伸びなかったことから、売上拡大について引き続き当機関にて支援を行った。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業の商品構成は自社商品と販売後に売上の何割かを支払う委託商品、買い取りで仕入れる商品の構成となっ
ているが、粗利率の低い委託商品より、利益確保のためには粗利の大きい自社商品の販売を増加させる必要があっ
た。しかし店舗スペースは十分な広さではないことから、顧客の導線を十分に確保し難い状態であり、現状の陳列も自
社商品を効果的に陳列できていない状態であった。そこで、顧客の目線を意識し、自社商品の購買頻度が上がるよう
な陳列方法の改善を行うことが必要と判断した。そこで、店舗の陳列方法について豊富な知識を持つ当専門家に支援
を依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まずは、お客様が店内に入店してから出ていくまでの目線の動きと心の動きについて事業者に説明を行った。そのう
えで、現状の陳列から自社商品の効果的な陳列方法についてのアドバイスを実施し予測滞在時間や予測購買率など
のギャップ分析を行った。 また、事業者が新しい陳列棚の購入を予定されていたことから、陳列方法の改善後のイ
メージを踏まえて、どのような陳列棚を購入するかアドバイスを行うとともに、新しい陳列棚での陳列イメージ図を作成
し、そのイメージ図を元に、事業者が陳列内容と陳列棚の配置について、シミュレーションを行える環境を提供した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域
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専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000dwd5aAAA

支援

企
業

■氏名： 小林 れい
■保有資格：ディスプレイアドバイザー
■専門分野：ＩＴを活用した

経営力強化
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：ｷﾞﾌﾄに選ばれるお店作り
のお手伝い。 陳列技術とﾗｯﾋﾟﾝｸﾞｻｰﾋﾞ
ｽ。「人と人を結ぶ」をﾓｯﾄｰに、ｸﾘｴｲﾃｨ
ﾌﾞな手段でｷﾞﾌﾄに選ばれるお店作りを
ｻﾎﾟｰﾄする総合ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ。

商品を作成する事で頭がいっぱいで、陳列やお店づくりに
まで意識が回りませんでした。実際に助言に基づき改善する
と、自社商品の売上げも伸び始めたので、売れる店舗づくり
は、お客様の購買心理や目線の動きなども意識して取り組ま
ないと駄目なことが理解できました。この施設の入居期間は3
年間と期限があるので、ここを出てから実際の店舗を持つ際
も、今回助言いただいた内容を実際のお店づくりに反映した
いと思っています。このような制度は小規模事業者にとって
大変ありがたいので今後とも継続していただけると助かりま
す。

これまでは、委託商品、仕入れ商品が中心に売れていたが、自社商品
の購買頻度が上がる陳列方法への改善を行ったことで、自社商品の売上
が陳列方法改善前と比較して伸びた。また、店舗スペースを一巡りできる
陳列方法にしたことで、顧客の店舗滞在時間が大幅に伸びた。

奈良県
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地域資源をいかした商品ＰＲ・販促プロモーションの立案支援和歌山県

支援体制

大谷芳弘 氏

わかやま中小企業支援プラットフォーム

田辺商工会議所

専
門
家

V COFFEE

■業 種 ： 卸売業、小売業
■従業員： 3 人
■資本金： - 万円
■創業： 平成 9 年 12月
■住所： 和歌山県田辺市南新町201
■企業概要： ｺｰﾋｰ豆・器具及び紅茶・菓子販売

■支援の経緯
本企業は、熊野本宮大社内に新店（カフェ）を昨年オープンし、メインの珈琲のみならず、地元で採れた蜂蜜を使っ
た新商品「くまみつカステラ」を開発し、さらに現在ハチミツを使った目玉商品の販売も計画していた。これに伴い、商
品や生産者、地域情報などのPR方法で悩んでいたことから、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
生豆を仕入れて焙煎したコーヒー豆の小売が主な業務。本企業は商品開発の意欲が旺盛で、販売促進のためにも
ＰＲやプレス広報を進めたいが、そのノウハウがまだまだ不足していた。そこで、広報の際に必要なコンセプトをまと
め、プレスリリースやその手法などについては実績の豊富な本専門家に依頼し、商標登録については当機関と発明
協会と連携して、その申請手続きについての支援を行った。

■専門家による具体的な支援内容
広報戦略・プレスリリースの内容の確認とマスコミへの情報発信に関して指導。広報には①考え方、②やり方、③伝
え方があり、広報を行う為の「企業理念＝想い」「コンセプト＝主張」「ビジョン＝あるべき姿」を明確にし効果的な販売
促進計画や販促プロモーションを一緒に立案した。新商品のコンセプトとして「新規性」×「商品」とし、使用するキャッ
チコピーや効果的な写真、日本ミツバチと西洋ミツバチの違いについての比較表などプレスリリース作成のアドバイス
を行った。また、広報プレスリリースマニュアルを基にプレスリリースの案を作成した。【提供資料】①広報アプローチ
BOOK、②プレスリリース作成マニュアル、③広報ヒアリングシート、④広報コンセプトシート、⑤最新テレビ番組・新
聞・雑誌社連絡先リスト。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxim6AAB

支援

企
業

■氏名： 大谷 芳弘

■保有資格： 販売士

■専門分野： 経販路拡大・販促支援

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ： 地域を活性化させる
共同プレスリリースの作成＆
アドバイス

それまで、行き当たりばったりだったのが、タイミングを見計
らって、メディアを意識した広報戦略を専門家と商工会議所
の指導員さんと一緒になって考えたので、とても参考になりま
した。まさに出口を見据えた商品開発・情報発信ができました。
大谷先生は良いところ探しがとても上手で、それを伸ばして
分かりやすくアピールする手法がとても良かったと思います。
また、業務が忙しく困っていたところ、商工会議所も派遣や
指導にあたっての事務的なことを助けていただいたので、と
てもありがたかったです。

プレスリリースの実践方法と考え方、さらには伝え方など、的確に情報を伝え
る手法を学んだことで、メディアへの発信や情報提供が効果的にでき、
9月には首都圏の女性向け情報誌であるＯＺＴＲＩＰ「歩く旅」にも掲載された。
また、効果的な販促計画やコンセプトを共に考えることで、地域資源をいかした、
さらなる商品開発にも繋がっている。今後さらに情報発信することで、新規顧客を取り込みたい。

平成27年度専門家派遣事例50

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxim6AAB


ECサイト、及びSNSのブラッシュアップとサイトへの集客方法支援

支援体制
Ｃｏｃｏｒｏｋｉｄｓ（個人事業）

■業種： 卸売業、小売業
■従業員： 2人
■資本金： なし
■創業： 平成27年1月
■住所：和歌山市園部1430-4六十谷第2ビル1Ｆ
■企業概要：子供用を中心としたハンドメイド

雑貨の製造・販売

■支援の経緯
本企業は平成26年9月にハンドメイド雑貨店舗「Ｃｏｃｏｒｏｋｉｄｓ」を夫婦２人でオープンし、同時に自社ECサイトを自身
で立ち上げた。 「子供心に戻れワクワクできる商品・店舗」をコンセプトに店舗・商品のPRを開始したが、知名度が上
がらず売上げが低迷していた。そのため、今後どのように自社・商品をPRし、知名度を上げ、売上げに繋げていくかと
悩み、当拠点に相談があった。
■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
マーケティングの観点（4Ｐ）から商品は十分魅力的だが、問題は商品ＰＲ・情報発信が不十分であり、効果的な販売
促進が出来ていないことであった。そのため店舗とECサイトの2つの販路に着目し、店舗は和歌山市の郊外で人通りが
多いとは言えないため、まずはECサイトに加えSNSなどのツールを活用して積極的に情報発信を行い、口コミでの知名
度アップが重要と判断した｡ 同時期、本企業が日本最大手作りコンテスト・tetoteハンドメイドアワード2015にて、グラン
プリに選ばれ、これを知名度アップの絶好のチャンスと捉えた。そこで、ネット販売のスキル・ノウハウを高めるために、
ネット販売に長けた事業者との意見交換の場として「和歌山県eコマーズ研究会」を案内し、参加いただいた。また、EＣ
サイトで効果的なSNS活用を行うためにネット販売・ＩＴ活用の専門家からマンツーマンによる指導・アドバイスも必要で
あり、ネット販売・ＩＴ活用に加え将来の資金需要も考慮しクラウドファンディングを入れて、本専門家に依頼した。
■専門家による具体的な支援内容
魅力があり集客できるECサイトを作るためのポイント・コツを、自身のネットサイトやこれまでに支援したECサイト・SNS
を見ながらマンツーマンで指導・アドバイスした。SEO等技術的な側面、サイトのデザイン・構成、アクセス数を増やすた
めのポイントやSNSの有効活用を通して口コミ・ファンを増やす方法などを指導し、本企業が直ぐにアクションを起こせる
ようにした。新しいツールの活用として、ツイッター、インスタグラム、Line@による情報発信、動画の有効活用（YouTube
のチャネル登録）なども提案し、有効活用のポイント・技術をアドバイスすると同時に、クラウドファンディングに関して
も、自身が活用した経験や実際の事例を説明して、成功に導くポイントをアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SPOZNAA5

企
業

■氏名：道端 俊彦
■保有資格：阪南大学インターネット
エコノミー客員講師
■専門分野：ＩＴを活用した経営力強
化・販路拡大・販促支援
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：常に中小企業の方の目
線で、IT経営の成果がでるご指導をさ
せて頂きます。一緒に考え、丁寧にｻ
ﾎﾟｰﾄします。

専門家の道端さんには懇切丁寧に指導いただき大変感謝
している。多くの実践的なアドバイスをいただいたので、直ぐ
に実行に移すことができた。徐々にではあるが、サイト・SNS
のアクセスが増えており、今後の売上増に繋がることを期待
している。

本企業のネット販売・ＩＴツール活用のスキル・ノウハウが著しく向上した。ECサイトで
SEO対策、アクセス数などKPI管理、サイトデザインの変更・情報追加等を行うとともに、
ECサイトとは別に新たな情報発信の場としてHPを立ち上げた。SNSの有効活用として
Facebookの内容充実・頻繁な更新を実践し、ツイッター・インスタグラム・ Line@を開始した
ことで、サイトアクセス数が増加、口コミによる評判が広がり、テレビ、ラジオに取り上げら
れた。

和歌山県

道端 俊彦 氏
専
門
家

相談

支援依頼

支援

和歌山県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点
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ホームページの改訂による新たな販売チャネルの開拓支援鳥取県

支援体制

加藤 忠宏 氏

鳥取県中小企業支援プラットフォーム

鳥取県中部商工会産業支援センター

専
門
家

株式会社 アグリネット琴浦

■業 種 ：卸売業、小売業
■従業員： 2人
■資本金： 300万円
■創業：平成25年1月23日
■住所：鳥取県東伯郡琴浦町赤碕1840-1
■企業概要：ブルーベリー等を原材料とした
特産品の企画開発、販売。観光農園の運営。

■支援の経緯
本企業は、関連会社が生産しているブルーベリーや地域の特産品を使った付加価値の高い上質な商品を企画開発
し、百貨店・スーパー・道の駅等に卸している。厳選した原材料を使用しワンランク上の商品としていることから、量販
店等は取引条件が合わないことが多く、適正な利益が確保できる販売チャネルの開拓を模索してきた。しかし、独自
の販売促進活動だけでは限界を感じていたことから近隣支援拠点である当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本事業者の商品のPR方法は、展示会等への出店とパンフレットの配布が主であり、自社HPのネット販売は、販路
拡大の有効なアイテムとして活用ができていない状況であった。商品アピール力の強化と、観光農園の来園客増加
が必要であることから、HP等を整備することによる商品のアピール力の強化、及びブルーベリー観光農園の集客力
の強化を図るため、HPの単なる改訂だけでなく、SNS （ソーシャル・ネットワーキング・サービス）やYouTube等を効果
的に活用したサイトの開設を支援することとした。そのため、SNS等に詳しく、多数の指導事例・成功事例を有している
本専門家へ依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
HP、SNS、YouTube等の特性の説明と効果的な活用についてのアドバイス、WEBでの販路拡大の成功事例の紹介
と相談企業への応用についてアドバイスを実施。タイムリーな情報発信を行うためCMS（コンテンツ管理システム）を
導入することとし、ドメイン取得から作成手法・デザイン・内容、セキュリティ設定、SEO（検索エンジン最適化）等につ
いて指導した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj64AAB 

支援

企
業

■氏名：加藤 忠宏
■保有資格：
中小企業診断士
■専門分野：
販路拡大・販促支援
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
魅せる販促コンサルタント

WEBを活用した効果的な情報発信の方法、 「写真の撮り
方」「画像の見せ方」「コメントの記載」など基本的な知識を具
体的に丁寧に指導していただき、基礎知識が習得でき、イン
ターネットを活用した販売促進について、理解を深めることが
できた。これまでの販促のイメージを一新することができ、新
たな販売チャネルとして、タイムリーな更新ができるサイトを
立ち上げることができた。定期的な更新を心がけHPの鮮度を
保つように努力している。

CMSによるHPとしたことで、更新が容易となったことから思い通りの自由な表現がで
きるようになり、より魅力的なＨＰの構築が可能となった。商品の魅力を伝えることので
きる写真を撮影し、ＨＰに掲載することができるようになり、ｂｌｏｇとともに、タイムリーな
情報発信ができている。また、HPやｂｌｏｇをリンクさせることによるSEO対策を実施。新
HPになってからのアクセス数が翌々月には2.5倍に増えた。また、これまでほとんどな
かった電話での問い合わせが10件以上もあり、その半数が販売につながっている。
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若年層の集客を図るためSNSを活用したPR支援鳥取県

支援体制

木谷 直也 氏
専
門
家

旬菜 お好み焼 鉄板焼 かどわき
（株式会社エヌ・キッチン）

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：1人
■資本金：300万円
■創業：平成27年年3月13日
■住所：鳥取県米子市三旗町6-5
■企業概要：お好み焼・鉄板焼

■支援の経緯
本企業は、住宅街の中で開業し、当初、昼営業のみを考えていたが、昼の集客が思うようにいかなかったため、夜営
業を開始した。夜営業により、集客増を図ることができたが、中心顧客が店舗周辺に居住する住民であり、比較的年齢
層の高い顧客が多い状況にあった。開業から半年経過し、全体売上増加を図るべく、昼の集客の方法について相談す
べく日本政策金融公庫の経営相談会に参加したところ、本拠点を紹介された。
■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業へのヒアリングをし、立地やメニューの確認すると、次の３つの課題が明らかになった。①店舗周辺の住民以
外への認知度が低い。②昼の主たる顧客層である20～40代の会社員や学生への周知が不足している。③旬の食材を
利用した特徴あるメニューが豊富であるが、店舗に来店した人にしかその魅力が伝わらない。昼の主たる顧客と同年
代でSNSを活用しているサブコーディネーター自身が、SNSでつながっている同年代の当企業店舗への来店履歴を目
にすることがなかったことに着目し、顧客ターゲット層が多く利用しているSNSを活用することで、店舗の魅力をアピール
し集客に活かすことが必要であると判断した。そこで、IT利活用が得意で、飲食店や食品の販促・パッケージデザインも
実績のある本専門家に依頼した。
■専門家による具体的な支援内容
まずは、数あるSNSサービスからどのサービスを選択すべきかを見定めるため、それぞれSNSのターゲット層や、短
所・長所を比較しながら解説し、潜在顧客ターゲット層・費用面などからフェイスブックを使用した発信を選択することを
提案した。具体的には、フェイスブックを利用した発信方法を他社運営例などを交えながらアドバイスし、運営する際に
重要となってくる効果的な広告の使用方法を解説した。また、運営方法について、発信のスケジューリングや継続させ
る事の大切さを理解していただいた。特に、日替わり・週替わりメニューやおすすめメニューを写真とともに定期的に発
信することで、集客につなげるようにアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000n11lQAAQ

支援

企
業

■氏名：木谷 直也
■保有資格：カラーコーディネーター
■専門分野：販路拡大・販促支援
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：企業様の販促物に関して、紙
媒体・WEB媒体を問わず、それぞれのツー
ルの特性を活かし、全般的・横断的に戦略
を設計・提案いたします。

経営相談会での1回限りで終わるのではなく、継続的な相談
を受けることができた。サブコーディネーターには、取り組むべ
きことを明確化していただいた。専門家木谷氏には、HP、ブロ
グ、ツイッター、インスタグラム等とSNS（フェイスブック）の差異
やメリット・デメリットについても説明いただけたため、納得して
取り組むことができた。特に、最低でも週1回以上の更新が必
須であることを指導していただいたことで、毎日の業務のなか
で必ずやるべきことが明確化された。結果的に、当社の魅力で
ある食材や調理法にこだわった料理の数々を、来店いただい
たお客様以外にもアピールすることができていると考える。

支援の結果、昼の集客が徐々に増加する傾向にある。SNSに
よる知名度の向上もあり、夜の部の集客も増加している。また、
メニューについても昼の定食を用意するなどして、顧客の満足度
を高める工夫にもつながっている。さらに、平成28年1月には地
元テレビ局の情報番組にも取り上げられ、話題を集めている。

鳥取県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点
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ＩＴ活用による仕入管理システム構築とＨＰの開設支援島根県

支援体制

桑原 巧 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は、レストラン事業、病院、福祉施設などのメディカル給食事業の受託業務を行っている。現在、仕入業務の
管理方法がアナログ作業であり、事務処理が膨大で従業員の負担となっていた。また、業容拡大のため新たな取引
先開拓を検討していたが、本企業の認知度が十分ではなく、業容拡大に必要な人材が集まりにくいと感じていた。そ
こでシステムのＩＴ化を進め、従業員負担を減らすとともに、HPを充実することによって広く本企業を周知させたいと考
えていた。しかし、HP等のスキルが十分ではなかったため、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
代表者にヒアリングを行ったところ、本企業は経営改善計画も策定し、売上が順調に推移していた。しかし、システ
ム導入が進んでおらず、紙ベースでの運用がメインの為、仕入作業や各事業所のデータ管理が非効率であることが
わかった。そこで、ＩＴを導入することで効率化を図ることから着手し、上記システム導入後、ＨＰを開設する計画とした。
そのため、管理システム等の導入支援や、HPの開設支援の実績がある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、役員・幹部・本部の担当者等との現状についてヒアリングを実施した。ＩＴ・HPの基本について、ＷＥＢ環境の概
要等を解説した。仕入れ管理システムについては、２０ヶ所の事業所全てにシステムを導入することで、リアルタイム
に本部の管理部門でも確認できるシステム構築のアドバイスをした。HP作成については構築ワークフローとして、①
調査フェーズ②戦略フェーズ③設計フェーズ④構築フェーズ⑤運用フェーズの流れを解説した。また、サイトマップとし
て、トップページのコンテンツ項目を重要度順に整理（店舗・ニュース・会社概要・求人情報・お問い合わせ・サービス・
記事・沿革・アクセス・代表挨拶）し、ホームページのレイアウト例を示しながらデザイン等をアドバイスした。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

島根県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000n155IAAQ

■氏名：桑原 巧
■保有資格：

■専門分野：
ＩＴを活用した経営力強化
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
中小企業の業務をＩＴでお手伝い

ＨＰ導入支援についてはＷＥＢ環境等の基本説明か
ら事例紹介などを交え丁寧で判りやすい説明であっ
た。

またシステム管理のＩＴ活用については、ＩＴ専門家とし
ての知識が非常に高度で、当社の現状分析と問題点
を指摘いただき、今後の経営戦略軸（仕入管理システ
ム構築）が見えてきたので、非常に参考になった。

仕入管理システムを構築する必要性が認識できたことにより、社内で5％の仕入コスト
削減を目標に掲げ、平成27年度中にシステムを立ち上げることを決定することが出来た。
HPについても、仕入管理システム構築後に来年度中に開設する方向で決定した。

株式会社 至誠

■業 種 ：宿泊業、飲食サービス業
■従業員： 147人
■資本金： 2,000万円
■創業：昭和51年4月15日
■住所：島根県出雲市高松町778-1
■企業概要：レストラン経営、病院、学校、福祉
施設等の給食業務、社員食堂給食の受託

企
業
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既存事業の見直しとコークス活用新事業展開計画策定支援岡山県

支援体制

児玉 健治 氏

岡山県中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人岡山県産業振興財団

専
門
家

有限会社三和砿油

■業 種 ：鉱業、採石業、砂利採取業
■従業員： 4人
■資本金： 800万円
■創業：昭和24年9月13日
■住所：岡山県倉敷市玉島乙島49-9
■企業概要：油類（重油、灯油、軽油、

潤滑油）販売 等

■支援の経緯
本企業は創業60年超の老舗企業。創業以来、油類販売を主業とし現在に至っている。昨今の原油価格の乱高下、
大手製油メーカーや系列スタンドの台頭により、経営環境は年々厳しい状況となっている。そんな中、メインバンクの
中国銀行より、自社の経営課題を明確にしたうえで、新規事業展開を検討してはどうかとのアドバイスを受け、当機関
に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は地域での知名度が高く、事業実績もあるものの、新規事業の展開方法などを事業計画として落とし込むこ
とが不得手であった。また、本企業は、ニッチではあるがコークス販売を推し進めたいとの考えがあることから、既存
事業の経営課題を明確にしたうえで、コークス販売を新規事業として展開するための事業計画が必要であると判断し
た。そこで、事業計画の策定支援等を得意とし、支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、既存事業については安定取引先があったが、回収サイトが6ヶ月という厳しい状況であったことから、経営の
効率化が必要であり、「選択と集中」の考え方を取り入れ、経営効率に重点を置く事業計画の策定を支援した。具体
的には、利益率の低い取引先に対する営業活動を月1回に削減し、それまで費やしていた時間と工数を利益率の高
い取引先に投入して効率よく営業する手法をアドバイスした。また、新規事業として位置づけているコークス販売は、
ニーズのある顧客候補を開拓することから着手することとし、既存顧客への営業時の案内強化と、最も効率的な販売
促進策として、WEBサイトを構築してコークス事業を広く案内することを提案した。

※コークス：石炭を原料にした炭素を主成分とする燃料
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■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjV0AAJ

支援

企
業

■氏名：児玉 健治
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営革新
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：明日の百より今日の五十
でも明後日の二百も同時に狙います

自社の経営課題の明確化という作業は今まで行なったこと
がなかったため、良い経験となった。 「事業計画書の作成が
できる」というアウトプットだけではなく、補助金申請という着
眼点もなかったため、支援機関を通した専門家派遣には意
義があったと考えている。

専門家の支援により、経営課題が明確になり、新事業展開を踏まえ
た事業計画が策定できた。事業計画に基づいて経営効率強化を実施
した結果、昨年9月10月と今年同時期の比較では、売上高が20％増、
一般管理費に至っては30％削減を実現した。顧客からも「楽しみにして
いる」と期待されている新事業については、現在着実に進んでおり、平
成27年12月上旬にWEB上に掲載する予定である。
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釣りのための撥水加工の高機能ジーンズの創業支援

支援体制

西田 和英 氏

岡山県中小企業支援プラットフォーム

吉備信用金庫 本部

専
門
家

THE BACK WATER（小田至孝）

■業種：衣類製造販売
■従業員：0人
■資本金：0万円
■創業：平成27年9月
■住所：総社市駅前2-9-33
■企業概要：フィッシング用のジーンズの開発

販売

■支援の経緯
本企業は釣り用ジーンズの商品開発に取り組んでいたが、経営・マーケティング、および、財務会計などの創業に関
する知識が不足していると感じ、きびしん地域応援創業スクールに参加した。スクールの開催中に、本企業より知識不
足について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
創業スクール開催中に、当庫経営支援担当者とスクール講師がヒアリングを行った。今までに市場に存在していない
分野の製品であることから、本格的に販売するためには、導入期のマーケティング戦略として販路開拓や販売促進を
検討する必要があるという結論に至った。販路として考えられる釣具店やアメリカンカジュアルショップでの販売を行う
前に、 販売先への話題作りや製品理解を促進することが課題であると判断し、総合的な支援ができ熱心で過去の派
遣実績もある本専門家へ依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
抽出した課題に基づき、さらに市場・競合調査、販路・専門家情報の収集を強化し、「普段着にもできるフィッシング
ウェアー」のコンセプトをさらに精緻なものに仕上げた。また、費用対効果を追求する統合型プロモーション戦略、ブラン
ドマネジメント戦略、バズマーケティングなどの手法を活用し商品周知に広い人脈を利用する点で実効性があり、本企
業が持つ深い知識と経験を活かす点で有効性の高い戦略と計画を策定した。
SWOT分析を行い、強みを生かし弱みを補うことで課題の更なる詳細化・焦点化を行った。その中で、製品の機能的な
特徴が弱いということが発見できたため、この弱みを補う点からも更に検討していった。同時に、創業のための補助金
申請ができるか検討し、きらめき岡山創生ファンドの新製品試作部門に応募することにし、タイトな日程であったが補助
金申請のサポートを行った。

支援概要
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■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjUZAAZ

支援

企
業

■氏名：西田 和英
■保有資格：宣伝会議プロモーションマ
スター他
■専門分野：創業、経営・マーケティン
グ戦略、販売促進企画
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
経営者の想いを聴き、その実現に向け
て心を大切にすることと、経営理論を統
合し、熱意をもって取り組みます。

漠然としていた課題が専門的な視点に基づき明確になった
ことや、課題解決のための準備、取組方が分かったことが大
きかったと思います。 また、経営者として何を学ぶべきか、
どのようなマインドを持つべきかについても学ぶことができま
した。ラジオ番組の出演についても専門家から紹介があり、
人脈作りの大切さや必要性を実感しました。今後も積極的に
相談をしていきます。

支援の成果としては、①きらめき岡山創生ファンド新製品試作部門において、多数の応募者の中から当件1件のみ
の採択となった。②岡山県のファッショナブルなルアーフィッシング専門店を中心に、計5店舗での導入が決定した。
③小売店と知人を中心に約50着の販売実績を獲得した。④ブラックバス専門誌とのタイアップ広告、地元ラジオ局に
おける15分枠でのインフォマーシャルへの出演が実現した。
現在は、統合型プロモーション戦略に基づき、東京・大阪でのオシャレ釣具店への導入促進、バスプロ、ルアー専
門誌からの推奨獲得のための活動、更なる新製品開発を活用したホームページの作成に取り組んでいる。

岡山県
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販促活動についての助言と事業計画策定支援広島県

支援体制

岡崎美紀子 氏

広島県内商工会議所・広島県中小企
業団体中央会連携支援プラットフォーム

広島商工会議所

専
門
家

有限会社カクマル堂

■業 種 ：製造業
■従業員： 3人
■資本金： 300万円
■創業：1904年3月
■住所：広島市中区堀川町5-7
■企業概要：和風スイーツの製造卸業

■支援の経緯
本企業は、広島市内中心部で老舗の和風喫茶店を営業していたが、経営者の高齢化と後継者不在により喫茶店を
閉店、和菓子の製造卸業に専念してきた。しかし、昨年末に代表者の孫が事業を承継することとなり、今後は積極的
に事業を展開していきたいと考えていた。事業承継者は、販路拡大の足がかりとして、ネットショップを開設したいと検
討していたことから事業計画書の作成について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
広島市内では認知度の高い喫茶店であったこともあり、積極的な販促活動は行っておらず、取引先もほぼ固定され
ている状況であった。しかし、店舗営業をやめて約10年が経過しており認知度が薄れてきていることも懸念され、ネッ
トショップを開設するうえで、集客をどのように行っていくかが大きな課題となっていた。また、従来の顧客層が高齢化
しており、新たな顧客層をどう取り込むか、新規卸先をどう開拓するかも課題としてあがった。今後の事業展開を、具
体的な販促活動の手法や経営戦略について助言しながら、事業計画書に落とし込みを行う必要があると判断したこと
から、小売店の事業再生を数多く手がけた本専門家へ依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
今後の事業展開について後継者の考えを踏まえたうえで、具体的な数値目標と行動計画を落とし込んだ事業計画
の策定支援を行った。具体的には、以下について提案及び助言を行った。①売り場（棚）確保のための手法②贈答用
商品の販売③プレスリリースの手法④飲食店との取引による新規の販路開拓の提案

支援概要

成果

事業者の声専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiY4AAJ

支援

企
業

■氏名：岡崎 美紀子
■保有資格：フードコーディネーター
■専門分野：事業再生及び再チャレンジ
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
飲食店や小売店さんの相談ならお任せくださ
い！ 現場目線とお客様の目線でお店を
チェック！ 一緒に考え、一緒につくりあげて
いく。そんなコンサルタントです。

当社は長年受身の営業スタイルであり、事業も縮小傾向に
あったため、販促活動のノウハウがなく苦慮していた。
今回、ミラサポの専門家派遣を行うことにより、自社の経営
課題の解決にむけて、今後、どのような販促活動を行ってい
くべきか、具体的に事業計画に落とし込むことができた。
今後は販路拡大に向けて、策定した事業計画を元に邁進し
ていきたい。また、今後も商工会議所の経営指導と合わせて、
専門家の支援を受けることができると大変心強い。

専門家の支援により事業計画書を作成することができた。さらには、小規模事業
者持続化補助金に採択され、ショップ開設の後押しとなった。また、ネットショップ開
設の際は、記者クラブにプレスリリースを行い、地元新聞に掲載されたことで、ネッ
トショップへの問い合わせやイベントの参加案内等の反響があった。さらに、新規
卸先を１件開拓することができ、百貨店のお歳暮ギフトでの取り扱いが決まった。
ネットショップ：http://www.amatou-hachinoki.com/
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既存事業の課題の明確化と新規販路開拓等支援山口県

支援体制

北野 孝志 氏

さいきょう「元気」中小企業支援プラット
フォーム

株式会社西京銀行

専
門
家

山五青写真工業株式会社

■業 種 ：製造業
■従業員： 17人
■資本金： 1,000万円
■創業：1953年1月
■住所：山口県周南市都町３丁目１番地
■企業概要：コピーサービス、印刷、製本、

スキャニングサービス

■支援の経緯
本企業は、コピーサービス、印刷、製本を営む事業者であるが、他社との価格競争が激しいことから事業継続のため
の新販路の開拓と新商品開発を模索していた。そこで、既存事業の課題を明確にしつつ、販路開拓及び新商品開発を
展開するために、社外の客観的な判断を受けたいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は企業間取引がメインであり、主要取引先も製造業、建設業等を中心とした企業であったため、販路拡大には
上記２業種以外にアプローチすることが必要であることがわかった。また、個人市場が未着手であることから、個人市
場向けの新商品を開発して新規事業とすることも可能であることがわかった。一方、既存事業の問題点については明
確な課題を見いだすことができなかったことから、現状分析と企業の経営革新支援や販路拡大支援において豊富な経
験や実績のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まずヒアリングを行い、既存の業務プロセスを整理し、フローチャートを作成した。その結果、商品ごとの参考価格は
あるが、製作工数等の間接コストの把握が充分になされていないため、値付け及び値引きに関するルールがなく適正
な利益率が確保できていないことがわかった。そのため、原価管理手法と価格設計に関してはABC分析を提案し、デ
ザイン、印刷、カット等、各工程ごとに実績時間を記録することで商品の各プロセスごとの工数を計測し、標準原価を算
出するようにアドバイスを行った。

※ＡＢＣ分析：Activity Based Costing活動基準原価計算

支援概要

成果

事業者の声
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専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjXdAAJ

支援

企
業

■氏名：北野 孝志

■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営革新
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
「既存事業の棚卸し」を経て、そこから
新たなビジネスモデル・マーケティン
グ戦略を提案します。

問題の抽出、経営環境の分析から課題の特定までを各
フェーズごとに細かく行っていただき、当社の現状をしっかり
と把握することができました。
今後、与えられたアドバイスとヒントをもとに経営改革に取り
組んでいこうと思います。

専門家のアドバイスにより原価管理の課題点がわかり、ＡＢＣ分析を行うことができた。また、標準原価を算出する
重要性が認識出来たことで、今後の方向性を明確にすることができた。更に、作業時間を記録することで時間がコス
トに反映するという認識を強くし、効率の良い作業に繋がっている。今回のアドバイスで分析結果をもとに原価管理
や売価の設定などを新規事業展開に反映させる必要性も理解でき、現在新商品開発と新たな販路の拡大に取り組
んでいる。
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ITを活用した情報発信とSEO対策支援山口県

支援体制

野村 耕大 氏
専
門
家

株式会社華月堂
（エスパリエカゲツ）

■業種：製造業
■従業員：15人
■資本金：1,000万円
■創業：1952年4月
■住所：山口県柳井市柳井7-2
■企業概要：和菓子・洋菓子製造販売

■支援の経緯
本企業は半世紀以上の歴史がある老舗の和洋菓子店であり、長年の顧客はいるが顧客層の変化や商圏環境への
対応ができておらず売上減少が続いていた。同地域には同業態の大手製造菓子店もあり、顧客への告知も紙媒体で
単発の情報発信しかしておらず苦戦していたことから、取引銀行に相談をしたところ、柳井市役所のよろず支援拠点出
張相談会での相談を勧められ、相談会に参加した。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業をヒアリングした結果、経営課題を ①顧客層の拡張 ②商圏範囲の拡張 ③販売促進経費の削減 と特定。
課題解決のための方法として、 ITを活用することで情報をより多くのお客様に伝えることができるとともに、紙媒体に比
べて経費が削減できると判断した。そこで、ITに詳しく、SEO対策などで実績のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まず、売上拡大のための新規顧客ターゲットとして見込まれる40歳以下の層ではスマートフォンが普及しており、顧客
に広く周知するためにはスマートフォンに対応したホームページの必要性を説明し、作成するようにアドバイスした。ま
た、ホームページを開く際にはタイムリーな情報発信を行うことの重要性をアドバイスした。
その上で、①ホームページの作成方法（ホームページの仕組み・競合他社のホームページの解析・基本操作及び画
像加工技術・スキャナーの使用方法・写真撮影キットの説明・メールの使用方法）②ＩＴを活用した経営力強化ver.1（ス
マホ対応のホームページ作成方法・画像加工技術・商品毎のページ作成）③ITを活用した経営力強化ver.2（スマホ対
応のホームページ作成方法・詳細ページ作成方法・YouTubeを活用した動画作成・SEO対策・SNSとの連動）について
アドバイスをした。

支援概要

成果

事業者の声専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000dDcdjAAC

支援

企
業

■氏名：野村 耕大

■保有資格：情報処理技術者

■専門分野：ＩＴを活用した経営力強化

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：ワクワクするコンピュータ
システムをお客様と作っ
ています！

支援のおかげで、新規顧客の獲得と商圏エリアの獲
得、販売促進経費の削減という困難なミッションがクリ
アできたことで経営基盤の強化につながった。担当して
頂いた専門家やミラサポ専門家派遣制度の活用を勧
めてくれた山口県よろず支援拠点のコーディネーター
に感謝している。今後は、新商品の開発にも取り組み
経営改善を図っていきたいと考えている。

インターネットで検索するとトップページに載ってきたこともあり、前年同期比で
売上が約110％に増加し、その後の単月も売上増加している。また、ホームペー
ジのページの更新やページの追加が、自社でできるようになり、タイムリーな情報
を発信することができるようになった。

山口県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点
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自社ブランド強化・ネットショップの売上向上支援徳島県

支援体制

田中 聡子 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は明治20年創業の老舗きもの卸小売で、4代目の社長が10年前に楽天にインターネットショップをオープンし
たが、競合が増えたことで売上げが低迷し、新ブランド立ち上げを図ったものの業績が伸び悩んでいた。そんななか、
当機関の説明会への参加があり、売上げ向上についての相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングの結果、経営上の問題点はないものの、企画力・専門知識が共に高いことから、 “してみたいこと”が多
く、何が本企業のお勧めなのか消費者に伝わりにくい状況であることがわかった。そこで、独自の強みを生かした
ショップコンセプトの再構築のため、和装経験や小売業のセンスと経験が豊富な本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
本企業は、阿波しじらの織布メーカーとの強いパイプがあり、オリジナル商品を作れる関係があることと、サイト内の
顧客評価として、阿波しじら織り着物の満足度が高いことから、「阿波しじら織りきものといえばハイムラヤ」というイ
メージを強化する方向で支援を開始。サイト内の見やすさにこだわり、以下の改善を提案した。①しじら織りをよく知ら
ない新規顧客向けに、しじら織りを説明する読み物ページを目立たせる②100種類の品揃えの中から、お気に入りの
商品を選びやすいようタグをつける③価格を見やすく表示する④しじら織り着物とコーディネートした帯などにもリンク
を貼り関連購買を促す⑤関連購買意欲を高め、「しじら織り」を強化するために新商品（しじら織り足袋）を投入する。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

徳島県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000TCujuAAD

■氏名：田中聡子
■保有資格：中小企業診断士

■専門分野：販路拡大・販促支援

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：手間を惜しまなければ、
お金をかけずにできる工夫は見つか
るはずです。「今日からできる」解決
手法を一緒に考えましょう。

以前より顔見知りであったよろず支援拠点の日出さんに、
軽く相談をかけたものです。当社は、自慢するわけではあり
ませんが、従業員の作業能力も高く、サイトの出来栄えにも
自信を持っておりました。しかしながら、近年は、やや伸び悩
みの傾向もあり、困惑状況にありました。そんな時に、日出さ
んに相談を持ちかけたわけです。二人でﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行い、
ネット技術云々ではなく、当社の商品開発に貢献できる専門
家の投入となりました。紹介いただいたのが田中先生です。
その結果は、以上のとおりです。田中先生、お世話になりまし
た。また、今後とも宜しく御願いします。

キーワード検索では、“しじら”を含む語句の検索数が前年比5月度30%超、6月度50%超と大き
く増加。月商は3か月連続の2桁成長に繋がった。また、自社の強みを生かせる「阿波しじら織
りきもの」を前面に打ち出したことで、シーズンである6月期のしじら織りきものの販売数・売上
高はともに前年比30%を超えた。新商品のしじら織り足袋も予想の倍以上の売れ行きになり、
品揃えの幅が広がった。

株式会社はいむらや

■業 種 ：卸売業、小売業
■従業員：3人
■資本金：3,000万円
■創業：明治20年
■住所：徳島県徳島市問屋町9番地
■企業概要：着物および和装小物のインター

ネットショップ

企
業

平成27年度専門家派遣事例60

https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000TCujuAAD


新事業（業務用冷凍食品販売）における社内体制構築の支援香川県

支援体制

川上 実 氏

中小企業支援プラットフォームかがわ

公益財団法人かがわ産業支援財団

専
門
家

株式会社キョーワ

■業 種 ：卸売業、小売業
■従業員：42人
■資本金：1,000万円
■創業：昭和31年
■住所：香川県三豊市豊中町岡本1207番地
■企業概要：調理冷凍食品製造、冷凍魚加工・

販売

■支援の経緯
本企業は、業務用冷凍食品の加工および販売を手がけている会社である。新規事業の業務用冷凍食品の小口販
売を立ち上げるにあたり、現状の社内体制でスムーズに運営できるかとの不安があり、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は業務用冷凍食品の加工・販売が主力業務であるが、大手冷凍食品企業のOEMおよび自社商品の「大口
販売」（ＢｔｏＢ）が中心であった。今回、新規事業として自社商品の「小口販売」を検討しているが、本企業の事業の各
プロセス並びに管理フローは従来の大口取引を前提とした体制となっており、大量の顧客管理や受注・発送等を伴う
小口販売への対応が難しい状況であると判断した。そこで、小口販売への対応が可能な社内体制の構築につき、支
援実績等がある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
受注管理・在庫管理・発送管理・顧客管理における各プロセスを想定し、対応する「管理フロー」を想定することから
開始。現場での洗い出し作業の結果、「販売系」、「生産系」、「労務系」、「経理系」の4つの系統の業務の発生が想定
できた。上記4つの系統について、①「販売系」＝接客及び電話対応、販売及び商品企画、受注、売上回収管理、サン
プル管理、クレーム管理、②「生産系」＝生産管理、購買、在庫管理、配送手配、納期確認、③「労務系」＝出退勤管
理、外国研修生管理、社員制服、福利厚生管理、④「経理系」＝経理、給与計算、支払事務、売上計上に、細かく分
解した。更に分解後の各事項について個別に課題を抽出し、解決方法をアドバイスした。
（例）受注業務において、「受注承りを顧客に連絡」作業を追加する。作業内容は「受注承り書をプリントアウトして、

顧客にFAXすることで、受注承りを連絡」とする。“受注承り書”の様式作成をする。

支援概要

成果

事業者の声
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成
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専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiwuAAB

支援

企
業

■氏名：川上 実
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営革新
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
「成果を実感できる」をご提供します。
私のコンサルティング姿勢です。
・依頼者とともに考え、ともに歩む。
・常に自信と謙虚さをもって行動する。
・徹底的に考える。

新規事業に取り組むにあたり、受注と顧客サービスについ
て より細やかで量的にも顧客対応できる体制を最低限の増
員で整備していく事が今回の目的でした。現状の受注・仕入・
回収等に関する仕事の洗い出しと、スタッフの意見を聞き取
りにより業務フローにまとめていくことで、事務全体の仕事の
業務フローが見える化できました。スムースな顧客対応の実
現のために今自分が何をすべきかを、スタッフ個々が意識で
きるようになってきたと思います。当初はミラサボ支援のおか
げで、ここまでの目途が立てられるとは思っておりませんでし
た。本当にありがとうございました。

各プロセスにおける課題を抽出することにより、個別の課題について対応
の方向性を探ることができた。
曖昧であった小口販売の業務フローが一挙に明確になり、今自分が何をす
べきかを、スタッフ個々が意識できるようになったおかげで、最低限の増員
で小口販売への多量対応が可能な社内体制の構築を図ることができた。
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飲食店の新規顧客拡大に向けた、販売戦略の支援愛媛県

支援体制

藤田 茂俊 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は、平成25年9月創業。事業内容は、弁当の訪問販売、飲食店経営を行っている。現状ランチタイムでピーク
が終わってしまうことから、ランチタイム以外でのピークの山をもう一山作りたいとの思いがありメインバンクである愛
媛銀行旭町支店を通じて、売上拡大について当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
本企業は、弁当の訪問販売と店舗販売、ランチタイム・夜の店舗営業を行っている。代表は決めたら即動く行動派で
はあったが、これまで、店舗の時間帯別に売上げを伸ばすために、時間帯別ターゲットの明確化の販売戦略の具体
案について具体的な検討がされていなかった。そこで、時間帯別ターゲットの明確化の販売戦略の作成について実
績のある本専門家へ依頼した（成果物：販売戦略企画書案）。

■専門家による具体的な支援内容
支援1回目は、現状分析、競合分析、ターゲット客層の検討や客層、弁当販売時間、弁当配達時間、ランチ時間の
確認など現状分析を行った。また、近隣のお弁当販売、ランチ営業している店舗の客層、価格、特徴など競合の分析
も行った。支援2回目は、経過状況の確認、事業ドメインの確認、新事業ドメインの検討、重要成功要因の検討を行い
アドバイスを実施した。支援3回目は、目玉商品をつくる（カツ丼）、のぼりを用意（現状でお弁当ののぼりに効果があ
るため）、2店舗目の候補地などリサーチ情報について意見交換を行い、今後の人員体制、広報、売上目標値、撤退
条件などを検討し、戦略策定を行った。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

愛媛県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjM5AAJ

■氏名：藤田 茂俊

■保有資格：ITコーディネータ

■専門分野：販路拡大・販促支援

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
自己実現のため応援団

（11:30‒14：30）の12:30以降も万遍なくお客様が来るように
なった。専門家には、当社の都合に合わせて、親切にアドバ
イスをいただけた。当初に日替わり弁当を作り置き、店舗販
売のアイデアをいただいた。廃棄ロスや食中毒への懸念から
勇気のいる決断であったが、関連する資料を集めてくれた
り、他店のメニューを調べてくれたことで一歩を踏み出すこと
ができた。思い切れたおかげで、店舗内の弁当売上が当社
の重要な売上げの一部となった。途中でメディア掲載の追い
風があったが、それがなくても売上げが伸びていたと思う。適
切なアドバイスをいただき感謝している。

ランチ後のコーヒーサービスを実施し、お子様ランチやおにぎりなど追加
メニューの充実を図った結果、当初の目標である「ランチタイムのピークを
もう一山作る」ことができ、売上目標を達成、店舗内のメニューや看板につ
いても改善することができた。

弁当屋 だいこん

■業 種 ：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：5人
■資本金：-万円
■創業：平成25年9月2日
■住所：愛媛県今治市南宝来町2-8-37
■企業概要：弁当の訪問販売、飲食店経営

企
業
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新人職員の人材育成ステップアッププログラムの策定支援

支援体制

友澤 俊彦 氏

えひめビジネスサポートネットワーク
（チームえびす）

公益財団法人えひめ産業振興財団

専
門
家

有限会社媛の華

■業種：医療、福祉
■従業員：18人
■資本金：100万円
■創業：平成17年3月31日
■住所：松山市別府町183-2
■企業概要：グループホームの運営

■支援の経緯
本企業は、当該地域においてグループホームを経営し、新人職員向け研修プログラムを実施している。しかし、経営
者は現状の研修プログラムで良いのかという思いがあり、また研修の成果がどれ程出ているのかを検証したいとの考
えていた。そこで、本企業より愛媛信用金庫味生支店経由で当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
まず、本企業の研修担当者に職員研修の実施状況についてヒアリングを行った。ヒアリングの結果、研修実施後のレ
ビューとフィードバックが実施されていないことが判明し、研修プログラムの良し悪しを把握できていなかった。また、研
修の達成目標も未設定だったことも分かった。そこで新人職員向けの人材育成ステップアッププログラム（新人職員の
あるべき姿）の作成が必要と判断し、人事・労務関係や研修プログラム策定に実績のある、本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
今回作成した新人職員研修の評価表にて研修内容の検証を行い、問題点の抽出を何度も実施し、その都度改善を
行うことで、研修プログラムの検証することをアドバイスした。また、目標管理をするための面談シート、面談評価票など
の作成をアドバイスし、最終的には中間目標と最終目標を設定し、事業者自らが最終評価を実施する必要性を説明し
た。
新たな人材育成ステップアッププログラムの方法は以下のとおりである。①第1次評価項目（理解度）について、先輩
職員による口頭試験で客観的に評価する。②「人材育成ステップアッププログラム｣を決定し、新人職員の個人目標と
個人目標評価をマッチングさせ、半年ごとに見直す。③人材育成ステップアッププログラム」に基づき、本企業独自の面
接シート（評価項目)を作成し、このシートを使い面接を実施する。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000jnBmiAAE

支援

企
業

■氏名：友澤 俊彦
■保有資格：社会保険労務士
■専門分野：雇用・労務関係
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：アパレルメーカー、学校
法人等で管理職経験を有し、現場実
務に精通している。わかりやすく懇切
丁寧なアドバイスを心がけている。

介護職員のスキルアップを図るため、既存の新人職員研修
の見直しを行いました。まず、スタッフの目指すべき目標を立
て、それに準じた研修資料を作成しました。当施設では、毎
月、施設内研修を行っているため、その内容を凝縮させ、未
経験のスタッフでも理解できる内容へと改良していきました。
実際に研修を行う中で、研修の理解度を図る指標をご提供
いただいたり、研修の参考資料をご提供いただくなど、お世
話になりました。

新入社員層、中堅層、リーダ層と各層を通じた、一貫した教育プログラムの完成、
及び各々の評価シート、面談シートなど必要な書式も整理することが出来た。支援の
総仕上げとして「風通しの良い職場とは？」を事業者・専門家・金融機関・支援機関が
全員参加で持ち寄り、事業者が目指す職場の有り方に近づけるための具体策と現
状とのギャップを検討したことによって、職場改善を具体的に着手することが出来た。

愛媛県
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電子カルテ・受注システムの一元管理化支援高知県

支援体制

吉良 博幸 氏

高知県地域プラットフォーム
「チームよさこい」

公益財団法人高知県産業振興センター

専
門
家

有限会社しももとクリーニング

■業 種 ：サービス業（他に分類されないもの）
■従業員：6人
■資本金：500万円
■創業：昭和30年10月1日
■住所：高知県高岡郡四万十町北琴平町2-1
■企業概要：クリーニング（布団丸洗い）

■支援の経緯
本企業は布団丸洗いのクリーニングを事業としている。現状売上げが伸びず、売上げに比して事務処理の工数が多
大で非効率な状態であることから、インターネット上からの布団及びムートン製品丸洗いサービス受注における売上げ
アップや事務処理の効率化を図りたいと四万十町商工会に相談があり、構成機関である当機関と連携を取り、支援を
行うこととなった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
現状のヒアリングを行ったところ実店舗におけるクリーニング品の受注管理と本企業で実施しているインターネットを
活用したクリーニング品の受注管理がそれぞれ別々のシステムで運営されていることがわかり、これら受注管理につい
ては入力作業の二度手間や入力ミスが生じていることを確認した。加えて持ち込まれた布団等の洗濯前・洗濯後の写
真に関する商品管理（電子カルテ）も別システムで管理されていることから、これらのデータを一元管理することで事務
処理の効率化が図れると判断した。そこで、ＩＴを活用した経営力強化に実績のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
顧客データや入力データを一元管理することや商品管理をファイルメーカーで作成していることでデータをカスタム化
することなど、一元管理方法などの手法を指導した。また、現行のデータ入力は、手入力で行っていたため、入力時間
がかかるほか、誤入力も発生することから事務効率がとても悪くなっていた。そこで、データをいったんCSV形式でパソ
コンに取り込み、その形式をデータベース側で合わせて取り込みが行えることを提案し、データベース側のデータテー
ブルの修正、データの取り込み方法についてのアドバイスを行った。入力担当者へも入力作業や取り込み作業など直
接指導することができた。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000fsEW0AAM

支援

企
業

■氏名：吉良 博幸

■保有資格：ITコーディネータ

■専門分野：ＩＴを活用した経営力強化

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
モットーは、｢パソコンは道具です、
使われるより使いこなそう！｣

ネット通販に詳しく、システムに強い実績を持つ専門
家に相談したことからどんどん進み、満足できるものに
なった。3回目のミラサポで今回の課題は解決できると
思う。零細な企業がプロの専門家に相談できる機会は
ほとんどない。知っていればこの制度をもっと使う人が
いると考える。

顧客データと注文データの一元管理ができるようになり、入力ミスや作業時間を軽減する
ことができた（１件当たり、10分程度入力が早くなった。）。それにより、課題でもあった人を
増員しない効率化を図ることができ、経費削減による売上げアップに繋げることができた。
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事業計画の作成及び事業資金の融資申請支援福岡県

支援体制

本田 隆博 氏

ＤＳＳ福岡プラットフォーム

株式会社ディーエスエス

専
門
家

株式会社マイプレジャー

■業 種 ：不動産業、物品賃貸業
■従業員：1人
■資本金：300万円
■創業：平成27年7月
■住所：福岡県福岡市中央区平尾3-7-21
■企業概要：投資不動産売買仲介業

■支援の経緯
本企業は、以前から投資用不動産売買仲介業の会社を起業する志を持っていた。しかし、資金計画や事業計画の
策定等、実現させる方法について悩んでいたところ、知人から、以前ミラサポの専門家派遣で支援を受けて事業計画
を作成した話を聞いたことから、事業計画の作成について、近隣の支援拠点である当機関に相談があった。
■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
何度かヒアリングを重ねていく中で、事業内容は「中古マンションに特化した不動産仲介」と明確に決まっていたが、
明文化した事業計画、資金計画が無いことが課題であった。資金については金融機関への融資申請について、日本
政策金融公庫の新規開業資金と福岡市の制度融資を紹介し、各々の違いと申請時の留意事項について助言を行っ
た。一方、融資を受けるためには早急な事業計画策定が必要であるが、本企業には事業計画を策定するノウハウが
なかった。そこで、創業支援についての豊富な経験と実績をもつ本専門家に依頼した。
■専門家による具体的な支援内容
ヒアリングをした結果、事業計画に関しては、まず創業に際して代表が思い描いていた計画と、現在の状況を確認
し、今後の事業の方向性について検討するようアドバイスを行った。具体的には、外部環境の変化の影響で、大手が
手を付けない物件に絞り、小規模事業者である強みを生かした適切な仲介手数料やアフターフォローの良さなど、小
規模事業者の強みを生かしたビジネス展開を図っていく観点で方向性を策定し、事業計画を立てるようアドバイスし
た。次に資金計画の作成に当たっては、売上利益計画、設備資金、運転資金、自己資金を元に、資金がショートする

時期と金額を算定し、必要な自己資金額、および金融機関からの融資額を、数パターンでシュミレーションしながら、
適切な資金計画を作成するようアドバイスを行った。最後に、事業の方向性を策定した事業計画書の内容を確認し、
疑問点、不足項目や、見直すべき事項をアドバイスした。 また、体制整備については、必要な人員をどのような条件
で採用し、役割分担をどうしていくかについてもアドバイスを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SkKpbAAF

支援

プロフィール写真
添付

企
業

■氏名：本田 隆博
■保有資格：中小企業診断士

■専門分野：経営革新、経営改善計
画策定支援

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
多忙な経営者の良き参謀として、経
営課題の解決を支援します。

事業計画を作成する過程で、事業に関するイメージがより
具体的になり、検討が不足していた資金計画や実行スケ
ジュールも明確になり、予定どおり開業することができた。
専門家による支援に満足している。

アドバイスにより、事業計画を策定することができた。明確な事業計画ができた
ことから、店舗の確保、手続き、社員の採用、見込み客の確保など、事業をス
タートできる条件が整った。福岡市の制度融資を申請し、希望額を確保。自己資
金と合わせて創業に必要な資金を準備することができた。
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IT等を活用した新たな顧客開拓戦略の策定支援佐賀県

支援体制

坂下 正洋 氏

さがん中小企業支援プラットフォーム

公益財団法人佐賀県地域
産業支援センター

専
門
家

体快調からだ快.佐賀

■業 種 ：サービス業（他に分類されないもの）
■従業員：1人
■資本金：－万円
■創業：平成16年8月1日
■住所：佐賀県佐賀市駅前中央1丁目9-4
■企業概要：按摩・マッサージ業

■支援の経緯
本企業は、昨年HPを立ち上げたことでHP閲覧をきっかけとした新規顧客の来店を見込んでいた。しかし、効果が期
待した程度ではなかったことから、ＨＰで新規顧客を獲得できる方法はないかと模索していた。そこで、以前開催した
セミナーに参加していた事で当機関を知っていたことから、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
代表とのヒアリングを行いHPを確認したところ、施術のメニュー化がされていないなど、顧客誘引が不十分なHPであ
ることがわかった。そこで、まずは得意な施術をメニュー化させて、HP上で宣伝することが必要と判断した。そこで、Ｈ
Ｐ上で宣伝効果のあるシナリオ作りや、マーケティング視点を取り入れた効果的なHPに改善することができる本専門
家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
HPからの顧客誘引のシナリオ作成について、記載する内容（得意技のメニュー化等）とPRする器具等の写真構成
について助言・指導を実施した。メニューの開発として、訴求内容（自覚症状、理由、解消方法等）、施術手順、当施術
の特典（自宅で行えるストレッチ方法も教授）、効果等の文書化を指導（ストレッチ法を継続することで効果がUPするこ
とをPRして、リピータ顧客増加に繋がせる）。また、施術ネーミングを当院名と合わせたシンプルな名称｢快調ストレッ
チ法｣とし、これを基調としたメニューを考案することを指導した。HPによる顧客獲得について、実例をアクセス解析で
検証しながら、今後のメニュー作りに活かすことを指導した。また、これまでの内容をプレスリリースとして投稿するた
めの文書作りと投稿方法までを支援した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjEdAAJ

支援

企
業

■氏名：坂下 正洋

■保有資格：ITコーディネータ

■専門分野：ＩＴを活用した経営力強化

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
ITコーディネータとは、IT経営を実現
するプロフェッショナル

HPによる顧客が増えたことを実感している（特に、近隣ホテ
ルのお客が増えたので、効果的な支援であったと思う）。
施術のメニュー化をすることにより、｢快調ストレッチ法｣とい
う、当院のキャッチフレーズを作ることができた（今後の展望
が持てる様になった）。

自社HPの改善による効果として、見づらかった各施術メニューを明確化したことに
よりメニュー検索がしやすくなった。また、特定キーワード（佐賀駅 マッサージ）検索
で1位となり、駅周辺のビジネスホテル客の来店が増えてきた。
さらに、アクセス解析を行うことで、来店客のＳＮＳ等による口コミを発見して、更な
る展開（相互リンク等による広がり）を行うことができた。
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就業規則及び諸規則策定による雇用管理体制の構築支援長崎県

支援体制

佐藤 信吾 氏

ながさき経営支援プラットフォーム

長崎商工会議所

専
門
家

Ｌapis Nail（ラピス ネイル）

■業 種 ：サービス業（他に分類されないもの）
■従業員：5人
■資本金：－万円
■創 業 ：平成20年3月1日
■住 所 ：長崎県長崎市栄町6-19
■企業概要：ネイルサロン、ネイルスクール

■支援の経緯
本企業は、長崎市内でネイルサロン・ネイルスクールを経営している。事業規模の拡大と業績向上のためにはサー
ビススキルのある人材が必要であるが、社員の育成が難しいとの悩みを抱えていた。そこで、事業規模の拡大を行う
ための労働環境整備について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
経営者との面談を繰り返す中で、社員のサービススキルの向上と社員の労働環境改善という課題があがった。その
二つの課題の解決策としてジョブカード制度を活用し有期雇用社員を正規雇用に転換するとともに、実習型訓練を実
施することとした。そこで、同制度の活用の前提となる就業規則の作成について指導をすることとし、企業の人事、賃
金制度、就業規則のコンサルティングにおいて豊富な経験と実績のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
本企業が作成した就業規則案のチェックを行ったが、当就業規則案は勤務形態の異なる正社員と有期雇用社員を
区別していない内容であったことから、正社員向けの就業規則と有期雇用社員向けの就業規則をそれぞれ作成する
ようアドバイスした。具体的には、休職、年次有給休暇、賃金・賞与、1ヶ月変形労働時間の採用などについてアドバイ
スした。また、有期雇用社員から正社員へ転換するための規定や労働基準監督署への届出方法など、就業規則、そ
の他諸規則作成に至るまでのキメの細かい支援を行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjLIAAZ

支援

企
業

■氏名：佐藤 信吾
■保有資格：社会保険労務士
■専門分野：雇用・労務関係
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
実践的でわかりやすい人事・賃金制
度、就業規則の策定運用コンサル
ティングを得意とする社会保険労務
士事務所。労務のリスクマネジメント
と組織活性化をお手伝い。

自社にあった就業規則ができ、正社員化への準備ができま
した。雇用面での充実が、経営面への改善につながることが
実感でき、有益な制度を利用させていただきました。
また、大変、勉強にもなり、感謝しています。

実態に合致した就業規則を整備し、正式に労働基準監督署へ届け出ることができた。また、ジョブカード制度助成
金の申請も可能となった。有期雇用社員2名が正規雇用に転換し、スキルアップが図られることで、経営課題である
社員のサービススキルの向上と社員の労働環境改善が実現し、本年12月に予定しているネイルスクール増設によ
る事業規模の拡大と収支改善につながる成果が期待できる。
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唐芋と米粉で焼上げた新感覚・新食感ラスクの企画・開発支援熊本県

支援体制

福山 映子 氏
専
門
家

■支援の経緯
本企業は和食を中心に料理歴10年。その間さまざまな規模・業態の飲食店で経験を積み、特に郷土料理に傾注し
た。この経験が「熊本の素材を活かす」を志した商品開発を決心させた。そんな折、県内で野菜・果物卸売業を営む知
人より”熊本県よろず支援拠点”を薦められたことから、事業の組み立てについて当拠点に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
商品企画については、「米粉と芋をラスクにしてチョコレートをコーティングした、富裕層向けのリッチな商品」と、具体
的な構想はあるものの、具現化（事業計画書）が出来ていないことが課題。事業化に向けたアクションプラン等の取組
を支援することとした。具体的には、商品の市場性、ターゲット、新規性、事業の進め方、収益、今までにない優位性
等については、当拠点がアドバイスした。
一方、技術的な開発については、ミラサポ専門家派遣を活用し、熊本6次化産業化サポートセンタープランナーとし
て食品加工業のアドバイスが出来る本専門家へ依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
商品イメージに従い、技術的な問題を中心に支援した。 当初、芋は扱いにくいので少量の使用にとどめる計画で
あったが、「生産地(生産者）の強みを活かすことが最大の優位点になる」と考え、原料の持ち味を最大限に引き出す
製法で商品化する企画に変更。製法の問題に対しては、熊本県菓子工業組合理事長を紹介し、技術指導を仰ぎなが
ら、開発にあたれるよう連携をコーディネートした。
ターゲット・ポジションと強みなどを総合的に考え、高付加価値商品を取り扱う市場(ナチュラル商品取扱店やニッチ
店など）をターゲットに、高級感ある商品とするようにアドバイスした。

支援概要

地
域

Ｐ
Ｆ

相談

支援依頼

支援

熊本県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点

成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000jP7ZkAAK

■氏名：福山 映子

■保有資格：6次産業化プランナー、
農商工連携コーディネータ

■専門分野：農商工等連携

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
「育てる・興す・創造する」が使命です。

周りの人々に助けられてここまでやってきたが、会社
（飲食業）を取り巻く環境は10年前と大きく変わった。更
なる連携を目指して顧客の欲求に応えるべき使命が経
営者に求められる。経営の原理原則を専門家を通して
教わった。また、産業支援機関或いは農業従事者及び
企画開発に協力してくれる事業者を紹介してくれたの
でこれからのものづくりの励みになる。

商品開発の詳細な企画(コンセプトづくり）ができ、事業
計画ができた。さらに、技術専門家との連携をコーディ
ネートするところまで支援が受けられたことで、商品開発
の技術的な課題が解決したことから、無事商品化でき
た。

株式会社 花味亭

■業 種 ：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：20人
■資本金：300万円
■創業：平成10年1月20日
■住所：熊本市中央区帯山9-3-10
■企業概要：宅配弁当・レストラン・居酒屋

企
業
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白きくらげ加工品のブランディングで販路開拓支援熊本県

支援体制

綿貫 裕崇 氏
専
門
家

ピュアローズ

■業種：卸売業、小売業
■従業員： 0人
■資本金： －万円
■創業：平成27年8月1日
■住所：熊本県天草市川原新町145
■企業概要：白きくらげの加工品製造、卸売、

小売 等

■支援の経緯
本企業は、元々建設業を営み、売上不振の対策として、4年前から白きくらげの生産を開始した。白きくらげの出荷数
は順調に増加し、昨年から別部門を立ち上げ、形が悪い出荷できない白きくらげを加工し、販売を開始した。しかし数々
の商談会に出展していたが、なかなか商談成立までに至らなかった。そこで販路拡大について当機関に相談があっ
た。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
過去の商談会の出展状況から、商品（白きくらげの佃煮、調味料、化粧品）の付加価値がアピールできていない点に
注目した。そこで、商品の魅力を伝えるためのビジュアルが課題と判断した。まず最初に、本企業と一緒にブランド名か
ら考えた。白きくらげはバラのような形をしていること、女性をターゲットにした商品であることやできるだけ自然由来の
原料でつくることがコンセプトなので、「ピュアローズ」と命名することとなった。ピュアローズの商品の魅力、その商品が
生まれた背景をビジュアルでどのように表現したらよいか、具体的な指導をお願いしたく、本企業の想いとターゲットの
ニーズをデザイン表現できる専門家の選定を行い、ブランディング（VI開発）で実績のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
本企業に対し、商品が生まれた背景や、地元天草の歴史や文化、産業についてヒアリングを実施し、その土地柄や
風土を知ることから始めた。その結果、地元の名産であることをアピールできるパッケージの形態とデザイン開発が必
要と考え、パッケージのデザインを一新した。また、より商品の魅力を伝えるため、美容に関心のある40～60代の女性
をターゲットにしたブランディングを実施し、百貨店やこだわりスーパーが求めている商品についてのアドバイスを行うと
ともに、展示商談会での販路開拓のために展示商談会のブースデザインの提案も行い、商談会に３回出展し、１月に
は関西と関東の大手百貨店との商談が成立した。

支援概要

成果

事業者の声専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000mUYdUAAW

支援

企
業

■氏名：綿貫 裕崇

■保有資格：パッケージデザイナー、
グラフィックデザイナー

■専門分野：地域資源活用

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：売上アップにつながる
ブランディング

過去様々な展示商談会に出ても、なかなか商談に結
び付かなかった。今回は短期間で商談成立に繋がり、
商品の付加価値を伝えるブランディングの大切さ、デ
ザインの力の凄さを感じた。

パッケージの形態とデザイン開発について提案を行ったことにより、新しいパッ
ケージを完成することができた。また展示商談会のブースデザインについても提
案を行い、商品の魅力を最大限に発揮できる展示ブースを完成することができ
た。今回、支援を開始し、短期間（約3か月）での大手百貨店との商談2件の成立
を達成することができた。

熊本県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点
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企業ブランディングと広報広告の戦略立案支援大分県

支援体制

飯田 裕美 氏

大分県産業創造支援ネットワーク

公益財団法人大分県産業創造機構

専
門
家

株式会社リトルソルト
■業 種 ：学術研究、専門・技術サービス業

食品製造販売業
■従業員：14人
■資本金：100万円
■創 業 ：平成11年4月4日
■住 所 ：大分県大分市王子南9-14
■企業概要：スクール、器具・材料の販売、パン
・お菓子の販売、商品・食品開発支援、喫茶

■支援の経緯
本企業は、パン・菓子製造販売、カフェ経営、オリジナルのパン発酵器の開発・製造販売、OEMのレシピ開発、パン
屋の創業支援等、幅広い事業を行っているが、各事業の売上が思うように伸びておらず、販売促進策について悩ん
でいた。当機関は本企業が法人化した直後から支援していたが、定期的な状況ヒアリングで今回の相談を受けた。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
まずは事業内容を精査し、短期間で収益改善できる事業、収益改善まで時間はかかるが継続したい事業、それ以
外の事業と分類した。その結果、リピート率が向上しやすく、口コミで新規勧誘がしやすいパン・菓子教室事業の強化
を最優先とした。また、情報発信方法がその時々で異なっていたため、まずは企業ブランディングを確立させ、企業の
イメージを統一してから外部に情報発信を行っていく必要性があると判断した。これらの具体的な立案については、将
来、本企業内で対応できるようにするため、OJT形式で社内に意識を醸成するのが効果的であると考え、ミラサポ専
門家派遣を活用した。パン・菓子というローカル地域での販売商品であることから、地域の特性を踏まえた広報・広告
宣伝のアドバイスができる本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
パン・菓子教室の年間スケジュールの立案を支援し、特に第1弾として夏休み期間に子ども向け教室を実施すること
とした。広告媒体の選択、プレスリリース原稿の確認、リリース時期のタイミングもアドバイスした。更にパン・菓子の
商品写真を「美味しそう」に写すプロカメラマンの登用や、広報スタッフと社長によるFacebook、ブログ、HPなど、企業
名と社長個人名を使い分けて情報発信することをアドバイスした。また、それら販促ツールやチラシ等のキャッチフ
レーズなどを統一する事で、同じ会社が行っているというイメージの統一化を図った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj8GAAR

支援

企
業

■氏名：飯田 裕美
■保有資格：イベント業務管理士1級
№990020、JADP認定 ビジネス・エレ
ガンスマナー資格
■専門分野：販路拡大・販促支援
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
広告宣伝費を1円も無駄にさせませ
ん！広報ツールと人材教育で、会社・
商品・サービスを売る戦略を共に練り
ましょう(^^♪

今までは、手書きのチラシや思いついたキャッチコピーをつ
けたＨＰ、ブログ、ＦＢページをバラバラに配布・発信していま
した。同じ会社だと思ってもらえなかったり、お客様にうまく伝
わっていないと感じることもありましたが、今回、情報発信す
るアイテムのデザインやフォーマットを統一したことで、今まで
混乱していたことが解消されると思います。実際に、お子様
向けの教室の開催について具体的なアドバイスをいただいた
結果、満員になり、マスコミの反応も2社ほど得られました。ア
ドバイスいただいたことを次回以降もきちんと生かせるように
していきたいと思います。

対象は小1～中3生(限定20名)、夏休み中に2回開催。チラシ及びプレスリリースは、
企業ロゴ、タイトルで統一感を出し、概要、ターゲットや期間を絞り、分かりやすくすると
いうアドバイスを受け実施した。結果は満員御礼。社内に菓子教室事業の販促・集客
手法だけでなく、教室の企画立案の考え方の基礎ができた。プレスは新聞・TVからの
取材依頼があり、当初の目標は達成。企画～告知～実行～後日のフォローまで一連
の流れを経験することで、次回以降は自社内で広報・広告ができると考えている。
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小型コージェネレーションシステムの開発及び販売の支援宮崎県

支援体制

山元 理 氏

宮崎県中小企業等支援プラットフォーム

宮崎商工会議所

専
門
家

原田建設株式会社

■業 種 ：建設業
■従業員：37人
■資本金：2,000万円
■創 業 ：昭和29年1月
■住 所 ：宮崎市下北方町井尻5362番地5
■企業概要：土木工事業、解体工事業、アスベ
スト除却事業、産業廃棄物処理業

■支援の経緯
本企業は民間木造家屋を中心に解体工事・産業廃棄物処理、アスベスト除去等の建設業を事業展開している。今
般、建物解体工事から発生する産業廃棄物の中で多量に発生する「木くず」を活用して熱源をつくり、ヨーロッパで販
売実績のある量産型スターリングエンジンを媒介とした暖房や自家発電による室内電気での活用や売電、非常用電
源としても利用できる「小型コージェネレーションシステムの試作開発と販売」を目指していた。そんな中、経営革新計
画の作成方法について当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
経営革新計画を策定させるために、新規性、実現性、実効性の視点から当社のスターリングエンジンを用いた小規
模発電システムについて詳しくヒアリングを行ったところ、当該市場の現状把握および販路先別の売上計画の作成や
事業化に向けた行動計画の策定が必要であると判断した。そこで、マーケティングと事業戦略の分野で実績のある専
門家を選定し、課題解決にあたった。

■専門家による具体的な支援内容
まず、新事業の売上利益計画では販売可能な販路について施設数を調査確認し、チップの販売量の積算根拠、販
売価格の妥当性について確認した。既存事業の売上利益計画では過去3年分の営業利益までのデータと今後5年間
の計画値の妥当性について評価したところ、経常利益率5％以上と付加価値率15％の数値基準に達していなかった
ため、その修正・改善点について具体的に助言を行った。数値計画については、新規事業の売上計画における販路
ターゲットの絞り込みと売上計画の妥当性評価を行った。さらに利益計画においては営業経費や人件費等を盛り込
み営業利益を抽出した。行動計画については5年間の四半期ごとのアクションについて技術面と営業面に分けて助言
を行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiqxAAB

支援

企
業

■氏名：山元 理

■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営革新
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：
中小企業の成長・発展を描くシナリ
オライター（戦略の脚本家）

専門家の山元先生は、宮崎で最も実績のある先生で
あり、ターゲットの選定、販路、売上の数字的な積み上
げなど的確なアドバイスをいただき、安心して相談する
ことができた。そのおかげで経営革新の認定も取得し、
さらに経済産業省のものづくり補助金の２次公募の採
択を受けることができた。相談者としては大変ありがた
く、成果の出るアドバイスだった。

今回の支援により実地調査シートが完成し、5年間の売上計画の骨子を確認することが出来た。また、数値計画全
体の整合性の取り方がよく理解できた。また、行動計画の策定方法についてもアドバイスを受けることにより、経営
革新計画の改善が図れた。
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インターネットショップのＨＰ強化による販路拡大支援鹿児島県

支援体制

小澤 亮 氏

中小企業地域プラットフォームかごしま

鹿児島県商工会連合会

専
門
家

有限会社 肥後商会

■業 種 ：電気、ガス、熱供給、水道業
■従業員：6人
■資本金：300万円
■創業：明治10年4月
■住所：鹿児島県肝属郡南大隅町根占川南3706
■企業概要：ガソリンスタンド、ガス、ビジネスホテ

ル、不動産賃貸

■支援の経緯
本企業はガソリンスタンドやネットショップ等多種の業種を営んでいる。その中で、ガソリンスタンド、プロパンガス事業
について、ここ数年、売上げが減少していることから、今後全体での売上げを伸ばす方法を模索していた。その折、代
表者の友人からミラサポの専門家派遣で指導を受け、実績を上げていると聞き、南大隅町商工会経由で当機関に相談
があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングの中で、ガソリンスタンド、プロパンガス事業については、今後も少子高齢化により地域内では町民が減少
し、売上減少は確実なものと考えられた。しかし、ネットショップについては売上げ、利益共に上昇し今後も利益拡大が
見込めることが判明した。そこで、ネットショップを積極的にＰＲすることにより、更なる売上向上に繋がると判断し、ＨＰ
のブラッシュアップやマーケティングツールとしてＤＭを活用してアピールの強化を図ることにした。そのため、効果的に
インターネットを活用した販路開拓支援で実績のある本専門家を派遣した。

■専門家による具体的な支援内容
まずは既存ホームページの内容を確認し、①過去マスコミに取り上げられた内容を集約して記載する②年間販売可
能な商品の一覧を作成する③各商品のストーリーを考える④取引先一覧を作成することを提案。表現方法・構成につ
いても事例を交えながら説明し、お客様の利用シーン・製造工程・生産者の想い・年間の取扱スケジュール表・メディア
掲載履歴・商品の強み（おいしさの理由：素材・商品）・お客様の声・スタッフ紹介も盛り込むことをアドバイスした。また、
DMの作成方法としてクラウドソーシングを使ったデザイン外注方法、印刷会社の比較サイトのラクスルを使った印刷な
どの郵送方法等についてアドバイスした。

支援概要

成果

事業者の声

構
成
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専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000iNcmbAAC

支援

企
業

■氏名：小澤 亮
■保有資格：Yahoo!プロモーション広
告 プロフェッショナル

■専門分野：ものづくり
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：インターネットを活用し
た販路開拓支援

一つ一つ具体的な指導を受けたことにより、道筋が
見えてきた。今回指導いただいた内容については順次
行っていき、販路拡大や売上増加に繋げていきたいと
思っている。
また、早くお願いすればよかったと痛感している。

まずＨＰのリニューアルにより当社の商品一覧表の作成や、マスコミ等
に取り上げられた内容を集めたことで、当社の強みを見出しアピールす
ることができた。また、DMを作成し顧客のアフターフォローを行うことによ
り、販路拡大や売上増加の効果が出始めている。
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店舗の改装による売り上げ拡大支援鹿児島県

支援体制

小平田 貴子 氏
専
門
家

ラーメンセンターほんや

■業種：宿泊業、飲食サービス業
■従業員：4人
■資本金：－万円
■創業：昭和53年4月1日
■住所：鹿児島県鹿児島市玉里町36-16
■企業概要：ラーメンの製造販売

■支援の経緯
本企業は当該地域において、長年飲食店を経営している。店舗を移転し、座席数を増やしたりしたが、売上げが思う
ように上がらなかった。何か手を打たなければと考えていたが、具体的な解決策に関して、自分だけでは判断に迷う部
分があった。その折、経営者同士の話題の中で当拠点を知ることとなり、金融機関からの紹介もあり、当機関に相談が
あった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
新規顧客の獲得を狙った施策を打っていたが、移転先が移転前より商業人口が少ない地域だったため集客に苦労し
ていた。そこで、顧客のリピート率を上げ、さらに客単価を上げることにより売上げを増やす必要があると判断した。ま
た、来店する回数が増えても様々なバリエーションのラーメンが楽しめるようにすることにより、リピート回数を増やせ
る。そして、トッピングを組み合わせてもらうことにより、ラーメンの単価を上げることができる。さらに、効率的に売上げ
を増やすために、お店の稼働率と顧客回転率を上げるための店舗レイアウトの変更が必要と判断し、店舗設計や販路
拡大について実績のある本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
先ずメニューの変更を行い、ラーメントッピングの種類を増やした。これによりトッピングの組み合わせで来店した顧客
が様々な味のラーメンを楽しめるようにした。その結果、客単価を上げることができた。また、日別の売上伝票から顧客
の来店時の人数を確認した。これにより、2組の来店客が多いことが分かったので、二人掛けの座席を増やしランチタイ
ムの稼働率を上げられるようにした。また、従業員の動線を確認した後、従業員の動線確保を狙った店内レイアウト変
更を行った。その結果、配膳、食器の回収など効率の良いオペレーションができる体制を構築した。

支援概要

成果

事業者の声専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000U8N8cAAF

支援

企
業

■氏名：小平田 貴子
■保有資格：建築士、インテリアコー

ディネータ
■専門分野：店舗ディスプレー
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：

支援を通じて、来店客数の構成や、店舗の出店エリ
アを詳細に分析することで、売上げが変わることを実感
した。
また、トッピングの充実により、客単価の改善だけで
なく、調理手順が標準化されることで、従業員のオペ
レーションも効率化されることに気付いた。

それまでは、毎月前年同月比で10%程度のマイナスであったが、
改善を行った後は前年と同じ金額まで持ち直すことができた。ま
た、従業員の動線を調べて、食材の提供と食べ終わった食器の回
収を別のルートにすることにより、動きの無駄が省け効率の良いオ
ペレーションを可能にすることができた。

鹿児島県よろず支援拠点
よ
ろ
ず

支
援

拠
点
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管理会計の導入～継続支援沖縄県

支援体制

波平常雄 氏

おきなわ中小企業支援プラットフォーム

久米島商工会

専
門
家

湖城写真館

■業 種 ：サービス業（他に分類されないもの）
■従業員：1人
■資本金：なし
■創業：昭和51年4月
■住所：沖縄県島尻郡久米島町字真我里１５８
■企業概要：写真スタジオ撮影、現像 等

■支援の経緯
写真スタジオを営む本企業は、低価格高サービスを求めるお客様のニーズやデジタル機器への対応遅れにより、
売上げ・利益を伸ばすことが困難な状況となり、経営状況が悪化していた。そこで、本企業担当者は経営改善を行う
ことで事業を立て直したいと考えていたが、どうして良いかわからず悩んでおり、近隣支援機関である当機関に相談
があった。
■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングの中で、 本企業者の問題の一端である顧客ニーズの高度化やデジタル機器対応以外にも、これまでの
経営に対する取組、経営者の考え、今後のビジョンといったことを明確にさせ「経営者のやる気を出させる」ことが必
要と判断した。まずは当機関として、メニュー・サービスの改善・開発、また、経費削減を図るために、プリント機器の
買い替えや店舗内のレイアウト変更などのアドバイスを行った。その上で、現状を把握し、改善しなければならない課
題をひとつひとつクリアさせて売上増を図っていくこととした。そこで、現状分析と経営改善の実績が豊富な本専門家
に依頼した。
■専門家による具体的な支援内容
まず、本企業の財務諸表を分析し、売上げ、経費どちらを改善していくかを確認した。今回の場合は、単純に売上げ
を伸ばしていく必要があるということで、月の売上目標を設定した。その目標売上を達成するための戦略を立て、その
計画に沿って取り組んでいくことをはじめた。具体的な戦略としては、キャンペーンや情報提供など既存顧客へのアフ
ターサービスの強化、購入金額に応じたポイントサービス、 古い写真のリニューアルサービス、写真を用いたタペスト
リーの作成販売等をアドバイスした。戦略の計画進捗度のチェック体制として、経営指導員も直接確認し事業者と相
談することで適時、計画の見直しを行った。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域

Ｐ
Ｆ

専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxiiXAAR

支援

企
業

■氏名：波平 常雄
■保有資格：

■専門分野：資金繰り、管理会計

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：｢管理会計を導入し、
目指せ！所得1000万円！｣

これまで、売上げを伸ばしたいがどうしたらいいのか
わからなかったが、毎月毎月の財務チェックをすること
で、数字の見方、その意味が理解でき、そして売上げ
を伸ばすために行った取組とその売上結果が把握でき
るようになった。そうすることで、経営をすることの楽し
み、そして自ら経営の勉強をする意欲がわいた。今後
も引き続き自社の経営状況を把握し、経営改善を図っ
ていきたい。

毎月の売上額をチェックし、目標売上高を達成できたのかを確認することができるようになった。毎月目標売上額を
達成した場合、達成できなかった場合の理由を確認し今月やるべきことを計画するという、PDCAを徹底し売上増加
を図っていった。その結果、前年比131％の売上増加に繋がった。タペストリー作成に関しても、現在業者に発注して
おり、まもなく店頭販売できる運びとなった。今後の売上増加を期待している。
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経営戦略におけるお客様作りについての支援

支援体制

當山 達男 氏

おきなわ中小企業支援プラットフォーム

宜野湾市商工会

専
門
家

ヘアーメイクブリリアント

■業種：生活関連サービス業、娯楽業
■従業員： 1人
■資本金： －万円
■創業：平成25年8月6日
■住所：沖縄県宜野湾市真志喜６２４－１
■企業概要：美容室

■支援の経緯
本企業は、当該地域において２年前から美容室を経営している。売上げが思った以上に伸びていないという状況もあ
り、商工会の経営戦略セミナーを受講し、的を絞った経営戦略を立てお客つくりの必要性を感じることとなった。その思
いを具現化させるためにも、どのような対策を講じればよいか、当機関に相談があった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
店舗は国道沿いに面し、駐車場も十分確保されているものの外観からは美容室とはわかりずらい環境であった。
また、これまで積極的な宣伝活動を行ってこなかったこともあり、集客につながっていなかった。地域住民の利用割合も
低かったことから、地域住民を取り込む事業戦略を立てる必要性があると判断した。さらに、本企業は小規模事業者で
あることから、従業員も一緒にお客様つくりに参加させることも検討し、そこで売上販売戦略や経営戦略等に実績のあ
る本専門家に依頼した。

■専門家による具体的な支援内容
まずは店舗が美容室であることについて認知度向上を図るべく、のぼりや垂れ幕を立てることの必要性を説明し、宣
伝活動として周辺住宅へ店舗紹介のチラシを作成し配布することをアドバイスした。次に、地域住民を取り込む事業戦
略を立てるにあたり、起業時から現在までの毎月の売上高と客数推移表である年計表を作成した。また顧客リストから
性別・年齢・地域・利用頻度などについて現状分析をして、顧客別にキャンペーンチラシを送付するなど、地域住民から
お客様として取り込み、今後のリピート客になってもらえる対策を考えるよう助言した。さらに従業員にもお客様つくりに
参加する意識を向上させるため、経営の源であるお客様のニーズを大切にすることの重要性について経営者、従業員
共に助言を行い、今後の勉強会などの参加を促した。

支援概要

成果

事業者の声

構
成

機
関

地
域
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専門家プロフィール

相談

支援依頼

■専門家プロフィールURL（プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000WCRuvAAH

支援

企
業

■氏名：當山 達男

■保有資格：

■専門分野：販路拡大・販促支援

■ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ：明るく 温かく そして
たくましく 本当にいい会社をつくりま
しょう！

・ランチェスターの勉強をして経営で1番大切なことは、お客を
作り続けることだと知り、自社で経営の８大要因、商品・地
域・客層・営業・顧客・組織・財務・時間を皆で楽しく見直すこ
とができました。
・人生計画シートでは経営・仕事・家族全体が自分の人生だ
と知り、どんな風に生きたいか、その為に今やるべきことなど

目標が明確になりました。

日々の経営に活かせる数字の見方（年計表の作成）を身につけたことによって、売上や客数の変化に対する分析
が独自でできるようになった。現状を分析し、店舗の認知度向上を図ったことにより近隣からのリピート客を増やすな
どお客づくりを実践した結果、支援後の売上高が前年同月対比で123.4％、客数は前年同月対比136.6％増加してい
る。この支援をきっかけに代表者、従業員、地域の異業種の方とも勉強会を定期的に開催しており、経営戦略の検
討やそれぞれの顧客づくりに役立てている。

沖縄県
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